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資料１ 
 

川越市幼保小連携モデル指定研究 
 
１ 趣旨 
  園・学校間の接続期における児童生徒の不適応の解消を図るとともに、幼児期の教育

及び義務教育９年間を通して、必要な資質・能力を育成するため、「幼保小連携モデル

指定研究」を行い、その研究の成果を各園・小学校に周知することで「小１プロブレム」

の解消や子供のよりよい成長につなげていく。 
 

２ 研究計画 
（１）研究内容 
  ①モデル指定校の研究内容の検討・実践 
   ・研究内容を検討・実践することで園・学校間の接続期における児童生徒の不適応の

解消を図る。 
   ・幼児期の教育及び義務教育９年間を通して必要な資質・能力を育成する。 
  ②モデル指定校の選定・決定 
   ・保育園・幼稚園に周知を図り、その中から選定を行っていく。 
   ・保育園・幼稚園が決まったら、小学校を決定していく。 
 
（２）モデル事業の概要 

 ・モデル校を市立保育園１校・私立保育園１校・私立幼稚園１校・小学校１校×３回実 

  施 

モデル指定研究 
年度  幼・保 小学校 幼・保 小学校 幼・保 小学校 

令和３年度 モデル校選出 

研究計画立案 

      

令和４年度 
 

         

令和５年度 
 

          

令和６年度 
 

       

令和７年度 
 

       

令和８年度 
 

       

令和９年度 
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（３）令和４年度 

日付 幼児教育 
幼保小連携モデル指定校等 

研究委員会 

４月 
 
 
 

園の研究計画依頼 
幼稚園・保育園との打合せ① 
１９日（火）13:00～15:00ふくはら幼稚園 
２０日（水）10:00～11:30今成保育園 
２０日（水）12:45～14:30ひまわり南幼稚園 
２６日（火）15:00～16:30レイモンド川越保育園 

５月 
 
 
 

第１回研究委員会 
５月１８日（水）15：00～16:30 
会場 北公民館会議室３号 
今年度の方向性を確認 

６月 各園・校へ配布  

７月  

幼稚園・保育園との打合せ② 
５日（火）15:00～16:30ふくはら幼稚園 
６日（水）15:00～16:30レイモンド川越保育園 
６日（水）15:00～16:30ひまわり南幼稚園 
２０日（火）10:00～11:30今成保育園 

８月 

子供のよりよい成長を考
える研修会開催 
学びのプロセスを用いた
研修会開催 
講師：千葉大学特命教授 

冨田 久枝氏 

 

９月   
１０月   

１１月  

幼稚園・保育園との打合せ③ 
 ８日（火）15:00～16:30ふくはら幼稚園 
２２日（火）15:00～16:30レイモンド川越保育園 
３０日（水）10:00～11:30今成保育園 
３０日（水）15:00～16:30ひまわり南幼稚園 

１２月 
 
 

第２回研究委員会 
１２月１５日（水） 15：00～16:30 
会場 教育委員会室 
各園の取組状況報告 
来年度の研修計画について 
川越市架け橋カリキュラム共通の視点について 

１月 
モデル指定校について幼
児教育振興審議会にて報
告 

 

２月 

 
 
 

モデル指定園より研究の成果と課題提出 
２月１日（水）〆切り 
第３回研究委員会 
２月１５日（水） 13：30～16:30 
会場 川越市教育センター201研修室 
・指導講評・講演 
 東京大学名誉教授 汐見稔幸 先生 
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※モデル指定校間にて研究を共有 

３月 

 
 

幼稚園・保育園との打合せ④ 
 ２日（木）15:00～16:30ふくはら幼稚園 
 ８日（水）15:00～16:30レイモンド川越保育園 
２０日（月）10:00～11:30今成保育園 
      15:00～16:30ひまわり南保育園 
・本年度の総括 
・次年度の研究計画について 

 
（４）令和５年度予定 

日付 幼児教育 幼保小連携モデル指定校等研究委員会 
幼保小連携会議 

４月 

 
 
 

園の研究計画依頼 
幼保小連携会議① 
・小学校にて効果検証 
・架け橋期カリキュラム作成 
１９日（水）15:30～今成小学校 
２４日（月）15:00～新宿小学校 
２５日（火）15:00～福原小学校 
２６日（水）15:00～大東東小学校 

５月 

校長会にて幼保小連携モ
デル指定校及び架け橋期
カリキュラムについて周
知 
 
 

５月１０日（水） 
会場：川越市立教育センター306 研修室 
●第１回研究委員会          13:30～14:00 
〇幼保小連携会議主旨説明会 14:15～16:30 
・カリキュラムの進捗状況報告 
・講師を招聘し、架け橋期カリキュラムについての
共通理解を図る。 

・講演 白梅学園大学名誉教授 無藤 隆 先生 
・本年度の方向性を確認 
※モデル指定園・指定校・連携園参加 

７月 

幼児教育振興審議会にて
本年度の計画 
審議 

幼保小連携会議② 
・架け橋期カリキュラム作成 
 ７日（金）15:00～福原小学校 
１２日（水）15:00～大東東小学校 
２６日（水）13:00～今成小学校 
      15:00～新宿小学校 

８月 

子供のよりよい成長を考
える研修会開催 
８月２５日（金） 
13:30～16:30 
教育センター201・202 
研修室 
幼児期の終わりまでに育
ってほしい姿の共有につ
いて 
文部科学省教科調査官 
齋藤博伸 氏 
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１０月 

令和４・５年度幼保小連
携モデル指定研究成果発
表会① 
（全園・校対象） 
令和６・７年度 
幼保小連携モデル指定園
募集 
１０月１３日（金） 
14:15～16:30 
教育センター201・202 
研修室 
架け橋期カリキュラムに
ついて周知 

１０月１３日（金） 
会場：教育センター201・202 研修室 
●第２回研究委員会       13:30～14:00 
〇令和４・５年度幼保小連携モデル指定研究成果
発表会①                 14:15～16:30      

・モデル指定園より研究成果報告発表（効果検証を
含む） 

・事務局より令和６・７年度モデル指定校募集につ
いて周知 

１１月 

 幼保小連携会議③ 
・架け橋期カリキュラム完成 
 １日（水）15:30～今成小学校 
 ８日（水）15:00～新宿小学校 
１５日（水）15:00～大東東小学校 
１７日（金）15:00～福原小学校 

１２月 

 
 

●第３回研究委員会 
１２月１３日（水）15：00～16:30 
会場 未定 
・各園の取組状況報告 
・令和６・７年度指定園・指定校決定 
・来年度の研修計画について 

１月 
来年度モデル指定校につ
いて幼児教育振興審議会
にて報告 

 

２月 

令和４・５年度幼保小連
携モデル指定研究成果発
表会② 
（全園・校対象） 
・本年度の取組について 
 
 
 

モデル指定園・指定校より研究の成果と課題（様式
１）及び架け橋期カリキュラム提出 
１月２６日（金）〆切り 
 
２月９日（金） 
会場：教育センター201・202 研修室 
●第４回研究委員会 13:30～14:00 
〇令和４・５年度幼保小連携モデル指定研究成果
発表会②     14:15～16:30 

・講師招聘予定 
・モデル指定園・指定校より幼保小連携懇談会内容
発表（進捗状況を５分程度） 

・令和６年度研究計画及び研究の方向性決定 
・令和６・７年度モデル指定園委嘱交付式 
※第１回打合せ日時決定 

３月 令和６年度 
幼保小連携会議日程提出 

 

令和６
年４月 

 園の研究計画依頼 
幼保小連携会議① 
・小学校にて効果検証 
・架け橋期カリキュラム作成 
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３ 令和４年度 モデル指定研究 
（１）研究内容（研究の視点） 
 視点① 川越市ときも学びの過程の視点 
 視点② 幼保小連携の視点 
 視点③ 学びに向かう力の育成の視点 
 視点④ 日々の保育の言語化の視点 
 
（２）研究の手立て 
 手立て①小学校への接続を意識した取組 
手立て②情報交換の仕組みづくり 
手立て③言語能力・コミュニケーション能力の育成 
手立て④日々の教育・保育をベースに、先生方の実践を言語化 

 
（３）モデル指定園及び連携小学校 

 
（４）担当者 

指定園 モデル指定研究委員 事務局 
ふくはら幼稚園 

山村穂高先生 鈴木悠太先生 小松副主幹 
レイモンド川越保育園 

ひまわり南幼稚園 
増田修治先生 谷口泰夫先生 大久保主任・中條指導主事 

安藤指導主事 今成保育園 
 
４ 令和５年度 モデル指定研究 
（１）研究内容 
 ・幼保小連携モデル指定園・校及び連携園における連携の在り方 
 
（２）研究の手立て 
 ・幼保小連携会議を年３回開催 
 ・令和４年度の園での研究内容の効果検証を小学校で実施 
・架け橋期カリキュラムの作成 

 
（３）架け橋期カリキュラム作成の基本方針 
 ・現在ある園のアプローチカリキュラム、小学校のスタートカリキュラムを基盤として、

川越市幼保小架け橋期カリキュラム共通の視点を基に話合いを行う。 
 ・教育課程や指導計画等を具体化できるよう「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を手掛かりとし、育成を目指す資質・能力を視野に入れながら策定する。 
  ・進学する先の小学校にて、幼稚園・認定こども園・保育園等が集まり、主体的・対話

的で深い学びの実現のために、よりよい接続のためのカリキュラムの在り方を見直し

ていく。 
 ・実質的な話合いや実践を重視し、架け橋期カリキュラム作成がゴールではなく、幼保

小の先生が一緒に振り返って評価し、改善・発展させていく。 

私立幼稚園 ひまわり南幼稚園（大東東小学校） ふくはら幼稚園（福原小学校） 
私立保育園 レイモンド川越保育園（新宿小学校） 
市立保育園 今成保育園（今成小学校） 
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 （４）幼保小連携会議参加園・校及び担当者 
〇指定校・園 
●連携園 

川越市幼保小連携モデル指定校等 
研究委員 事務局 

〇福原小学校 
〇ふくはら幼稚園 
●貴精保育園 

山村穂高先生 鈴木悠太先生 

小松副主幹 

〇新宿小 
〇レイモンド川越保育園 
●南双葉幼稚園 
●川越七歩保育園 
●脇田新町保育園 

後藤指導主事 

〇大東東小学校 
〇ひまわり南幼稚園 
●南双葉幼稚園 増田修治先生 谷口泰夫先生 

大久保主任 
安藤指導主事 

〇今成小学校 
●今成保育園 

大久保主任 
中里指導主事 

 
（５）具体的な手順 

月 内容 
４ ○第１回幼保小連携会議 

・小学校１年生の現在の状況 
・幼稚園・認定こども園・保育園からの情報提供 
・指定園の効果検証について確認 
・川越市架け橋期カリキュラム作成の共通の視点を基に、「期待する子供像」

「遊びや学びのプロセス」「指導上の配慮」を話し合う。 
５ ５月１０日（水）会場：教育センター306 研修室 

●第１回幼保小連携モデル指定校等研究委員会 13:30～14:00 
〇幼保小連携会議趣旨説明会                14:15～16:30 
・カリキュラムの進捗状況報告 
・講師を招聘し、架け橋期カリキュラムについての共通理解を図る。 
・講演 白梅学園大学名誉教授 無藤 隆 先生 
・本年度の方向性を確認 
※モデル指定園・指定校・連携園参加 

７ ○第２回幼保小連携会議 
・小学校１年生の現在の状況 
・幼稚園・認定こども園・保育園からの情報提供 
・効果検証について小学校より園へフィードバック 
・現在あるアプローチカリキュラム、スタートカリキュラムを見直し、「園で

展開される活動／小学校の生活科を中心とした各教科等の単元構成等」「子

供たちの交流」「家庭・地域との連携」を立てる。 
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１０ １０月１３日（金）会場：教育センター201・202 研修室 
●第２回幼保小連携モデル指定校等研究委員会           13:30～14:00 
〇令和４・５年度幼保小連携モデル指定研究成果発表会① 14:15～16:30 
 ・モデル指定園より研究成果報告発表（効果検証を含む） 
・事務局より令和６・７年度モデル指定園募集について周知 

１１ ○第３回幼保小連携会議 
・現在あるアプローチカリキュラム・スタートカリキュラムを見直した結果を

各園・校で共有し、さらによりよくなるように検討する。 
・「園で展開される活動／小学校の生活科を中心とした各教科等の単元構成

等」「子供たちの交流」「家庭・地域との連携」を立てる。 
・子供たちの交流の細案を立てる。 

１２

～１ 
アプローチカリキュラムを各園で実施 
子供たちの交流・先生方の交流を実施 

２ モデル指定園・指定校より研究の成果と課題（様式１）及び架け橋期カリキュ

ラム提出 １月２６日（金）〆切り 
２月９日（金）会場：教育センター201・202 研修室 
●第４回研究委員会                  13:30～14:00 
〇令和４・５年度幼保小連携モデル指定研究成果発表会② 14:15～16:30 
・講師招聘予定 
・モデル指定園・指定校より幼保小連携会議内容発表（進捗状況を５分程度） 

２～

３ 
アプローチカリキュラムを各園で実施 
子供たちの交流・先生方の交流を実施 

４ ○第１回幼保小連携会議 
・小学校１年生の現在の状況 
・幼稚園・認定こども園・保育園からの情報提供 
・昨年度の共通の視点を基に、小学校区における共通の視点の在り方を話し合

う。 
 



資料２

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

架け橋期カリキュラム作成の手引き（〇〇幼稚園・保育園・認定こども園/〇〇小学校）

共通の視点 ０歳児～
5歳児 小学校1年生

小学校２年生～

①期待する子ども像

②遊びや学びのプロセス

③指導上の配慮

④園で展開される活動／
小学校の生活科を中心と
した各教科等の単元構成
等

⑤子供の交流

⑥家庭・地域との連携

架け橋期を通してどのような子供を育てたいか。
３要領・指針や学習指導要領で育みたい子供の姿、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿等を踏まえて設定する。

期待する子供像の育成に向けて、子供の姿や発達を踏まえ、遊びや学びのプロセスをどのように深めていくのか。
遊びや学びのプロセスをつながりという視点からどのように捉えるのか考え設定する。

遊びや学びのプロセスを深めるため、先生方の関わり、環境の構成や環境づくりとしてどのような工夫が考えられるか。
子供にとっての教育的価値の視点からその共通性の理解を深める。

第１回幼保小連携会議にて検討
（４月）

期待する子供像の育成に向けて、園の活動と小学校の教科等の教育内容や活動をどのようにつなげていくか。
幼保小で共有に充実を目指す活動や体験を共有する。

交流を通した学びを深めるため、各園・小学校の年間の活動に、子供同士の交流などをどのように位置づけるか。
交流する対象の年生・学年・交流時期・交流のねらいを共通理解する。

期待する子供像について家庭や地域と共有し、どのように家庭と連携協働していくか。
幼児教育と小学校教育がつながることの意義を共有して、家庭や地域との連携行動について考える。

第２・３回幼保小連携会議にて検討
（７・１１月）

共通の視点を基に、各園・校で話し合いましょう。

川越市マスコットキャラクターときも



資料１２

（　　　　）訂正あり （　　　　）訂正なし
０歳児～ ５歳児 小学校１年生 小学校２年生～

4  5  6  7  8  9  10  11  12  1  2  3 4  5  6  7  8  9  10  11  12  1  2  3 

先生との関わり
子ども同士の関わり

子どもの学びや生活を豊かに
する園の環境の構成・小学校
の環境作り

様々なことにチャレンジする
気持ちを育てる

川越市架け橋期カリキュラム共通の視点　

共通の視点として
考えられる項目

①期待する子ども像

②遊びや学びのプロセス

※いずれかに〇をつけてください

③園で展開される活動／小学校の生活科を中心とした各
教科等の単元構成等

⑤子供の交流

⑥家庭や地域との連携

④指導上の留意事項

同年齢集団での交流
異年齢交流の経験

年長としての意識を高め、楽しみながら自主的に活動
行事や異年齢交流の中心

多様な交流を通して思いやりや共感性、自立心の育成
積極的な友達との関わり

５歳児と小学生が交流する機会を設け、子どもたちの姿を通した子どもの発達や学びを理解

遊びを通した総合的な学び
自然や身近な環境、友達等を介した主体的な学び

児童の思いや願いを生かした学び
生活科を中心とした合科的・関連的な指導による学び

家族との触れ合い
愛着の構築

地域の行事等に参加するなど様々な人との関わりの広がり園の行事や散歩等を通した身近な近所の方たちとの交流

各発達段階に特有の性質をふまえ「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりとした育成を目指す資質・能力の明確化

先生による受容的・応答的な関わり 幼児と先生との関係を中心とた他の幼児との関係の広がり 関わりの多様化

発達過程を踏まえた環境の構成 自分の思いの実現や遊びの発展に配慮
自分の力で学校生活を送り、

自覚的な学びを生み出すような環境に配慮

様々な物の肌触りや感覚
面白さ・不思議さ

様々な取組を通した達成感 自分を成長させようとする意志
「面白い」「不思議」といった感覚 自分から知ろうとする気持ち

学びの芽生え
自分と違う他者の存在の認知
新しい知識を知る楽しさを体得

諸感覚を通した体験の
一つ一つの積み重ね

感覚統合

過去の体験のつながり
遊びの中での気付き

自覚的な学び
自分の力で探求

日頃の子供の成長や育ちを家庭と共有

生活の場・他者との関係・興味や関心の広がり 依存から自立へ



資料１２

（　　　　）訂正あり （　　　　）訂正なし
０歳児～ ５歳児 小学校１年生 小学校２年生～

4  5  6  7  8  9  10  11  12  1  2  3 4  5  6  7  8  9  10  11  12  1  2  3 

川越市架け橋期カリキュラム共通の視点　

共通の視点として
考えられる項目

※いずれかに〇をつけてください

⑧「主体的・対話的で深い学び」を生み出す
　３つの視点

⑦園と小学校との情報共有

園と小学校との持続可能な連携の体制の確立
園と小学校で入学する子供の指導要録の内容、指導上の配慮等を共有
接続に関する取組を年間計画に位置付け、接続的・発展的な取組

年間を通した情報交換、意見交換ができるしくみづくり

￥
主体的な学びの視点：周囲の環境に興味や関心をもって積極的に働きかけ、粘り強く取り組み、自らの活動を振り返って、期待を持ちながら、次につなげる「主体的な学び」

対話的な学びの視点：他者やもの、環境との関わりを深める中で、自分の思いや考えを表現し、考えを出し合ったり、協力したりして自らの間考えを広げ深める「対話的な学び」
深い学びの視点：直接的・間接的な体験の中で子どもが心を動かし、子どもなりのペースで試行錯誤を繰り返しながら、生活を意味あるものとしてとらえる「深い学び」



資料３

０歳児～ ５歳児 小学校１年生 小学校２年生～

4  5  6  7  8  9  10  11  12  1  2  3 4  5  6  7  8  9  10  11  12  1  2  3 

先生との関わり
子ども同士の関わり

子どもの学びや生活を豊かに
する園の環境の構成・小学校
の環境作り

様々なことにチャレンジする
気持ちを育てる

架け橋期カリキュラム共通の視点　

共通の視点として
考えられる項目

①期待する子ども像

②遊びや学びのプロセス

③園で展開される活動／小学校の生活科を中心とした各
教科等の単元構成等

④指導上の留意事項

⑤子供の交流

⑥家庭や地域との連携

⑦園と小学校との情報共有

同年齢集団での交流
異年齢交流の経験

年長としての意識を高め、楽しみながら自主的に活動
行事や異年齢交流の中心

多様な交流を通して思いやりや共感性、自立心の育成
積極的な友達との関わり

５歳児と小学生が交流する機会を設け、子どもたちの姿を通した子どもの発達や学びを理解

園と小学校との持続可能な連携の体制の確立
園と小学校で入学する子供の指導要録の内容、指導上の配慮等を共有
接続に関する取組を年間計画に位置付け、接続的・発展的な取組

年間を通した情報交換、意見交換ができるしくみづくり

遊びを通した総合的な学び
自然や身近な環境、友達等を介した主体的な学び

児童の思いや願いを生かした学び
生活科を中心とした合科的・関連的な指導による学び

家族との触れ合い
愛着の構築

地域の行事等に参加するなど様々な人との関わりの広がり園の行事や散歩等を通した身近な近所の方たちとの交流

各発達段階に特有の性質をふまえ「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりとした育成を目指す資質・能力の明確化

先生による受容的・応答的な関わり 幼児と先生との関係を中心とた他の幼児との関係の広がり 関わりの多様化

発達過程を踏まえた環境の構成 自分の思いの実現や遊びの発展に配慮
自分の力で学校生活を送り、

自覚的な学びを生み出すような環境に配慮

見ること・触れること・探索すること
を通しての豊かな感覚

「面白い」「不思議」といった感覚 自分を成長させようとする意志
様々な取組を通した達成感 自分から知ろうとする気持ち

学びの芽生え
自分と違う他者の存在の認知
新しい知識を知る楽しさを体得

諸感覚を通した体験の
一つ一つの積み重ね

感覚統合

過去の体験のつながり
遊びの中での気付き

自覚的な学び
自分の力で探求

日頃の子供の成長や育ちを家庭と共有

生活の場・他者との関係・興味や関心の広がり 依存から自立へ



資料３

０歳児～ ５歳児 小学校１年生 小学校２年生～

4  5  6  7  8  9  10  11  12  1  2  3 4  5  6  7  8  9  10  11  12  1  2  3 

架け橋期カリキュラム共通の視点　

共通の視点として
考えられる項目

⑧「主体的・対話的で深い学び」を生み出す
　３つの視点

￥
主体的な学びの視点：周囲の環境に興味や関心をもって積極的に働きかけ、粘り強く取り組み、自らの活動を振り返って、期待を持ちながら、次につなげる「主体的な学び」

対話的な学びの視点：他者やもの、環境との関わりを深める中で、自分の思いや考えを表現し、考えを出し合ったり、協力したりして自らの間考えを広げ深める「対話的な学び」
深い学びの視点：直接的・間接的な体験の中で子どもが心を動かし、子どもなりのペースで試行錯誤を繰り返しながら、生活を意味あるものとしてとらえる「深い学び」



資料４

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

架け橋期カリキュラム作成例（〇〇幼稚園・保育園・認定こども園/〇〇小学校）

①期待する子ども像

③指導上の配慮

5歳児 小学校1年生
共通の視点 ０歳児～ 小学校２年生～

②遊びや学びのプロセス

④園で展開される活動／
小学校の生活科を中心と
した各教科等の単元構成
等

⑥家庭・地域との連携

⑤子供の交流
（　）は感染防止のため
実施できなかった場合の
代替

様々なことに関心をもち意欲的に学ぶ子身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しめる子

友達となかよくできる子自分のことがしっかりできる子友達と関われる子
自分の気持ちを伝えることができ

相手の気持ちを考えられる子

遊びを通した総合的学び

様々な人と関わり合える体験を重 協同的な活動が促されるよう配慮

各教科等との関連を積極的に図る

各教科等における授業における学び

子供が主体的に関われるように適切な環境を構成する

がっこう

だいすき

児童の思いやねがいを生かした学習活動を構成

たのしいあき

いっぱい
もうすぐ

2年生

いきもの

となかよ

し

じぶんで

できるよ

なつが

やってき

た

きれいに

さいてね

ふゆを

たのしも

う

よろしく

ね（国）

なかまづ

くりとか

ず（算）

うたでな

かよしに

なろう

（音）

すきなも

のいっぱ

い（図）

卒園式に向けての取組

【言葉】【表現】

【人間関係】

生活発表会に向けての取組

【言葉】【表現】【人間関係】

期待感と自覚を高める

保育参観

懇談会

興味・関心を高める 慣れ親しむ

幼児を

秋祭りへ招待

（オンライン

にて交流会）

幼児を

学校案内

（オンライン

にて交流会）

小学校へ

体験入学

（オンライン

にて交流会

小学校の

秋祭りへ

（オンライン

にて交流会）

卒園式

地域の方を生

活発表会へ招

待

保護者会

懇談会

地域の方を

秋祭りへ招待

学習発表会

参観

小学校行以降の生活や学習を見通した生活や学習

につながる幼児の学びが可能になるよう、十分な

時間、楽しめる雰囲気なども含めて環境の構成を

工夫する。

現在の指導計画を基に、1年生の教育活動全体におい

て、幼児期の学びを発展させていく視点から、教育の

質の向上を図ために単元の構成と配列を行う。

保育参観

懇談会

保護者会

懇談会

小学校の

校庭へ

個人面談
個人面談

体を十分に動かして遊ぶ子 いろいろな動きを経験し楽しく運動する子



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

架け橋期カリキュラム作成例（〇〇幼稚園・保育園・認定こども園/〇〇小学校）

共通の視点 ０歳児～
5歳児 小学校1年生

小学校２年生～

①期待する子ども像

②遊びや学びのプロセス

③指導上の配慮

④園で展開される活動／
小学校の生活科を中心と
した各教科等の単元構成
等

⑤子供の交流
（　）は感染防止のため
実施できなかった場合の
代替

⑥家庭・地域との連携



（様式１）                              資料５ 

令和５年度 川越市幼保小連携モデル指定園・校 連携の成果と課題 

園・校名             

 

１ 幼保小連携会議内容 

月 日 会議内容 

４  第１回 

・小学校１年生の現在の状況 
・幼稚園・認定こども園・保育園からの情報提供 
・指定園の効果検証について確認 
・川越市架け橋期カリキュラム作成の共通の視点を基に、「期待する子供像」

「遊びや学びのプロセス」「指導上の配慮」を話し合う。 
７  第２回 

・小学校１年生の現在の状況 
・幼稚園・認定こども園・保育園からの情報提供 
・効果検証について小学校より園へフィードバック 
・現在あるアプローチカリキュラム、スタートカリキュラムを見直し、「園で展

開される活動／小学校の生活科を中心とした各教科等の単元構成等」「子供た

ちの交流」「家庭・地域との連携」を立てる。 
10  第３回 

・現在あるアプローチカリキュラム・スタートカリキュラムを見直した結果を各

園・校で共有し、さらによりよくなるように検討する。 

・「園で展開される活動／小学校の生活科を中心とした各教科等の単元構成等」

「子供たちの交流」「家庭・地域との連携」を立てる。 

・子供たちの交流の細案を立てる。 

 ※会議内容は、加除・修正をしてください。 

 

２ 交流内容 

月 日 内容等 

   

   

   

 ※必要に応じて、枠を増減してください。 

 ※内容の欄には、文章での表記の他に、活動の様子が分かる写真等がありましたら貼付し

てください。 

 

３ 成果と課題（〇成果・●課題） 

 

 

 

 

 ※こちらの研究の成果をもとに、令和６年２月９日（金）に報告会を実施する予定です。 



幼保小の架け橋プログラムの実施に

向けての手引き（初版）

令和４年３月３１日

文 部 科 学 省

別添1

1

資料６



2

はじめに

～幼保小の架け橋プログラムの重要性～

～幼保小の架け橋プログラムの実施にあたり、関係者で共有し大切にしていきたい視点～

(参考) 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

１．この手引き（初版）の位置づけ

２．幼保小の架け橋プログラムのねらいと進め方のイメージ

(1)現状の課題を踏まえた幼保小の架け橋プログラムのねらい

(2)幼保小の架け橋プログラムの取組のイメージ

(3)架け橋期のカリキュラム開発のイメージ

(4)地域における体制のイメージ

(5)目指す方向性

(6)進め方のイメージ

(7)各フェーズの判断のイメージ

３．架け橋期のカリキュラム開発会議における取組

(1)開発会議における進め方（各フェーズ）のイメージ

(2)開発会議で開発する架け橋期のカリキュラムのイメージ

(3)架け橋期のカリキュラムの開発における工夫の一例

(4)共通の視点から幼児教育と小学校教育がつながる工夫の一例

(5)「架け橋期の教育の質保障の枠組み」との連携のイメージ（モデル地域対象）

幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）の

目次



3

４．園・小学校における架け橋期のカリキュラムに関する取組

(1)架け橋期のカリキュラムについて、園・小学校での具体化の進め方（各フェーズ）のイメージ

(2)子供の姿や発達に応じた共通の視点の例の工夫のイメージ例

(3)共通の視点の例「②遊びや学びのプロセス」のイメージ例

(4)共通の視点の例「③園で展開される活動」における、小学校での学習や生活を踏まえた「幼児教育の工夫」

のイメージ例

(5)共通の視点の例「③小学校の生活科を中心とした各教科等の単元構成等」における、幼児教育での遊びや生

活を踏まえた「小学校教育の工夫」のイメージ例

(6)共通の視点の例「④指導上の配慮事項 先生の関わり」のイメージ例

(7)共通の視点の例「④指導上の配慮事項 環境の構成・環境づくり」のイメージ例

～教育的価値を有する、教材としての環境～

５. 園・小学校における実施に必要な体制づくり

(1)実施に必要なことにおける園・小学校での具体化の進め方（各フェーズ）のイメージ

６．自治体における支援体制づくり

(1)実施に必要なことにおける自治体での支援の進め方（各フェーズ）のイメージ

７．幼児教育推進体制を通じた幼保小の架け橋プログラムの普及

(1)幼保小の架け橋プログラムの普及による幼児教育推進体制の今後の在り方について

(参考資料）
・幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会について
・幼保小の架け橋プログラム事業

幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）の

目次



○ 教育は、教育基本法や関係法令が掲げる目的及び目標の達成を目指し、子供一人一人の生涯にわたる発達や
学びの連続性を見通して行われるものです。
その中で、義務教育開始前となる５歳児は、それまでの経験を生かしながら新たな課題を発見し、新しい方

法を考えたり試したりして実現しようとしていく時期であり、また、義務教育の初年度となる小学校１年生は、
自分の好きなことや得意なことが分かってくる中で、それ以降の学びや生活へと発展していく力を身に付ける
時期になります。

○ このように、義務教育開始前後の５歳児から小学校１年生の２年間は、生涯にわたる学びや生活の基盤をつ
くるために重要な時期です。本手引き（初版）ではこの時期を「架け橋期」と呼ぶことにしました。

○ この時期の教育については、幼稚園・保育所・認定こども園と小学校（以下「幼保小」という。）という多
様な施設がそれぞれの役割を担っています。子供の成長を切れ目なく支える観点からは、幼保小の円滑な接続
をより一層意識し、乳児や幼児それぞれの特性など発達の段階を踏まえ、一人一人の多様性や０～18歳の学
びの連続性に配慮しつつ、教育の内容や方法を工夫することが重要です。

○ 現在、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が示され、幼保小間での交流行事や、小学校でのスタート
カリキュラムの実施などの取組が進みつつあるものの、形式的な連携にとどまるのではないかといった課題が
指摘されています。
子供一人一人が、将来、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊

重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創
り手となることができるようにするためには、幼児期の３要領・指針や小学校の学習指導要領の理念をより徹
底し、充実した教育を、「架け橋期」とそれにつながる時期、さらにその後の時期を通じて目指していくこと
が求められます。

○ 「幼保小の架け橋プログラム」は、子供に関わる大人が立場の違いを越えて自分事として連携・協働し、こ
の時期にふさわしい主体的・対話的で深い学びの実現を図り、一人一人の多様性に配慮した上で全ての子供に
学びや生活の基盤を育めるようにすることを目指すものです。本プログラムは、架け橋期に求められる教育の
内容等を改めて可視化したものであり、関係者の負担軽減に留意しつつ、 各地域や施設の創意工夫を生かし
た取組が広がり深まっていくことを期待しています。

4

はじめに ～幼保小の架け橋プログラムの重要性～



【架け橋期の子供の学びや生活に関する視点】

〇 架け橋期を通じて、未来を担う子供に学びや生活の基盤を育み、持続可能な社会の創
り手となることができる力の基礎を育みましょう

〇 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、子供に資質・能力が育まれていく過程
で見られる生活の姿を総合的に示したものであり、
同時に、資質・能力を育む先生や大人が、教育上の思いや願いを照らし合わせながら、

一人一人の子供の様子を見定めていくことを通じて、子供の学びや生活の質を捉え、資
質・能力がどのように育ってきているかを見出し、子供の実態に沿って主体的・対話的
で深い学びの充実を図れるようにするために必要な手掛かりとして活かすことができる
ものです
ここで示されている姿は、架け橋期はもとより、その前の時期、さらにその後の学び

のプロセスの基盤となっていきます

〇 特別な配慮を必要とする子供（障害のある子供や外国人の子供など）を含む全ての子
供の可能性を引き出すため、ウェルビーイング（※1）を保障する意識を持ちましょう

〇 子供は周囲の環境に自ら関わり様々なことを学びます。幼保小を問わず、先生（※２）

や大人は、子供の思いや願いを踏まえ、その学びや生活を豊かにしていく存在です

（※１） 「次期教育振興基本計画の策定について（諮問）」（令和４年２月７日）でも、「学習者視点に立ち、誰もが、いつでもどこからでも、
誰とでも、自分らしく学ぶことができ、誰一人取り残されず、一人一人の可能性が最大限に引き出され、一人一人の多様な幸せであるとと
もに社会全体の幸せでもあるウェルビーイングが実現されるように、制度等の在り方を考えていく必要があります。これは幼児教育から高
等教育まで一貫して追求しなければならない目標です。」とされています。

（※２）幼児教育施設や小学校の管理職、幼稚園教諭、保育士、保育教諭、小学校教諭等 5

～幼保小の架け橋プログラムの実施にあたり、関係者で共有し大切にしていきたい視点～



【幼保小の架け橋プログラムの実施に関する視点】

〇 幼保小の教育のつながりを意識した活動が、子供の豊かな体験を生み出し、主体的・対
話的で深い学びの実現につながります

〇 施設類型・設置者・学校種を越えて、幼保小の先生が、気軽に話し合える関係を構築し、
対話を大切にするとともに、主体的・対話的で深い学びの実現に向けて協働して取り組み、
発信しましょう

〇 園・学校等外との連携については、書類上はしっかりとまとめられているが具体の取組
が進まないという批判も聞かれます。実質的な話し合いや実践を重視し、そうした具体的
な取組を可視化し関係者で共有するために、わかりやすい書類を作成していくという意識
で取り組みましょう

〇 ICTやオンライン等の活用により、先生の負担軽減や時間の効率的使用も図りつつ、効
果的に取り組めるようにしましょう

〇 全ての先生が関わるプロセスや、組織的な体制づくりを大切にし、接続に関する取組を
年間計画に位置付け、持続的・発展的な取組を目指しましょう

〇 形式的な取組とならないよう、家庭や地域も一緒に、「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」を手掛かりに、子供の姿を起点に話し合いを深めましょう

6

～幼保小の架け橋プログラムの実施にあたり、関係者で共有し大切にしていきたい視点～
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(参考) 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

(1)健康な心と体
園生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働かせ、見通しをもって

行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。

(2)自立心
身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないことを自覚し、自分の力で

行うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずにやり遂げることで達成感を味わい、自信をもって行
動するようになる。

(3) 協同性
友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、考えたり、工夫した

り、協力したりし、充実感をもってやり遂げるようになる。

(4) 道徳性・規範意識の芽生え
友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行動を振り返ったり 、友達

の気持ちに共感したりし、相手の立場に立って行動するようになる。また、きまりを守る必要性が分かり、
自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを付けながら、きまりをつくったり、守ったりするようになる。

(5) 社会生活との関わり
家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う中で、人との様々な関わ

り方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ喜びを感じ、地域に親しみをもつようにな
る。また、園内外の様々な環境に関わる中で、遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報に基づき判断し
たり、情報を伝え合ったり活用したりするなど、情報を役立てながら活動するようになるとともに、公共
の施設を大切に利用するなどして、社会とのつながりなどを意識するようになる。
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(6)思考力の芽生え
身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感じ取ったり、気付いたりし、考えたり、

予想したり、工夫したりするなど、多様な関わりを楽しむようになる。また、友達の様々な考えに触れる
中で、自分と異なる考えがあることに気付き、自ら判断したり、考え直したりするなど、新しい考えを生
み出す喜びを味わいながら、自分の考えをよりよいものにするようになる。

(7)自然との関わり・生命尊重
自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、好奇心や探究心をもって考え言葉な

どで表現しながら、身近な事象への関心が高まるとともに、自然への愛情や畏敬の念をもつようになる。
また、身近な動植物に心を動かされる中で、生命の不思議さや尊さに気付き、身近な動植物への接し方を
考え、命あるものとしていたわり、大切にする気持ちをもって関わるようになる。

(8)数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚
遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標識や文字の役割に気付い

たりし、自らの必要感に基づきこれらを活用し、興味や関心、感覚をもつようになる。

(9)言葉による伝え合い
先生や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表現を身に付け、経験

したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞いたりし、言葉による伝え合いを楽
しむようになる。

(10) 豊かな感性と表現
心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付き、感じ

たことや考えたことを自分で表現したり、友達同士で表現する過程を楽しんだりし、表現する喜びを味わ
い、意欲をもつようになる。

(参考) 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿



○ 本手引き（初版）は、幼保小の架け橋期の教育の充実を図り、一人一人の多様性に配慮

した上で全ての子供に学びや生活の基盤を育む「幼保小の架け橋プログラム」を実施する

ため、中央教育審議会初等中等教育分科会「幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会」

及び 「幼保小の接続期の教育の質的向上に関する検討チーム」の議論等を踏まえ作成され

たものです。

○ 「幼保小の架け橋プログラム」 については、全国的な架け橋期の教育の充実と、モデル

地域における先進事例の実践（※）を並行して集中的に推進していくこととしており、本手

引き（初版）は、幼児教育推進体制等を通じて全国的に普及していくとともに、モデル地

域における実践に当たって活用いただくことを想定しています。

（※）令和４年度政府予算において「幼保小の架け橋プログラム事業」を計上（1.8億円）

○ なお、本手引き（初版）については、今後の「幼保小の架け橋プログラム」の取組の状

況等を踏まえ、更なる改善・充実を図ることとしています。
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1 この手引き（初版）の位置づけ



2-(1) 現状の課題を踏まえた幼保小の架け橋プログラムのねらい
【幼保小連携の成果と課題】

[成果]
・幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども
園教育・保育要領の３要領・指針の整合性確保

・幼保小接続期の連携の手掛かりとして「幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿」策定

・小学校との連携の取組を行っている園が約９割に上るなど、
取組が進展

[課題]
・幼稚園・保育所・認定こども園の７～９割が小学校との連
携に課題意識、各園・小学校における連携の必要性に関する
意識の差

・半数以上の園が行事の交流等にとどまり、資質・能力をつ
なぐカリキュラムの編成・実施が行われていない

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が到達目標と誤
解され、連携の手掛かりとして十分機能していない

・スタートカリキュラムとアプローチカリキュラムがバラバ
ラに策定され、理念が共通していない

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」だけでは、具体
的なカリキュラムの工夫や教育方法の改善方法がわからない

・小学校側の取組が、教育方法の改善に踏み込まず学校探検
等にとどまるケースが多い

・施設類型の違いを越えた共通性が見えにくい

・教育の質に関するデータに基づき幼児期・接続期の教育の
質の保障を図っていくための基盤が弱い

→接続期の学びや生活の基盤の育成に大きな影響

【架け橋プログラムのねらい】

〇幼児期から児童期の発達を見通しつつ、

５歳児のカリキュラムと小学校1年生の

カリキュラムを一体的に捉え、地域の

幼児教育と小学校教育の関係者が連携

して、カリキュラム・教育方法の充

実・改善にあたることを推進

○３要領・指針、特に「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」の正しい理解

を促し、教育方法の改善に生かしてい

くことができる手立てを普及

〇架け橋期に園の先生が行っている環境

の構成や子供への関わり方に関する工

夫を見える化し、家庭や地域にも普及

〇幼児期・架け橋期の教育の質保障のた

めの枠組みを構築し、データに基づく

カリキュラム・教育方法の改善を促進

10



2-(2) 幼保小の架け橋プログラムの取組のイメージ

モデル地域における実践

幼児教育推進体制等を通じた全国的な取組

・文部科学省委託事業「幼保小の
架け橋プログラム事業」を活用
し、架け橋期のカリキュラムの
開発、実践、評価・改善

等

・幼児教育推進体制のネットワークや、中央協議会、都
道府県協議会、小学校担当の指導主事会議等の機会を
活用し、幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての
手引き（初版）や参考資料（初版）等の趣旨・内容を
的確に周知・普及。好事例を分析し、幼保小の関係者
等に展開。

・各自治体における架け橋期のカリキュラム・教育方法
の充実・改善を促進

・幼保小の連携体制や、幼児教育推進体制（幼児教育セ
ンター、幼児教育アドバイザー）の設置を促進

・幼保小の連携・接続に関する様々な自治体の取組を共
有するプラットフォームづくり

令和4年度から3か年程度を念頭に、全国的な架け橋期の教育の充実とともに、モデル地域における
先進事例の実践を並行して集中的に推進。

11

・園・小学校や家庭・地域向けにも分かりやすいパンフレット（架け橋
期の取組の意義・効果を含む）や動画の配信等の多様な発信



2-(3) 架け橋期のカリキュラム開発のイメージ

◆対象 ５歳児～小学校１年生（架け橋期。０～１８歳の学びの連続性に配慮）

◆開発主体 各地域において、幼稚園、保育所、認定こども園、小学校、教育委員会、
子育て担当部局、教員等の養成や研修（管理職を含む）に関わる大学や専
門学校、幼保小の関係団体、保護者や地域の関係者、有識者、架け橋期の
コーディネーター（※）等から構成される架け橋期のカリキュラム開発会議
を構成

◆開発方法 架け橋期のカリキュラム開発会議(以下､原則「開発会議」という｡)におい
て、本手引き（初版）や参考資料（初版）を活用しつつ開発

地域内の園・小学校において、架け橋期のカリキュラムを踏まえつつ教育
課程編成・指導計画作成、実施

架け橋期の教育の質保障の枠組み（国）からの指摘（モデル地域対象）や、
各園・小学校における実践の検証結果を踏まえ、架け橋期のカリキュラム
を改善

◆開発内容 各園・小学校における教育課程編成・指導計画作成の前提となる架け橋期
のカリキュラム（架け橋期にふさわしい活動の在り方、「幼児期の終わり
までに育ってほしい姿」を踏まえた教育方法の改善の視点など）の開発

架け橋期のカリキュラムの実施に必要となる研修、教材としての環境の活
用等の開発

12（※）幼保小の教育に造詣が深く、架け橋期のカリキュラムの実践を統括し、園・小学校への助言や支援等を行う者



自治体：地域の全関係機関の参画による「幼保小の架け橋期のカリキュラム」の開発、実施、評
価・改善

等

幼稚園関係団体
保育所関係団体
認定こども園関係団体
小学校関係団体
※団体間の連携の強化、団体主催の
研修や会議を活用した普及啓発

〇架け橋期のカリキュラム開発会議

【構成員】
・幼稚園、保育所、認定こども園、小学校
・教育委員会、子育て担当部局
・教員等養成や研修に関わる大学や専門学校 ・幼保小の関係団体
・保護者や地域の関係者 ・有識者
・架け橋期のコーディネーター（有識者） 等

【取組内容】
幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）、参考資料（初

版）を活用しつつ、
・架け橋期のカリキュラムの開発
・カリキュラムの実施に必要となる研修、教材としての環境の活用等の開発
・持続的・発展的な架け橋期のカリキュラムに必要な支援
・国による架け橋期の教育の質保障の枠組みからの助言や各園・小学校の実践
の検証結果を踏まえ改善 等

家庭・地域
※子供の育ちの共有、各園・小
学校の取組への協力

大学等
※取組への助言、養成・研修へ
の反映等

架け橋期のカリキュラムを踏まえ、教育課程編成・指導計画作成、実施
各園・小学校において、接続をコーディネートする者の明確化

持続的・発展的に実施する組織体制の構築

架け橋期の教育の質保障(国)

【検証体制】
・ 幼保小の接続期の教育の質的向上に関する検討チームの

メンバー及び関係者 等
【検証等の内容】
①実態調査
モデル地域に対して実態調査を行い、各地域の成果検証

※実地調査の視点の例：

・架け橋期のカリキュラムの効果（成果）

（先生の関わりの変化や意識の変化、子供の変化、保護

者の変化、自治体担当者・架け橋期のコーディネー

ター・幼児教育アドバイザー等の変化 等）

②改善事項の整理、取組推進
幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初

版）、参考資料（初版）、架け橋期の教育の質保障の枠組
みに関する改善事項を整理し、全国展開に向けた取組推進

質
保
障

幼児教育推進体制等を通じ、事業の成果を全国の取組に普及・反映

国立･公立
幼稚園

私立
幼稚園

公立
保育所

私立
保育所

Ａ小学校 Ｂ小学校 Ｃ小学校

公立認定
こども園

私立認定
こども園

小学校への入学状況が多様であることも考慮

2-(4) 地域における体制のイメージ

様々な立場から意見や事例（動画や画像を含
む）を出し合って話し合う
・幼保小の先生が、気軽に話し合える関係づくりで必
要なことは？

・全ての先生が関わり、継続的に取り組むためには？
・現場のモチベーションや創意工夫を引き出すには？
・現場を孤立させず、リーダーシップを発揮しつつ、
適切な支援をしていくには？

・園と小学校でのこれまでの取組のよさを生かしなが
ら取り組んでいくためには？

・成果を普及し、域内の幼保小の連携・接続を強化し
ていくには？

・まちづくりの中で、どう取り組んでいくか？
・子供たちの意見も取り入れながら進めていくには？
・幼保小の先生を目指す学生等のモチベーションを高
め、その力を活用するには？

13



2-(5) 目指す方向性

【目指す方向性】

〇架け橋期のカリキュラムについては、幼保小が協働し、共通の視
点を持って教育課程や指導計画等を具体化できるよう、「幼児期
の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりとし、育成を目指す
資質・能力を視野に入れながら策定できるよう工夫する。そして、
幼保小の先生が一緒に振り返って評価し、改善・発展させていく。

〇取組全体を通じて、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を
手掛かりに、園長・校長のリーダーシップと自治体の支援の下、
園と小学校の先生が、子供の育ちを中心に据えた対話を通して相
互理解・実践を深めていく。

14具体的な進め方のイメージは次ページのとおり



〇幼保小の協働実施の支援
・研修の充実、研修教材の活用
・実施上のニーズの把握と支援
・園・小学校と関係機関・関係団
体との連携のコーディネートの
充実

架
け
橋
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

〇持続的・発展的な架け橋期の
カリキュラム

・持続的・発展的な架け橋期のカリ
キュラム

・人やものとの関わりを通じた学び
を踏まえ、教材としての環境の活
用の充実

・持続的・発展的な子供の交流実施
（子供の自発的な交流等）

〇架け橋期のカリキュラムの実
施・検証

・園・小学校において教育課程編成・
指導計画作成、実施・検証

・人やものとの関わりを通じた学びを
踏まえ、教材としての環境の活用

・子供の交流の充実(子供の自発的な
交流等)

〇架け橋期のカリキュラムの
検討・開発

・共通の視点をもとに内容の検
討・開発

・人やものとの関わりを通じた学
びを踏まえ、教材としての環境
の共通性の理解

・子供の交流の推進

実
施
に
必
要
な
こ
と

〇連携強化への支援
・研修の実施（幼保小合同

研修等）
・自治体内の関係部局との

連携

〇接続を見通し、各園・
小学校で教育課程編成・
指導計画作成

・園・小学校での活動の共有
・子供の交流

〇各園・小学校での体制
・連携窓口の明確化
・自園・自校の先生への
意識啓発と参画

〇持続可能な体制
・幼保小の合同会議の定着
・相互の教育の内容や方法に関

する理解の改善・発展

〇持続的・発展的な取組を支え
る支援の定着

・研修の改善・発展、研修教材の改
善・発展

・必要な支援策の改善・発展
・園・小学校と関係機関・関係団体
との連携のコーディネートの改善・
発展

〇幼保小間の体制
・幼保小の合同会議の設置
・相互の教育の内容や方法に
関する理解の共有

〇幼保小の協働実施の体制
・幼保小の合同会議の充実
・相互の教育の内容や方法に関する
理解の深化

〇接続に向けた支援
・研修の推進、研修教材の開発
・関係機関との連携を深め、
園・小学校と関係機関・関係
団体との連携のコーディネート

〇架け橋期のカリキュラム
開発会議における準備

・構成員の選定と目指す方向
性の共有

・地域の実態の把握
（開発会議は自治体に設置）

〇持続的・発展的な架け橋期の
カリキュラム開発会議の運営

・方針の改善・発展と支援
・国による架け橋期の教育の質保障
の枠組みとの連携強化（モデル地
域対象）

〇架け橋期のカリキュラム開
発会議による実施の検証

・実施状況の把握・検証と支援
・国による架け橋期の教育の質
保障の枠組みとの連携推進
（モデル地域対象）

〇架け橋期のカリキュラム開
発会議における検討・開発

・方針の検討・決定、開発への
支援

・国による架け橋期の教育の質
保障の枠組みとの連携開始
（モデル地域対象）

開
発
会
議

方針

支援

注：基盤づくりから改善・発展サイクルの定着に至るまでのプロセスの目安。実際には、地域の実態に応じ、各フェーズ間を行きつ戻りつしながら発展していく。
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園
・
小
学
校

自
治
体

フェーズ１
基盤づくり

フェーズ２
検討・開発

フェーズ３
実施・検証

フェーズ４
改善・発展サイクルの定着

1年目 2年目 3年目

2-(6) 進め方のイメージ

具体化



2-(7) 開発会議における各フェーズの判断のイメージ

NO

YES

架け橋期のカリキュラム

フェーズ１ 基盤づくり
・幼保小その他関係者で構成される架け橋期のカリキュラムや研修

等を検討・決定する会議があるか？検討・決定する会議が

フェーズ２ 検討・開発
・少なくとも５歳児～小１の2年間を対象としたカリキュラムの方針等が

あるか？

フェーズ３ 実施・検証
・そのカリキュラムを実施するための支援策があるか？
・そのカリキュラムの幼保小での実施状況の把握・検証をしているか？

フェーズ４ 改善・発展サイクルの定着
・会議の定期開催を通じ、そのカリキュラムや幼保小への支援策

に関する改善・発展を常に検討しているか？

YES

YES

方針

NO

NO

16



NO

YES

架け橋期のカリキュラム

フェーズ１ 基盤づくり
・園長・校長及び担任間での関係づくりをしながら、園・小学校での子供の生活

の流れや活動について共有した上で、各園、各小学校で教育課程編成・指導計
画作成をしているか？

・幼保小間での子供の交流をしているか？

フェーズ２ 検討・開発
・少なくとも５歳児～小１の2年間を対象とした架け橋期のカリキュラムがあり、幼

保小の共通の視点があるか？
・教材としての環境の共通理解があるか？
・事前・事後打合せ等、幼児と児童の双方に学びがある交流を工夫しているか？

フェーズ３ 実施・検証
・そのカリキュラム、共通の視点は実践に生かされているか？
・教材としての環境の活用について、幼保小の先生が一緒に考える機会がある

か？
・子供の自発的な交流が生まれるよう、幼保小の先生が協働して工夫している

か？

フェーズ４ 改善・発展サイクルの定着
・フェーズ２～３のPDCAサイクルが確立し、持続的に改善・発

展できる仕組みとなっているか？

YES

YES

NO

NO
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2-(7) 架け橋期のカリキュラムにおける園・小学校の各フェーズの判断のイメージ 具体化



NO

YES

実施に必要なこと

フェーズ１ 基盤づくり
・連携窓口があるか？
・自園・自校の先生が幼保小の連携・接続に、積極的に、全員参画しているか？

フェーズ２ 検討・開発
・幼保小の合同会議があるか？
・相互の教育の内容や方法に関して幼保小の先生が話し合っているか？

フェーズ３ 実施・検証
・合同会議で話し合う内容は深まっているか？
・接続する園・小学校の実践について、実感を伴った理解のもと、話し合って

いるか？

フェーズ４ 改善・発展サイクルの定着
・定期開催が継続し、短期的、中長期的視点から話し合っているか？
・改善・発展のため、接続する園・小学校での子供の学びや生活を具

体的にイメージしながら話し合っているか？

YES

YES

NO

NO

18

2-(7) 実施に必要なことにおける園・小学校の各フェーズの判断のイメージ 具体化



フェーズ４ 改善・発展サイクルの定着
・研修内容や研修教材の体系化と充実を図っているか？
・架け橋期のカリキュラムに関する必要な支援策の改善・発展をしてい

るか？
・園・小学校が関係機関・関係団体と連携するに当たって、自立を促し

つつ、必要な時は支援をしているか？

NO

YES

実施に必要なこと

フェーズ１ 基盤づくり
・幼保小の先生の相互理解が深まる工夫をして、幼保小合同研修を実
施しているか？

・自治体内の関係部局と連携しているか？

フェーズ２ 検討・開発
・研修について、幼保小の先生が相互理解を深め、実践に生かしやすい
工夫や研修教材の開発、勤務地や勤務時間によらない実施方法の工夫を
しているか？

・関係団体と連携し、園・小学校と関係機関・関係団体との連携のコー
ディネートをしているか？

フェーズ３ 実施・検証
・架け橋期のカリキュラムの実施・検証に加え、改善・発展の視点を研修

に取り入れているか？
・幼保小の協働推進のため、経験年数、設置者、施設類型、学校種に配慮

したきめ細かな対応をしているか？
・園・小学校と関係機関・関係団体との連携のコーディネートについて

ニーズや課題に応じて行っているか？

YES

YES

NO

NO

※自治体は、園・小学校が次のフェーズに進むために必要なことは何かについて検討し、
支援をしていく。
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2-(7) 自治体における各フェーズの判断のイメージ 支援



【基盤づくり（フェーズ１）】（準備）

①構成員の選定と目指す方向性の共有
・意欲ある構成員の選定（保護者等地域関係者含む）

・様々な立場から意見や事例を出し合い、目指す方向性を共有 等

②地域の実態の把握
・園内・校内の幼保小の連携体制の整備状況や実際の運営状況

・園と小学校におけるこれまでの連携の取組の経緯、成果と課題

・自治体等が開催する幼保小の研修の参加状況

・自治体におけるこれまでの取組の成果と課題 等

【検討・開発（フェーズ２）】（検討・開発）

①方針の検討・決定、開発への支援
・架け橋期のカリキュラムにおける幼保小の共通の視点の検討

・幼保小の先生が協働して開発するための支援策（架け橋期のコーディ

ネーターの活用、自治体での研修等）

・架け橋期のカリキュラムにおけるスタートカリキュラムの位置づけの明

確化 等

②国による架け橋期の教育の質保障の枠組み（以下、
原則「質保障の枠組み」という。）との連携開始

・架け橋期のカリキュラムの趣旨、手引き（初版）や参考資料（初版）作

成の背景などを聞き、助言を得る 等

【実施・検証（フェーズ３）】（実施の検証）

①実施状況の把握・検証と支援
・幼保小の先生、保護者、架け橋期のコーディネーター、自治体内の関係

者、関係団体等にアンケート調査やヒアリング

・保育、授業、幼保小の合同研修会、園内・校内研修等の参観や実地調査

・上記2点の結果の分析、成果と課題の把握 等

②質保障の枠組みとの連携推進
・質保障の枠組みにおいて実施するアンケート調査や実地調査の活用

・上記を踏まえた質保障の枠組みからの助言の活用 等

【改善・発展サイクルの定着（フェーズ４）】
（持続的・発展的な会議運営）

①方針の改善・発展と支援
・開発会議の定期開催の定着

・各種調査結果やデータ等を活用して、子供や園・小学校の実態を把握し、

実態に応じた方針の改善・発展と具体的な対策の改善 等

②質保障の枠組みとの連携強化
・質保障の枠組みからの助言の活用

・自治体が自立的に評価・改善することが可能な体制の検討（取組を適切

に把握できる人材の育成等） 等

3-(1) 開発会議における進め方（各フェーズ）のイメージ

20
※質保障の枠組みとの連携に関しては、モデル地域が対象



０歳～ ５歳児 小学校１年生 小学校2年生～

共通の視点として
考えられる項目例

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

①期待する子供像

②遊びや学びのプロセス

③園で展開される活動／小
学校の生活科を中心とし
た各教科等の単元構成等

④指導上
の配慮
事項

先生の
関わり

子供の学びや生
活を豊かにする
園の環境の構
成・小学校の環
境づくり（※）

・・・・

⑤子供の交流

⑥家庭や地域との連携

･･･

3-(2) 開発会議で開発する架け橋期のカリキュラムのイメージ

〇架け橋期のカリキュラムについては、幼保小の先生が協働し、共通の視点を持って教育課程や指導計画等を具体化
できるよう、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりとし、育成を目指す資質・能力を視野に入れな
がら策定できるよう工夫する。そして、幼保小の先生が一緒に振り返って評価し、改善・発展させていく。

〇自治体や園・小学校での工夫を促しつつ、例えば、下記のような共通の視点を整理して示すことが考えられる。

５歳児～小学校１年生（架け橋期。０～１８歳の学びの連続性に配慮）について、

・共通の視点から考えてみよう
・既存の5歳児4月からの教育課程・指導計画を見直してみよう（架け橋期のカリ
キュラムにおける5歳児のカリキュラムの位置づけについても考えてみよう）
・既存の小学校1年生の教育課程・指導計画を見直してみよう（架け橋期のカリ
キュラムにおけるスタートカリキュラムの位置づけについても考えてみよう）

21（※）以下「環境の構成・環境づくり」という。
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＜基本的な考え方について＞

〇 学びの連続性を確保するためには、５歳児は０歳からの豊かな体験の積み重ねに支えられ、小学校１年
生はそれ以降の学びや生活へと発展していくという視点が大切である。特に、小学校1年生は、自分の好き
なことや得意なことが分かってくる時期であり、小学校６年間の学びや生活の基盤をつくる重要な時期と
もいえる。園との円滑な接続により、小学校での学びや生活が充実するよう、架け橋期のカリキュラムを
工夫することが大切である。

〇 幼児の発達は、様々な側面が絡み合って相互に影響を与え合いながら遂げられていくものであり、３要
領・指針で示されている５領域は、幼児が生活を通して発達していく姿を踏まえて、発達の側面からまと
められたものである。そのため、各領域ごとに教育を行うのではなく、遊びを通して総合的に行うことと
している。幼児期における遊びを通した総合的な学びは、感性を働かせてよさや美しさを感じ取ったり、
不思議さに気付いたり、気付いたことやできるようになったことなどを使いながら試したり、いろいろな
方法を工夫したりすることなど、思いや願いをきっかけとして発展していく。
一方、小学校でも、一人の児童の学びは個別の教科内で閉じるものではなく、それぞれの学びが相互に

関連付き、つながり合っている。こうしたことを踏まえ、主体的に自己を発揮し、 新しい学校生活を創り
出そうとする児童の姿を実現するための方法として、生活科を中心とした合科的・関連的な指導や各教科
等の指導の工夫が求められている。また、こうしたことが、個別最適な学びと協働的な学びの充実にもつ
ながる。このことを再確認しながら、検討することが大切である。

〇 その際、例えば、３要領・指針では、小学校教育との連携・接続に関し、「幼児期にふさわしい生活を
通して、創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培う」旨が、小学校学習指導要領では「幼児期の
終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工夫することにより、幼稚園教育要領等に基づく幼児期の
教育を通して育まれた資質・能力を踏まえて教育活動を実施し、児童が主体的に自己を発揮しながら学び
に向かうことが可能となるようにする」旨が盛り込まれていることを踏まえ、子供の理解・関わり方や言
葉遣い（専門用語）などについて、幼保小の先生が互いに学び合い、共有することも必要である。

3-(3) 架け橋期のカリキュラムの開発における工夫の一例
※「幼保小の接続期の教育の質的向上に関する検討チーム」における意見等から
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3-(3) 架け橋期のカリキュラムの開発における工夫の一例
※「幼保小の接続期の教育の質的向上に関する検討チーム」における意見等から

〇 開発会議で開発する架け橋期のカリキュラムを踏まえ、各園・小学校で具体化していくこととなる。開
発会議で示したものが、曖昧で具体性に乏しいと、園・学校で共通性をもって開発することが困難となる。
一方、細部まで決まっていると、園・学校のよさや特色が反映しにくい。地域の実態等に応じたバランス
を取りながら柔軟に進めていくのがよい。また、架け橋期のカリキュラムの開発のプロセスを可視化する
ととともに、園・学校において形式だけが模倣され形骸化することがないよう、先生方の主体的な参画も
得て取組を進める必要がある。

〇 よりよい教育を通じてよりよい社会を創るという理念を社会と共有して実現を図る「社会に開かれたカ
リキュラム」 （※）の観点から、家庭や地域とも連携協力し、架け橋期のカリキュラムを開発・実践してい
く必要がある。例えば、家庭との連携については、保護者との情報交換の機会や園・小学校の活動に関連
した様々な機会を活用し、子供の日々の様子の伝達や収集、架け橋期の取組の意図の説明などを通じて、
保護者との相互理解を図ることが考えられる。また、園・小学校の活動に保護者が参加することは、架け
橋期の教育を具体的に理解し、子供の発達の姿を見通すことや、子供への関わり方への理解を一層深める
ことにつながる。

（※）小学校や幼稚園では「社会に開かれた教育課程」の語を使用するが、保育所や認定こども園を含めて、ここでは
「社会に開かれたカリキュラム」とする。



以下の①～⑥は、共通の視点の例であり、実際には開発会議において設定する。

①期待する子供像：架け橋期を通してどのような子供を育てたいか。

・子供の発達の特性、3要領・指針や学習指導要領で育みたい（目指す）子供の姿、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿、各自治体の方

針や地域の特性、園・小学校の教育目標や特色、子供の実態、保護者や地域の願い等を踏まえて設定し、関係者で共有することが大切で

はないか。

・育みたい資質・能力については、幼児期については幼児が生活する姿の中から見出し伸ばすものであるのに対して、小学校以上では各教

科等の指導を通じて育成を目指すものとして活用されている。こうした違いに関する認識を共有しつつ、幼児期のどのような体験が、生

涯にわたる生活の基盤、学びの基盤（言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等を含む）、持続可能な社会の創り手として必要な

力の育成等につながっていくのかのイメージを共有した上で、架け橋期に期待する子供像を明確にすることが重要。

・幼児教育では、具体的な姿から幼児の内面を捉えてきた。遊びや生活する幼児の姿の記録から、どのような姿が、5領域で示された内容

や幼児期の終わりまでに育ってほしい姿につながるのかといった事例は蓄積されつつある。しかし、どのような姿が、どのような資質・

能力を育んでいるのかといった事例は十分とは言い難い。そうした事例を蓄積し、小学校に分かりやすく伝えていくことができる共通性

を見出す必要があるのではないか。

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、幼児の活動している姿から、幼児が何を学んでいるのか、どのような発達をしようとして

いるのかを捉える手掛かりであることについて、幼児教育関係者と小学校教育の関係者が共通理解することが必要ではないか。

・園の先生は、一人一人の幼児の育ちを捉える際には集団の育ちを捉える必要がある。一人一人の育ちと集団としての育ちについて、小学

校の先生と共有していくことが大切ではないか。
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3-(4) 共通の視点から幼児教育と小学校教育がつながる工夫の一例

※「幼保小の接続期の教育の質的向上に関する検討チーム」における意見等から



・園の先生は、幼児の生活する姿、つまり目に見えている幼児の言動や表情から、幼児の内面に育ちつつあるものを捉え、将来の発達を

予想し、その幼児に応じた環境の構成を行ってきた。幼児期の終わりまでに育ってほしい姿は、資質・能力が育まれている具体的な姿で

あることから、園の先生は経験則に基づいて、これまでも幼児期の終わりまでに育ってほしい姿から資質・能力を捉えてきたといえる。

幼児期は様々な機能が相互に影響し合いながら総合的に発達する時期であり、３つの資質・能力も絡まり合って一体的に育まれていくが

、無理に分類してしまうと、芽生えようとしてる資質・能力を見過ごしてしまったり、幼児を断片的に捉えてしまい一人の幼児をありの

ままに捉えることができなくなったり、幼児を特定の型にはめて捉えてしまったりすることへの懸念がある。各教科等のように分化した

内容ではなく、幼児期は体験を通して関わっている物、事象などの本質に触れながら感覚的につかんでいく。幼児期に感覚的につかんだ

ことが、小学校以降の学習を通して、意味づけされ、整理され、各教科等で示されている資質・能力へと高まっていく。個別に意識する

ことが難しく、一体的に育まれる幼児期の資質・能力と、意識化され、各教科等の特質に応じて整理された資質・能力は、園の先生と小

学校の先生の教育観の違いも相まって、互いに見え方が異なっている可能性がある。各発達の段階に育まれる資質・能力のありようによ

って教育の内容や方法が変化しているといえる。相互の教育の内容や方法の理解と子供の発達の流れの理解はある意味で同じであり、園

小がどちらかにあわせるのではなく、架け橋期に期待する子供像を明確にして、子供にどのように育ってほしいか、何を身に付けてほし

いかという共通の願いをもとに、発達の段階に応じた適切な教育を提供することが大切ではないか。
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※「幼保小の接続期の教育の質的向上に関する検討チーム」における意見等から

3-(4) 共通の視点から幼児教育と小学校教育がつながる工夫の一例
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②遊びや学びのプロセス：期待する子供像の育成に向けて、子供の姿や発達を踏まえ、遊びや学びのプロセス

をどのように深めていくのか。

・「主体的・対話的で深い学び」の視点を重視する点は共通であるが、幼児の生活全体の質を考慮する幼児期と、各教科等における授業

や単元単位を中心に学びの質を考慮する小学校以上との違いがある。互いのよさに学びつつ、期待する子供像の育成に向けて、子供の

姿や発達を踏まえ、遊びや学びのプロセスを深め、学びの連続性を確保するためにはどのような工夫が必要か。

・発達の段階、園や小学校での活動（体験）や教科等の特質に応じたプロセスについて考え、共通理解をする必要があるのではないか。

・園における遊びを通して幼児がどのような学び（体験）を得、深めているのか、小学校での各教科等における授業はどのように展開し

児童の学びを深めているのかについて相互理解し、幼保小の先生方が架け橋期における主体的・対話的で深い学びを実現していくこと

が大切ではないか。

・園では、環境を通して行う教育の中でどのような条件や要因が深い学びに影響しているか、試行錯誤する幼児自身の感じ方やあり方か

ら経験の深まりを捉えることが大切ではないか。小学校では、単元や題材など内容や時間のまとまりを見通した、主体的・対話的で深

い学びの実現に向けた授業改善が重要であり、そうした学習のプロセスの在り方を考える必要があるのではないか。そうした遊びや学

びのプロセスをつながりという視点からどのように捉えるのか。

※「幼保小の接続期の教育の質的向上に関する検討チーム」における意見等から

3-(4) 共通の視点から幼児教育と小学校教育がつながる工夫の一例
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③園で展開される活動／小学校の生活科を中心とした各教科等の単元構成等

：期待する子供像の育成に向けて、園の活動と小学校の各教科等の教育内容や活動をどのように

つなげていくか。

・園での教育課程・指導計画は幼児の生活全体をとらえた一つのものであり、５領域のねらいが総合的に達成するように編成している。小

学校では基本的に各教科等ごとに編成している。こうした違いがある中で、両者をつなぐ生活科を中心とした各教科等の合科的・関連的

な指導が持つ意義をとらえなおすことが重要。園での一つの教育課程・指導計画が各教科等の教育課程につながっていくことは現実的で

はなく、スタートカリキュラムにより生活科を中心とした各教科等の合科的・関連的な指導を工夫することにより、緩やかにつながって

いくことができるのではないか。

・園と小学校の年間の区切り方（期、学期等）やスコープ（学びの範囲や領域、教科等）の視点から整理し、幼保小の教育をつなげていく

必要があるのではないか。

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が、小学校の各教科等の活動や育みたい資質・能力等にどうつながっていくのか（一方、園の

活動や育みたい資質・能力等にどうつながっていくのか）について、相互に対応させる方法を考える必要があるのではないか。

・幼保小で共通に充実を目指す活動や体験を共有するとよいのではないか。（例：協働的な学び、運動遊びや体力向上、自然体験、社会体

験、身近な環境を使った遊び、直接的・具体的な体験を生かしたICT活用、文化の伝承・継承や日常生活・自然の移り変わりに根差した

言葉遊び、社会とのつながりの意識や国際理解の意識の芽生えなど）

・園では、小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながることに配慮し、創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培うようにする

ことが３要領・指針に記載されている。園でのこうした活動を充実させるとともに、小学校の先生と共通理解を深めていくことが大切で

はないか。

・園では、小学校以降の生活や学習を見通した幼児教育の工夫が必要ではないか。（活動自体が目的ではなく、活動を通して幼児なりに好

奇心や探究心をもち、問題を見いだしたり、解決したりすること、豊かな感性を発揮したりすることが大切である。幼児が周囲の環境と

関わり、幼児の興味や関心が広がり、疑問をもってそれを解決しようと試みるなど、幼児なりのやり方やペースで繰り返しいろいろなこ

とを体験し、その過程の中で事物や現象、友達や先生と関わり、言葉や数字などに触れることが大切である。小学校以降の生活や学習に

つながる幼児の学びが可能となるよう、十分な時間や空間、楽しめる雰囲気なども含めて、環境の構成を工夫する。）

※「幼保小の接続期の教育の質的向上に関する検討チーム」における意見等から

3-(4) 共通の視点から幼児教育と小学校教育がつながる工夫の一例
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・小学校では、園での遊びや生活を踏まえた小学校教育の工夫が必要ではないか。（幼児期の遊びや生活を通した総合的な学びが小学校

の学習や生活において発揮できるように、また、児童の思いや願いをきっかけとして始まる学びが自然に教科等の学習につながってい

くように、単元の構成と配列を行う。単元の構成においては、体験活動を取り入れる、友達との関わりを重視する、児童の意識の流れ

を大切にするなどが考えられる。単元の配列においては、各教科等間のつながりを意識し、生活科を中心とした合科的・関連的な指導

を工夫するなどが考えられる。）

・小学校の低学年、特に１年生の教育は、スタートカリキュラムを含め、小学校の学習指導要領にあるとおり、幼児期の資質・能力の育

ちを踏まえ、生活科を中心に合科的・関連的な指導を進め、各教科等（国語科、算数科、生活科、音楽科、図画工作科、体育科、道徳

科、特別活動）において「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」との関連を考慮し、主体的・対話的で深い学びをその時期なりのも

のとして実現を図っていくことが求められる。現在、スタートカリキュラムの取組が進みつつあるものの、特に、小学校１年生の教育

全体において幼児期の学びを発展させていく視点から、教育の質の向上を図る必要がある。

・障害のある子供や外国人の子供等がクラスに存在することで、他児は、多様性を実感し、他者を尊重する大切さを学んでいくこと等も

考慮し、個に対する支援の充実とともに、特別な配慮を必要とする子供と他児が学び合える関係を大切にした活動の展開が大切ではな

いか。

※「幼保小の接続期の教育の質的向上に関する検討チーム」における意見等から

3-(4) 共通の視点から幼児教育と小学校教育がつながる工夫の一例
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④指導上の配慮事項（先生の関わり、環境の構成・環境づくり）

：遊びや学びのプロセスを深めるため、先生の関わり、環境の構成や環境づくりとしてどのような

工夫があるか。

【先生の関わり】

・先生と子供の相互作用、子供同士の相互作用を生み出し、①子供同士の考えをつなぎ、子供とともに創造する、②多様な子供一人一人

の可能性や活躍の場を引き出す集団づくり、といった視点は共通していることを踏まえ、各施設段階での先生の関わりや役割について

捉えていく必要があるのではないか。

【環境の構成・環境づくり】

・幼児教育は、「環境を通して行う教育」を基本としており、先生に支えられながら幼児が自分の力で生活をつくっていくことができる

ように環境を構成している。小学校教育においても、児童が安心感をもち、自分の力で学校生活を送ることができるといった視点が大

切ではないか。

・環境の構成・環境づくりについて、子供にとっての教育的価値の視点からその共通性の理解を深める必要があるのではないか。

・園と小学校では、トイレや水飲み場などの高さや大きさなどの施設、机と椅子などの室内環境（活動に応じて使う園と自分用のものが

ある小学校）、時間の区切り方（緩やかな園と時間割のある小学校）といった違いがある。そのことに戸惑いや不安を覚える児童がい

ることを踏まえ、特に、小学校入学当初の環境づくりに当たっては、児童の実態を踏まえること、人間関係が豊かに広がること、学習

のきっかけが生まれることなどを大切にし、児童が安心感をもち、自分の力で学校生活を送ることができるように環境を見直すことが

求められることも再確認する必要があるのではないか。

※「幼保小の接続期の教育の質的向上に関する検討チーム」における意見等から

3-(4) 共通の視点から幼児教育と小学校教育がつながる工夫の一例
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⑤子供の交流：交流を通した学びを深めるため、各園・小学校の年間の活動に、子供同士の交流などをど

のように位置付けるのか。

・年間計画に子供同士の交流を位置づけ、交流する対象の年齢・学年、交流時期、交流のねらいなどを共通理解することが大切では

ないか。（例えば、5歳児と小学校1年生の交流は、5歳児が小学校入学を意識し、小学校1年生が自身の成長を感じてほしいことか

ら、秋に設定するなど）

・子供同士の交流では、5歳児と小学校１年生のみではなく、5歳児と小学校5年生などの交流も含め多様な交流を実施することで、

例えば、5歳児が小学校1年生になった時の小学校6年生は、1年生なりに頑張る姿を認めながら必要な手助けをするといったよう

に、小学校入学後の生活へのつながりが広がるのではないか。

・幼保小の先生が、子供の交流する姿を通して、子供の発達や学びを理解するという視点も重要ではないか。

⑥家庭や地域との連携：期待する子供像について家庭や地域と共有し、どのように家庭と連携協働してい

くのか。

・子供は信頼する大人の影響を受けることから、架け橋期の教育について家庭と共有し、協働していく姿勢が大切である。そうした

視点から、家庭との連携の在り方について考えていく必要があるのではないか。

・架け橋期は、自分の世界が広がり、関わる人や活動範囲も地域へと広がっていく時期である。そうした子供の発達に伴い、家庭や

地域との関わり方も変わっていくことを踏まえ、幼児教育と小学校教育がつながることの意義を共有して、家庭や地域との連携協

働について考えていく必要があるのではないか。

※「幼保小の接続期の教育の質的向上に関する検討チーム」における意見等から

3-(4) 共通の視点から幼児教育と小学校教育がつながる工夫の一例



3-(5) 「架け橋期の教育の質保障の枠組み」との連携のイメージ（モデル地域対象）
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○国による架け橋期の教育の質保障の枠組みでは、モデル地域を対象に、架け橋期のカリキュラム等の効果検証を行うとともに、アン

ケート調査や実態調査を行い、幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）、参考資料（初版）等に関する改善事項

を整理し、全国展開に向けた取組を推進する。

〇モデル地域では、国による架け橋期の教育の質保障の枠組みからの助言等を活用しつつ、架け橋期のカリキュラムの開発、実施、改

善・発展を進める。

国・研究機関 委託自治体

自治体が先生や保護者等を対象に実施するアンケート項目
の検討・策定

アンケートを実施し、実態把握

モデル地域における実践

アンケートを実施し、効果検証

実地調査

改善に向けた提言

※自治体間を通した検証を可能とするため、共通のアンケート項目等を開発し活用

項目 視点の例

架け橋期のカリキュ

ラムに関すること

園や学校における架け橋期のカリキュラムの実施状況

・期待する子供像等、共通の視点の共有

・架け橋期のカリキュラムを踏まえた教育課程編成・指導計画作成、実施、改善・発展の状況

・教材としての環境の共通性の理解や活用状況

・子供の交流の実施状況 等

子供の姿や子供の変

化に関すること

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の活用状況 等

※架け橋期のカリキュラムの効果を把握するものであり、個々の子供を評価するものではないことに留意

教育のプロセスに関

すること

先生と子供や子供同士の相互作用や関係性、環境の構成や環境づくり

・遊びや学びのプロセス

・園で展開される活動／小学校の生活科を中心とした各教科等の単元構成等

・幼保小の先生の関わり ・環境の構成・環境づくり 等

実施運営・構造に関

すること

地域ニーズへの対応、効果的なチーム作りなどのための運営・管理

【園・学校における取組】

・幼保小の施設間連携体制

・相互の教育の内容や方法に関する先生同士の理解の共有や改善・発展等の状況

【自治体における取組】

・自治体内や関係機関・団体等との連携

・研修や研修教材に関する取組

・園や学校への支援、園や学校の取組の実態把握の状況 等

アンケート項目や実地調査の視点

質保障の検証のイメー
ジは次ページへ



モデル地域２モデル地域１

モデル地域
独自の視点

共通の視点からの検証・分析により

・客観的な検証ができる

・地域の強みと課題に応じた助言が得られる

・検証・分析のノウハウを学べる 等

地域独自の視点により

・地域の実態に応じた検証ができる

・地域独自の取組の検証もできる 等
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・・・・・・

モデル地域
独自の視点

モデル地域３

国による架け橋期の教育の質保障の枠組みによる
アンケート項目や実地調査の共通の視点

モデル地域
独自の視点

モデル地域における検証のイメージ

3-(5) 「架け橋期の教育の質保障の枠組み」との連携のイメージ（モデル地域対象）



4-(1) 架け橋期のカリキュラムについて、園・小学校での具体化の進め方（各フェーズ）のイメージ

園長・校長を含む幼保小の先生の協働
「開発会議での方針」の具体化

園の教育課程・
指導計画

小学校の教育課程・
指導計画見通してはいるが、別々に検討・作成

フェーズ１

フェーズ２～４

33⇒具体の進め方のイメージは次ページへ

（検討・開発～改善・発展サイクルの定着）

（基盤づくり）



【基盤づくり（フェーズ１）】（接続を見通し、各
園・小学校で教育課程編成・指導計画作成）

①園・小学校での活動の共有
・園長・校長間や担任間での関係をつくる
・どのようなねらいでどのようなことをしているのかを共有する
・子供たちがどのような流れ（1日、月、年間）で生活しているのかを共
有する 等

②子供の交流
・まずは行事などの機会にやってみる 等

【実施・検証（フェーズ３）】（実施・検証）

①園・小学校において教育課程編成・指導計画作成、実施・
検証

・教育課程編成・指導計画作成を行い、さらに、共通の視点が保育や授業の場面
でどのような指導上の配慮となって表れているのか相互理解を深める

・相互の教育の見方や子供の捉え方の変容等について意見交換する 等

②人やものとの関わりを通じた学びを踏まえ、教材としての
環境の活用

・人やものといった環境が、子供の発達に応じてどのような教育的価値をもち、
遊びや学習の中でどう活用するかについて一緒に考える 等

③子供の交流の充実
・指示が多過ぎたり、すぐに援助をしたりせず、子供同士の自発的な関わりが生
まれるようにする

・活動前に、園・小学校での子供の姿を伝え合い、先生がどのような関わり方を
するのかについて共通理解を図るとともに、活動後に一緒に振り返る 等

【改善・発展サイクルの定着（フェーズ４）】
（持続的・発展的）

①持続的・発展的な架け橋期のカリキュラム
・共通の視点等についても固定的に捉えすぎず、子供のウェルビーイングを高め

る視点から見直しをする 等

②人やものとの関わりを通じた学びを踏まえ、教材としての
環境の活用の充実

・環境がもつ教育的価値について、幼保小の先生が一緒に教材研究を深め、教材
開発をする 等

③持続的・発展的な子供の交流実施
・子供の自発的な交流を生み出すような充実した子供の交流を図る
・自園・自校内での共有や引継ぎ、複数名での担当とする
・蓄積したノウハウを整理し、話し合いのポイントを検討する 等

【検討・開発（フェーズ２）】（検討・開発）

①共通の視点をもとに内容の検討・開発
・架け橋期のカリキュラムの開発における工夫の一例（3-(3))、共通の
視点から幼児教育と小学校教育がつながる工夫の一例（3-(4))等も参

考に共通の視点をもとに具体化していく 等

②人やものとの関わりを通じた学びを踏まえ、教材と
しての環境の共通性の理解

・人やものといった環境が有する、子供にとっての教育的価値に着目し、
幼保小の先生が意見交換する

・上記を通して、互いに教材観を広げ深めていく 等

③子供の交流の推進
・幼児と児童の双方が、夢中になり学びがある活動とする
・幼児や児童の活動のねらいの共通理解、活動内容の把握
・幼保小での事後打ち合わせ（「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」を手掛かりに、各先生が捉えた子供の姿や先生の関わりについて
意見交換） 等
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4-(1) 架け橋期のカリキュラムについて、園・小学校での具体化の進め方（各フェーズ）のイメージ



生活の場の広がり、他者との関係の広がり、興味や関心の広がり、依存から自立へ 等

こうした発達も踏まえた期待する子供像

3歳 ５歳 小１

①期待する
子供像

先生の関わり

環境の構成
環境づくり

先生が各幼児に準備
（安心して遊びに没頭）

自分の思いの実現や遊びの発
展に配慮（自ら、または、
他者とつくる世界を楽しむ）

幼児と先生との関係を中心としながら
他の幼児との関係が広がっていく

②遊びや学びの
プロセス

諸感覚を通した体験
を一つ一つ重ねる

過去の体験のつながり
遊びの中での気付き

自覚的な学び

自分の力で学校生活を送り、
自覚的な学びを生み出すよ
うな環境に配慮

架け橋期を通じた共通の視点の例について、例えば、子供の姿や発達に応じた以下のようなつながりを意識して、幼
保小の先生が一緒に考えて具体化していく。
・子供の姿や発達を踏まえ、遊びや学びのプロセスをどのように深めていくのか
・園で展開される活動／小学校の生活科を中心とした各教科等の単元構成等をどのようにしていくのか
・そのため、先生の関わり、環境の構成や環境づくりとしてどのような工夫があるか

4-(2) 子供の姿や発達に応じた共通の視点の例の工夫のイメージ例

架け橋期のカリキュラム

小２

関わりの多様化

③園で展開される
活動／小学校の
生活科を中心と
した各教科等の
単元構成等

遊びを通した総合的な学び
生活科を中心に合科的・
関連的な指導 等
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④

等

等

等



【遊びは幼児にとっての学び】

幼児が、遊びを通して、多様な仕方で環境に関わり、思考を巡らし、想像力を発

揮し、自分の体を使って、また、友達と共有して、環境に様々な意味や関わり方を

発見する。

【小学校における自覚的な学び】

児童が、学ぶことへの意識があり、各教科等の学習内容について授業を通して学

んでいく。また、個別の学習活動だけでなく、協働的な学習活動ができるようにな

る。

遊びの中での気付きが自覚的な学びへ、そして将来の探究へとつながっていく。
園における遊びを通して、幼児がどのような学び（体験）を得、深めているのか、小学校での各教科等

における授業はどのように展開し児童の学びを深めているのかについて相互理解し、幼保小の先生方が架
け橋期における主体的・対話的で深い学びの実現について一緒に考えていく。

4-(3) 共通の視点の例「②遊びや学びのプロセス」のイメージ例
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幼児期の経験を
生かす

⇒遊びのプロセスの例、学習のプロセスの例は次ページ



安心・安定した生活（基盤）
・信頼を寄せる先生の存在
・やりたいことをするための基本的な生活習慣や技能

心が動く様々なもの・人・事との出会いの中で
幼児自ら繰り広げる主体的な遊び

興味・関心・好奇心

繰り返し遊ぶ繰り返し関わる

感触を味わう
身体を使う

発見する面白さ

見立てる
構成する

特性に気付く

目的意識・必要感

こだわり

考える

試す 比較する

工夫する予想･予測

面白さの追求
(他児とも関わりながら）

少しの難しさへの挑戦
【遊びのプロセスの例のイメージ】
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－ものを転がす遊び－
・様々な斜度、素材で試す
・アイデアを出し合う
・友達と関わる
・順番にする
・片づけをする など

4-(3) 共通の視点の例「②遊びや学びのプロセス」のイメージ例

※こうした活動を通して、転がる仕組みに気付いたり、
気付いたことをもとに思考したり、いろいろなこと
を試したいと思ったりなど、幼児期にふさわしい形
で資質・能力が育まれていく。



【学びのプロセスの例のイメージ】
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（生活科における学習のプロセスの例）

一連の学習活動の「まとまり」としての単元の中で、体験活動と表現活動とが繰り返されることで、児童の学びの

質を高め、資質・能力を育成していく。例えば、以下の①～④の学習過程を基本にして、単元にふさわしい展開を

つくることが重要である。（実際の学習活動は一体的に行われ、体験と表現が繰り返されることにも留意）

① 思いや願いをもつ ② 活動や体験をする

③ 感じる・考える ④ 表現する・行為する（伝え合う・振り返る）

思いや願いを持つ 活動や体験をする 感じる・考える 表現する・行為する

わー。
きれいな花。育てて
みたいな。

葉っぱがだんだん大
きくなってきたぞ。
蔓も伸びてきた。毛
も生えているぞ。

アサガオは、どん
な気持ちかな。私
のお世話のことを
どう思っているの
かな。

水をしっかりあげて、日のあ
たるところに置いておくと、
大きく育ちます。毎日のお世
話が大切です。私は、忘れず
に毎日のお世話をすることが
できました。アサガオと一緒
に私も大きくなりました。

※他教科等においても、その特質に応じた学習のプロセスを重視している。

4-(3) 共通の視点の例「②遊びや学びのプロセス」のイメージ例



【小学校教育における課題等の例】

・語彙量を増やすことなど基礎的な知識・技能の定着

・身近な出来事から気付きを得て考えること

・活動や体験を行うことで低学年らしい思考や認識を育成

・基準量、比較量、割合の関係を正しく捉えることや事柄が成り立つことを図形の性質に関

連付けること

・観察・実験の結果などを整理した上で、考察し、説明すること

・運動する子供とそうでない子供の二極化傾向、子供の体力が依然として低い傾向

・情報を主体的に収集・判断・表現・処理・創造し、受け手の状況などを踏まえて発信・伝

達できる力

小学校での学習や生活を見通すことが必要である。これは、小学校教育の前倒しではなく、将来の学びにつながる

幼児の体験、この体験を幼児期にふさわしい形で実現させていくこと（最も遊びが深まるのは、幼児の主体性と先生

の意図が合致したとき。つまり、活動の主体は幼児であり、先生は活動が生まれやすく、展開しやすいように意図を

もって環境を構成していく）。

4-(4) 共通の視点の例「③園で展開される活動」における、
小学校での学習や生活を踏まえた「幼児教育の工夫」のイメージ例
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【幼児らしい生活の中で体験を通じた学びの例】

幼児が諸感覚を働かせ体験を通して学ぶことは、小学校以上の

学習において、学習意欲や実感を伴った理解につながるほか、つま

ずいても理解できたときの達成感を思い出して繰り返し学んだり、

学んだことを実生活の中で活用したりすることにつながる。

40

言葉を豊かにする遊びや園生活の工夫
〇多様な体験で触れる様々な物、行動、感情を言葉にする
（例）
・言葉を言い換える（一つ→一個 等）
・雨の降り方（しとしと、ザーザー）等、言葉の表す状況の違いや
使用場面を意識する

・文化や季節の行事などを楽しみ、感情を言葉にする
・絵本や物語を通して、言葉に親しむ
・幼児が興味を持つような、言葉の響きやリズムの面白さ、身体を
使った表現との組合せなどを生かした工夫をしつつ、日本語の伝
統にある名文等の豊かな文章や表現の響きに親しみ、楽しい言葉
や美しい言葉と出会えるようにする

情報を比較したり取り入れたりした遊びや園生活の工夫
〇園や家庭等で得た情報を遊びに活用したり、興味や関心等に応じて調
べたりする

（例）
・物語づくりに使う絵や写真を複数用意し、どちらがよいか相談するな
ど、情報の比較ができるような場面設定

・遊園地ごっこの時に、遊園地にある乗り物を家族に聞いたり、パンフ
レットを見たり調べたりなど、情報を収集するような状況の設定

自然への興味や関わる意欲につながる遊びや園生活の工夫
〇幼児の周囲の自然の事物・現象に目を向け、遊びや生活に取り入
れる

（例）
・自然の事物・現象に関する実験の実演（この体験をきっかけに、
幼児が遊びの中で取り入れたりできるような工夫もする。）

・植物の栽培や昆虫の飼育を通した観察
・お泊り保育等で星空を見る時に、天体の不思議に関わる話を聞く

数や量等への興味や関心につながる遊びや園生活の工夫
〇数や量と関わる活動の機会を捉え、幼児の意識を高める
（例）
・桜の花びらやどんぐりを使って、拾った桜の花びらやどんぐりを数え上

げたり、幼児同士で同じ数ずつ分け合ったり、遊びの中での数との関わ
り方の工夫、幼児が意識できる先生の声掛け（全部でいくつかな 等）

・砂場での川やダム作りでは、川やダムに入って深さを比べたり、バケツ
で水を運ぶ回数で水量を比べたりなど、遊びの中での量との関わり方の
工夫、幼児が意識できる環境の構成（バケツの大きさを複数準備する
等）

体を動かすことへの興味や意欲につながる遊びや園生活の工夫
〇体のバランスをとる動き、体を移動する動き、用具などを操作する動きなどを遊びに取り入れる
（例）
・挑戦してみたいと思えるように組み合わせた動きが含まれる遊びを意識 ・遊具を用いた複雑な動きが含まれる遊びや、様々なルールでの鬼遊び

4-(4) 共通の視点の例「③園で展開される活動」における、
小学校での学習や生活を踏まえた「幼児教育の工夫」のイメージ例



【スタートカリキュラムの基本的な考え方】

〇一人一人の児童の成長の姿からデザインしよう
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえるなどして、幼児の発達や学びの様子を理解した上で、カリ

キュラムをデザインすることが重要である。

〇児童の発達の特性を踏まえて、時間割や学習活動を工夫しよう
入学当初の児童の発達の特性やこの時期の学びの特徴を踏まえて、10分から15分程度の短い時間を活用して時間

割を構成したり、具体的な活動の伴う学習活動を位置付けたりするような工夫が必要である。また、児童の意欲の高
まりを大切にして、自らの思いや願いの実現に向けた活動をゆったりとした時間の中で進めていけるように活動時間
を設定することなども考えられる。

〇生活科を中心に合科的・関連的な指導の充実を図ろう
自分との関わりを通して総合的に学ぶという、この時期の児童の発達の特性を踏まえ、生活科を中心とした合科

的・関連的な指導の充実を図ることが重要である。このような指導により、児童の意識の流れに配慮したつながりの
ある学習活動を進めていくことが可能となる。

〇安心して自ら学びを広げていけるような学習環境を整えよう
児童が安心感をもち、自分の力で学校生活を送ることができるように

学習環境を整えることが重要である。児童の実態を踏まえること、人間
関係が豊かに広がること、学習のきっかけが生まれることなどの視点で、
児童を取り巻く学習環境を見直す必要がある。

幼児期の体験や、園での遊びや生活を踏まえ、指導を工夫する。これまでのスタートカリキュラムの知見も活かし
つつ、幼児期の体験の生かし方なども変えていく。

4-(5) 共通の視点の例「③小学校の生活科を中心とした各教科等の単元構成等」における、
幼児教育での遊びや生活を踏まえた「小学校教育の工夫」のイメージ例

41



【週案を作成する際に意識するポイント例】

〇一人一人が安心感をもち、新しい人間関係を築けるようにする

・朝の会から、1時間目を連続した時間とし、幼児期に親しんできた遊びや活動、交流する活動などを1週間の時間割に

位置付ける。

・一定の期間は同じ学習内容を繰り返す連続性と、少しずつ内容が高まっていく発展性を意識する。

〇合科的・関連的な指導による生活科を中心とした学習活動とする

・子供の思いや願いの実現に向けた主体的な学習につながるよう時間割を計画する。

・生活科を中心に、つながりのある他教科等のねらいを考えながら合科的・関連的な指導を行う。

・思いや願いの実現に向けた主体的な学習活動をゆったりとした時間の中で進めていけるように、2時間続きなどの学習

活動を位置付ける。

〇教科等を中心とした学習活動

・入学当初の子供の学習に対する期待感を生かし自覚的な学びにつなぐために、教科等の学びの時間を時間割に位置付

ける。

・子供の学習意欲が続くように、他教科等の指導の際に生活科との関連を意識する。

・入学当初の子供の発達の特性に配慮し、10分から15分の短い時間を活用して時間割を構成したり、具体的な活動の伴

う学習活動を位置付けたりする。

幼児期の体験を踏まえた活動は、児童の安心も、学びの深まりも！ 42

遊び等の園で親しんできたことを取り入れた活動例
✓登校して支度を自分のペースで始めたり、友達との関わりを広げたり、自分のよさを一層発揮したりすることができるようする。

〈例〉折り紙、お絵かき、積み木、工作、カルタ、絵本など

✓リズムにのって体を動かすことなどを1日のスタートに取り入れることで、気持ちが解放され、その後の活動にも意欲的に取り組
むことができる。

取組例
✓子供のつぶやきを大切にし、子供の意識の流れに沿った学習活動
✓体験を通して、見付けたり、遊んだり、不思議だと感じたり、やってみたいと思ったりしたことを、各教科等につなげる。
✓生活上必要な技能や習慣は、思いや願いを実現する過程で身に付いていくもの。

4-(5) 共通の視点の例「③小学校の生活科を中心とした単元構成等」における、
幼児教育での遊びや生活を踏まえた「小学校教育の工夫」のイメージ例



3歳 ５歳 小１

先生の関わり 幼児と先生との関係を中心としなが
ら他の幼児との関係が広がっていく

架け橋期のカリキュラム

小２

関わりの多様化

・入園当初、幼児の安心できる
拠り所

・幼児の気持ちの代弁、共感
・遊びのモデル（模倣）
・幼児の疑問を受け止める

↓ 等
（声掛けの例）
・楽しいね
・これがやりたいんだね。先生
もやりたくなっちゃった

自己の世界が広がり、物
との関わり方、状況判断、
他の幼児との関係ができ
てくる中での、先生の役
割の例
・幼児の活動の理解者
・幼児との共同作業者
・憧れを形成するモデル
・遊びや課題解決の援助

・疑問やヒントなど、対話を通し
て幼児の考えを促す

・意欲を引き上げつつ、任せる
・善悪や他者との関係のモデル
・先生は、幼児同士の仲立ち

↓ 等
（声掛けの例）
・なんでだろうね？
・どうしたらできるかな？

・入学当初は、安心を生み、成
長・自立を支える（子供と一緒
に活動を楽しむ、子供の目線で
話を聞く、一人一人が自己発揮
できる環境の多様性など）

・気付きを基に考えることを促す
（見付ける、比べる、例える、
試す､見通す､工夫するなど）

・気付きの質の高まりを促す（伝
える､交流する､振り返るなど）

等

4-(6) 共通の視点の例「④指導上の配慮事項 先生の関わり」のイメージ例
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子供の発達等に応じて先生の関わり方に変化はあるが、その基本的な考え方は同じである。教育の内容や方法の違いのみに着目する
のではなく、そうした共通点を生かしていくことも必要である。
先生と子供の相互作用、子供同士の相互作用を生み出し、
・子供同士の考えをつなぎ、子供とともに創造する
・多様な子供一人一人の可能性や活躍の場を引き出す集団づくり

といった視点は共通していることを踏まえ、各施設段階での先生の関わりや役割について捉え、幼保小の先生方が一緒に考えていくこ
とが大切である。

等



【幼児教育施設（園）】

幼児の思いから始まった遊びの中で得ている体験を推測し、共感や問い掛けなど、関わり方を工夫し、幼児の遊びが深まり発展するように配慮してお
り、以下の役割などを果たしている。

●幼児にとっての教材である環境を構成する役割

●環境の下で幼児と適切な関りをする役割

・幼児が行っている活動の理解者
集団における幼児の活動の意味を捉える。

・幼児の共同作業者、幼児と共鳴する者
幼児は自分の思いを全身で表現する。幼児に合わせて同じように動いてみたり、同じ目線に立ってものを見つめたりすることによって、幼児

の活動が活性化し、先生と一緒にできる楽しさから更に活動への集中を生んでいく。

・憧れを形成するモデル
「先生のようにやってみたい」という幼児の思いが、事物との新たな出会いを生み出したり、工夫して遊びに取り組んだりすることを促す。

幼児は、先生の日々の言葉や行動する姿をモデルとして多くのことを学んでいく。

・遊びや課題解決の援助者
一人一人の発達に応じた援助のタイミングや援助の仕方を考え、自立心などを養うことが大切である。先生がすぐに援助することによって、

幼児が自ら工夫してやろうとしたり、友達と助け合ったりする機会がなくなることもある。先生が全てを手伝ってしまうのか、ヒントを与えるだ
けでよいのか、また、いつまで援助するのかなどを考え、援助を行う。

44

4-(6) 共通の視点の例「④指導上の配慮事項 先生の関わり」のイメージ例

【小学校】

●安心を生み、成長・自立を支える人的な環境として、先生は、児童と一緒に活動を楽しんだり、児童の様子を温かく見守ったり、児童の目線で話を聞
いたりする。

●幼児の自発的な活動である遊びを通した学びを旨とする幼児教育における先生の幼児への関わり方について、小学校でも適宜とりいれながら児童と関
わる。

●次の点に留意して主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を図る。

①各教科等の資質・能力を育成することを目指した授業を行うこと

②単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して、授業を行うこと

③各教科等の特質に応じた見方・考え方を習得・活用・探究という学びの過程で働かせることを通じて、より質の高い学びにつなげること

④基礎的・基本的な知識及び技能の習得に課題がある場合には、その確実な習得を図るようにすること



環境の構成
環境づくり

先生が各幼児に準備
（安心して遊びに没頭）

自分の力で学校生活を送り、
自覚的な学びを生み出すよ
うな環境に配慮

架け橋期のカリキュラム

幼児が自発的に環境に関わり
たくなる状況をつくる

・遊具等との関連で遊びの展
開

・そこでの幼児の人間関係
・遊びの中に環境の有する教

育的価値を潜ませること
・昨日までの幼児の体験
・遊びの時間や空間の特性

・平行して遊べる広い場所
・のびのび体を動かせる遊具
・一人に一つの物品
・わかりやすく遊べる遊具
・同じことを繰り返すなど、遊びに
没頭できるゆったりした時間

・絵だけでストーリーがわかる絵本
・興味を引く自然環境や動植物

等

・複数の幼児が一緒に遊べる広い場所
・体の動きの調整が必要な遊具
・自分のイメージでつくる、他の幼児と目的
を共有して遊ぶなど、遊びの発展などを踏
まえて準備する物や置く位置を工夫

・試行錯誤できるゆったりした時間
・遊びやイメージの刺激、興味に対応
（例：興味のある事柄に応じて本棚の絵本

を入れ替え）
・興味を広げる自然環境や動植物の飼育
・ドキュメンテーションを幼児に見える化し、

興味や関心の広がりや遊びの振り返り 等

・安心して活動できる環境
（生活の流れが見通せる掲示、
きまりが視覚的にわかる工夫
など）

・主体的に学びに向かえる環境
（子供が集まって活動できる工
夫、視覚的に訴える板書、学
びの足跡の掲示による学習の
きっかけづくりなど）

等

3歳 ５歳 小１ 小２

4-(7) 共通の視点の例「④指導上の配慮事項 環境の構成・環境づくり」のイメージ例

～教育的価値を有する、教材としての環境～

45

○幼児期の教育が遊びの中での学び、小学校教育が各教科等の授業を通した学習という違いがあるものの、両者共に「人との関わり」と「ものとの
関わり」という直接的・具体的な対象との関わりの中で行われることは同じである。（例えば、幼児も児童も、人やものとの関わりを通して、
対象に内包される法則性や、生命や自然に対する畏敬の念といった抽象的で高度な概念と関わり、それらを獲得していく 等）

○環境の構成・環境づくりについて、子供にとっての教育的価値の視点からその共通性の理解を深めるとともに、子供が学びを深めていくことがで
きる環境の在り方について協議を深め、充実を図っていくことが大切である。

〇なお、園と小学校では、施設や室内環境、時間の区切り方などが異なっていることに関する理解も必要である。幼児期の教育は、「環境を通して
行う教育」を基本としており、先生に支えられながら幼児が自分の力で生活をつくっていくことができるように環境を構成している。小学校教
育においても、児童が安心感をもち、自分の力で学校生活を送ることができるように、児童の実態を踏まえること、人間関係が豊かに広がるこ
と、学習のきっかけが生まれることなどの視点で学習環境を見直すことが大切である。

等

自分の思いの実現や遊びの発
展に配慮（自ら、または、
他者とつくる世界を楽しむ）



幼児にとっての学びである遊びは、環境との関わりが深まることで充実する。そのため、幼児が関わる環境（人、もの、出来事、

時間、空間等）の全てが幼児にとっての教材となりえる。幼児の主体的な遊びを大切にしつつ、その幼児にどのような成長を願うの

かといった先生の意図を環境に込める。例えば、色水遊びで、「幼児が色の美しさや微妙な色の違いに気付けるようにしたい」と考

えるからこそ、色がよく見える透明な容器を準備する。こうした教材（環境）には、先生が準備するもの、先生と幼児が一緒につく

るものと様々である。

【幼児教育施設（園）】

【小学校】
園における環境（教材）の工夫などについて、小学校でも適宜とりいれながら、架け橋期の指導の充実などを図っていく。小学校

では、授業等で扱う学習教材だけではなく、休憩時間等に子供が関わる環境（掲示物、アサガオなどの教材の置き場所）なども子供

の学びに影響する環境（教材）であることを再確認し、その教材観を広げていくことも大切である。

人との関わり

幼児教育施設（園） 幼児教育施設（園）小学校 小学校

ダンゴムシに触れ、生き物や生き物が住
んでいる環境などに興味や関心をもつ。

いろいろな形の石に触れ、大きさ順
に並べたりする。

教室に掲示し、児童が活動や秋
の美しさを振り返ったり、公園
で秋らしさを探したりする。

ものとの関わり

友達と一緒に楽
しみながら絵を
かきながら、思
いを共有したり
する。

音楽を楽しむ
中で、友達と
一緒に、役割
分担したり協
力したりする。

本時の目標を達成しようと、
グループで協力し、試行錯
誤しながらおもちゃを作る。

幼保小を通じた工夫の例

46

4-(7) 共通の視点の例「④指導上の配慮事項 環境の構成・環境づくり」のイメージ例

～教育的価値を有する、教材としての環境～



5-(1) 実施に必要なことにおける園・小学校での具体化の進め方（各フェーズ）のイメージ

連携窓口はあるが、
合議組織ではない

幼保小の合同会議

合同会議
の構成員を
通して共有

幼児教育施設（園） 小学校

47

合同会議
の構成員を
通して共有

⇒具体の進め方のイメージは次ページへ

フェーズ１

フェーズ２～４ （検討・開発～改善・発展サイクルの定着）

（基盤づくり）



【基盤づくり（フェーズ１）】（各園・小学校での体制）

①連携窓口の明確化
・園長・校長の連携とリーダーシップ

・園内・校内の先生の業務分担の中に連携窓口を位置づけ、窓口の一元化

を図る

・幼保小の先生が気軽に話し合えるよう、顔が見える機会を確保する 等

②自園・自校の先生への意識啓発と参画
・園内研修・校内研修等において、先生全員で架け橋期のカリキュラムに取り組

む意義やねらいを共有する

・連携窓口を通じて、授業参観や保育参観、先生の意見交換会などを行う 等

【検討・開発（フェーズ２）】（幼保小間の体制）

①幼保小合同会議の設置
・構成員と所掌内容を決める（架け橋期のカリキュラム、幼保小の研究会、子供

の交流活動等、幼保小の連携・接続に関することを所掌し、園・小学校の各担

当者を構成員等）

・合同会議では、課題に関する協議を行うとともに、子供の変容や自園・自校の

先生の意識の変容等も共有する

・合同会議を踏まえた、園内・小学校内体制整備（様々な委員会等との関係の明

確化、開催日程の共有、全ての先生の理解と協力、個人に依存しない持続的な

体制づくり） 等

②相互の教育の内容や方法に関する理解の共有
・事例を取り上げ、架け橋期のカリキュラムの共通の視点から理解を深めていく

・設置者や施設類型、学校種における特有の表現やそれぞれにもつイメージが異

なる表現（教育課程、指導、教材等）については、自治体による幼保小の合同

研修での経験などを生かし、内容について具体例を示して説明する 等

【実施・検証（フェーズ３）】
（幼保小の協働実施の体制）

①幼保小合同会議の充実
・これまでに蓄積された知見を整理し、相互理解を深める内容や方法に

ついて具体的に話し合う（例：参観後の意見交換はどのような視点がよ

いのか、園・小学校の教育課程や指導計画に関して相互の指導の内容や

方法が生かせることはないか） 等

②相互の教育の内容や方法に関する理解の深化
・相手の職場体験、保育参観・授業参観等を通じた気付きや疑問を話し

合う

・一緒に保育や授業の展開について考えてみる 等

【改善・発展サイクルの定着（フェーズ４）】
（持続可能な体制）

①幼保小合同会議の定着
・園小での持続的、発展的な組織体制を構築する

・日々の業務の中で、幼保小の合同会議の開催頻度が低くなることがあ

る。幼保小の先生が意識を共有し続け、子供の実態に応じつつ幼保小

の創意工夫を生かした架け橋期のカリキュラムとするため、幼保小の

合同会議の定期開催を継続する

・話し合う内容についても、日々の課題だけではなく、時には、中長期

的な展望をもって話し合ったり、初心に戻って話し合ったりする 等

②相互の教育の内容や方法に関する理解の改善・発展
・幼保小の先生が協働して架け橋期のカリキュラムの作成や実施の過程

における気付きを大切にして、接続する園・小学校での子供の学びや

生活を具体的にイメージしながら、相手の教育の内容や方法について

理解し、園・小学校の取組の改善につなげる 等 48

5-(1) 実施に必要なことにおける園・小学校での具体化の進め方（各フェーズ）のイメージ



6-(1) 実施に必要なことにおける自治体での支援の進め方（各フェーズ）のイメージ

49⇒具体の進め方のイメージは次ページへ

フェーズ１～４
幼保小の先生の研修
等（遠隔地や勤務時
間を考慮したオンラ
インの活用を含む）

フェーズ３・４
連携のコーディネート

自治体

幼稚園関係団体
保育所関係団体
認定こども園関係団体
小学校関係団体
※団体間の連携の強化、団体主催の
研修や会議を活用した普及啓発

〇架け橋期のカリキュラム開発会議
【構成員】
・幼稚園、保育所、認定こども園、小学校 ・教育委員会、子育て担当部局
・教員等養成や研修に関わる大学や専門学校 ・幼保小の関係団体
・保護者や地域の関係者 ・有識者
・架け橋期のコーディネーター（有識者） 等

【自治体の関係部局の連携の必要性】
・幼保小連携・接続に対する自治体内の関係部局間の意識の高さが、各園・小学校の意識に影響す
る場合がある

・各園・小学校の意識は高くとも、取り組み方が分からず、自治体の支援が必要な場合がある
・面識のない幼保小間での連携は困難なため、自治体において研修等の相互理解の場を設定が求め
られる場合がある 等

家庭・地域
※子供の育ちの共有、各園・小学
校の取組への協力

大学等
※取組への助言、養成・研修への
反映等

自治体における取組のイメージ

連
携

等

国立･公立
幼稚園

私立
幼稚園

公立
保育所

私立
保育所

Ａ小学校 Ｂ小学校 Ｃ小学校

公立認定
こども園

私立認定
こども園

小学校への入学状況が多様であることも考慮

フェーズ２

フェーズ１

架け橋期のカリキュラムを踏まえ、教育課程編成・指導計画作成、実施
各園・小学校において、接続をコーディネートする者の明確化

持続的・発展的に実施する組織体制の構築



【実施・検証（フェーズ３）】（幼保小の協働実施の支援）

①研修の充実、研修教材の活用
・保育や授業の体験等の後、自園・自校の架け橋期のカリキュラムを見直すなど、
研修での試行を通し、改善・発展への意識啓発を高めていく

・研修教材を活用するとともに、研修が充実するよう多様なものを更に開発する
等

②実施上のニーズの把握と支援
・実践上でのニーズや課題について、研修等を通じて学び、実践に生かしていく
といった好循環を生み出していく

・幼保小の先生が抱える課題やニーズは、経験年数、設置者、施設類型、学校種
によって異なる可能性もあることから、幼保小の協働促進のため一層きめ細か

な対応を行う 等

③園・小学校と関係機関・関係団体との連携のコーディネー
トの充実

・連携が進むと新たな課題も生じることから、課題に対する支援について実態に
応じて充実 等

【基盤づくり（フェーズ１）】（連携強化への支援）

①研修の実施
・幼保小の合同研修の実施
・理論と実践の往還(３要領・指針や小学校学習指導要領の理解､実践発表等)
・地域の幼保小連携の促進（近隣の幼保小の先生方を同一グループにして協
議等）

・設置者や施設類型、学校種における特有の表現やそれぞれにもつイメージ
が異なる表現（教育課程、指導、教材等）については、自治体関係者や講
師が補足説明を行い、参加者の理解にずれが生じない配慮をする 等

②自治体内の関係部局との連携
・担当部局が連携し、各部局で施策や支援を考える際に、幼保小の連携を常
に意識する

・架け橋期のカリキュラムのみではなく、幼保小の課題や取組などに関して
も情報共有し、各園・小学校が、安心して架け橋期のカリキュラムに取り
組める基盤をつくっていく 等

【検討・開発（フェーズ２）】（接続に向けた支援）

①研修の推進、研修教材の開発
・理論と実践の往還の強化（３要領・指針や小学校学習指導要領の講義の後
に、接続先の保育や授業を体験・参観し、架け橋期のカリキュラムを考え
てみる等）

・体験型、保育や授業の様子の動画活用等、架け橋期のカリキュラムの実効
性を高める実践に生かせる工夫

・勤務地や勤務時間によらないオンライン研修、園内・校内で活用できる研
修の教材開発 等

②関係機関との連携を深め、園・小学校と関係機関・関
係団体との連携のコーディネート

・園・小学校は安心して取り組めるよう、自治体と関係団体との連携
・関係団体等が実施する研修等においても連携
・架け橋期コーディネーター等とも連携し、園・小学校の施設間、幼保小と

関係機関や関係団体、家庭や地域との連携をコーディネートする 等

【改善・発展サイクルの定着（フェーズ４）】
（持続的・発展的な取組を支える支援の定着）

①研修の改善・発展、研修教材の改善・発展
・毎年同じではなく、現状に応じた研修内容へと改善・発展させていく
・研修内容を体系化し、幼保小の研修のみで考えるのではなく、幼児教育や小学
校教育に関するその他の研修との関連にも配慮する

・研修教材も整理し、研修教材を更に充実させるとともに、受講者が自身のニー
ズに応じて視聴しやすい仕組みへと改善・発展させていく 等

②必要な支援策の改善・発展
・相互理解の支援から架け橋期のカリキュラムに関する支援へと深まっていくプ
ロセスを踏まえ、必要な支援策について改善・発展させていく 等

③園・小学校と関係機関・関係団体との連携のコーディネートの改善・発展
・園・小学校の自立的な連携、持続的、発展的な組織体制づくりを促しつつ、い

つでも必要な支援ができるように準備しておく 等
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6-(1) 実施に必要なことにおける自治体での支援の進め方（各フェーズ）のイメージ



7-(1) 幼保小の架け橋プログラムの普及による幼児教育推進体制の今後の在り方について

【現状の成果と課題】

[成果]

・幼保小接続の機運醸成

（幼保小の行き来増加、幼保小の情報共有

促進、幼保小連携会議の設置 等）

・幼児教育アドバイザーの配置により、幼保

小への助言・指導機会の充実

[課題]

・幼保小接続に関する内容面の資料がなく、

現場への支援も幼児教育アドバイザーの

経験に拠るところが大きく、幼保小接続を

含め幼児教育に関するアドバイスの質の

ばらつきや指導内容の継続性に課題

・幼児教育アドバイザーの経歴等により、

学校園種の理解度に差が出ざるを得ず、

学校園種の特徴に合ったアドバイスに課題

【今後の在り方】

[成果の発展]

○幼保小の共通理解の促進により、幼保小接

続の内容面の質の向上

○幼児教育アドバイザー・架け橋期のコー

ディネーター・指導主事と幼保小で共通資

料が共有されることにより、幼保小への助

言・指導内容の充実

[課題の克服]

○現場との共通資料の共有により、幼児教育

アドバイザー・架け橋期のコーディネー

ター・指導主事のアドバイスの質の保障、

異動による影響なく継続的な質向上の取

組の充実

○各学校園種の特徴を踏まえた共通資料の

共有により、経験のない学校園種にも

その特徴を理解した上でアドバイスを実施

幼保小の架け橋プログラムにより、各自治体の幼児教育推進体制への理解促進

共通資料等の全国共有により、自治体の幼児教育推進・幼保小接続の取組が点から面的な広がりに51
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53



54

令和4年度予算額 1.8億円

(新規)

対象校種

モデル地域
１２箇所、 ７００万円/箇所 等

箇所数
単価、期間

モデル地域として都道府県、市区町村 等委託先

調査研究に必要な経費
（人件費、委員旅費、謝金等）

委託
対象経費

背
景

幼保小の接続期の教育の質的向上に向け、全ての子供たちの多様性にも配慮した上で学びや生活の基盤を育む「幼保小
の架け橋プログラム」について、全国的な取組の充実と併せて、実施モデル地域において具体的に開発し実践を行い、その成果
の検証等を実施する調査研究を行う。

事業内容

モデル地域における検証等を通じた「幼保小の架け橋プログラム」の開発・改善

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに、一人一人の多様性

に配慮した上で全ての幼児に学びや生活の基盤を育む『幼保小の架け橋プログ

ラム』の開発・実践を進める。

モデル地域の成果検証 ※研究機関による客観的な成果検証

実態調査等

幼稚園、保育所、認定こども園、小学校

モデル地域

・中央教育審議会初等中等教育分科会「幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会」
における議論の成果を踏まえ、接続期のカリキュラムの開発及び取組の評価
・接続期のカリキュラムの実施に必要な教材や研修等を開発・実施
・園や小学校におけるカリキュラム、指導計画や保育の計画の作成・実施

接続期のカリキュラム等に関する改善事項を整理し、全国展開に向けた提言を行う

※重点的に取り組む幼保小を指定

※全国的な取組の充実と併せて実施

幼保小の架け橋プログラム事業



埼玉県のマスコット
コバトン

「接続期プログラム」「接続期プログラム」
～幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続を目指して～

平成24年3月
埼玉県教育委員会

埼玉県
「彩の国」さいたま

埼玉県
「彩の国」さいたま資料７
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幼児期の教育と小学校教育の 
つながりをイメージするために

3

は じ め に

　近年、子どもの育ちが大きく変化していると言われ、基本的な生活習慣の欠如や小学校生活

への不適応などが課題となっています。これらの課題の解決に向けて、幼稚園・保育所や小学校

には、子どもの発達や学びの連続性を踏まえて、幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続を図

り、子どものすこやかな育ちを保証することが求められています。

　このような中、埼玉県では幼児期の教育から小学校教育への接続を一層円滑にするために、

平成21・22年に幼稚園・保育所・小学校が日常的、継続的に連携していくための「幼・保・小連携体

制研究」を8市町教育委員会に委嘱し、市町村教育委員会を核とした連携体制づくりの研究に取

り組んでいただきました。幼・保・小の連携の推進は、子どもの発達や学びの連続性を踏まえた

教育活動を展開する上で重要な取組であり、小学校の教育活動の充実に資するものであります。

　また、平成22年度に、小学校入学までに子どもたちに身に付けてほしいこととして、子育ての

目安「3つのめばえ」を策定いたしました。これは、幼児期の教育の一層の充実を図るとともに、

幼児期の教育から小学校教育への接続を円滑にしようとするものです。

　これらの取組を基盤として、今年度、川口市、鳩山町、秩父市、加須市において「幼児期の教育

と小学校教育の円滑な接続の在り方研究」に取り組んでいただきました。研究指定校及び協力

園の研究成果をもとに、県内幼稚園・保育所、小学校において、円滑な接続に向けてのスタート

カリキュラムやアプローチカリキュラムを作成する際の指針となるよう「接続期プログラム」

を作成いたしました。

　本書が、幼児期の教育から小学校教育への、子どもたちのすこやかな育ちをはぐくみ、幼稚園・

保育所と小学校が連携を深めていただくための一助となることを心から願っております。

　結びに、本書の作成と「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方研究」推進会議にお

いて、御指導いただきました東京成徳短期大学教授和田信行様、積極的に研究に取り組んでい

ただくとともに本書の作成に貴重な御意見・資料提供等をいただきました研究委嘱市町教育委

員会及び関係者の皆様に、心からお礼申し上げます。

平成２４年３月
埼玉県教育局市町村支援部家庭地域連携課長

土井　雅弘
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1 幼児期の教育から小学校教育へ1 幼児期の教育から小学校教育へ

（1）本県の取組
　県では、子どもたちのすこやかな成長に向けて、幼児期の教育の充実と家庭の教育力の向上を図り、
その成果を小学校教育に確実に引き継ぐことを目指しています。

（3）「接続期プログラム」とは

（4）「接続期プログラム」の活用に向けて

　「接続期プログラム」とは、幼児期の教育から小学校教育への円滑な接続を図るためのものであり、
接続期の教育内容のつながりをまとめた「生活や学びのつながり」（P6～7）とスタートカリキュラム
などを作成する際の「カリキュラム作成の配慮や工夫のポイント」（P8～9）から構成されています。
　幼児期は「学びの芽生え（無自覚的な学び）の時期」、児童期は「自覚的な学びの時期」であり、幼児期
の教育と小学校教育では、学び方に違いがあります。その接続を円滑にするためには、この「接続期プ
ログラム」に基づいて、幼稚園・保育所、小学校がそれぞれにおいてカリキュラムを作成することが必
要です。
　なお、本プログラムにおいては、「接続期」を幼児期の教育から小学校教育への円滑な接続を図る上
で特に配慮や工夫が必要と思われる、「幼児期の教育の5歳児1月から小学校教育の第1学年5月まで」
としています。

（2）幼・保・小連携の現状
　幼・保・小の連携により、教職員間で子どもの状況や指導の経過などの共通理解が図られ、子どもの
成長や学びの連続性が確保され、幼児期の教育の成果を小学校に引き継ぐことができます。

　子育ての目安「3つのめばえ」は、小学校入学までに子どもたちに身に付けてほしいことをまとめたもので、家
庭や幼稚園・保育所・認定こども園、小学校等子どもにかかわるすべての大人が目安を共有することにより、幼児
期の教育と家庭の教育の充実を図り、小学校生活のスタートを円滑にしようとするものです。

◆アプローチカリキュラムとは、幼稚園・保育所での子どもたちの育ちや学びを小学校につなぐために作成するカ
　リキュラムです。小学校入学に向けて、言葉による伝え合いや、協同する遊びなどの学びを高めていくことが大切
　です。
◆アプローチカリキュラムを作成する際、幼児期の生活や経験が小学校でどのような生活や学びにつながっている
　のかを見通すための資料として「接続期プログラム」を活用してください。

○幼児期の教育の充実
◆子育ての目安「3つのめばえ」（P.22参照）

　「3つのめばえ」カルタは、子育ての目安「3つのめばえ」に示された内容を、具体的な子どもの姿として絵札・読
み札に表したもので、保護者や教職員と子どもが一緒にカルタで遊びながら、子育ての目安「3つのめばえ」を意
識していただくものです。

◆「3つのめばえ」カルタ

　平成21・22年度幼児期の教育から小学校教育への接続を一層円滑にすることを目指して、日常的・継続的に
連携していくため市町村教育委員会を核とした連携体制づくりに取り組みました。

○幼稚園・保育所と小学校の連携の推進
◆幼・保・小連携体制研究

　幼・保・小の教職員の相互理解の推進と幼稚園・保育所と小学校との連携の強化・改善を図るため、毎年4会場で
協議会を開催しています。

◆地区別幼・保・小連携推進協議会

　県内各幼稚園・保育所に埼玉県家庭教育アドバイザーを派遣し、在園児の保護者や地域の保護者に対する「子
育ての支援」の充実に取り組んでいます。子育ての理解や子育てに必要な知識やスキルを学ぶ「親の学習」の他、
保育体験をとおして幼児期の子どもの育ちを客観的に把握したり、幼稚園・保育所の先生から子育てについての
知識を得たりする「保護者の保育参加」を推進しています。

○家庭の教育力の向上
◆子育ての支援

○アプローチカリキュラムの作成のための資料として

◆スタートカリキュラムとは、小学校に入学した子どもたちがスムーズに小学校の生活や学びに適応できるように
　作成する1年生入学当初のカリキュラムです。
◆スタートカリキュラムを作成する際、幼児期のどのような経験が、小学校の生活や学びの土台となっているかを
　確かめるための資料として、また具体的な指導計画を立てるための資料として「接続期プログラム」を活用してく
　ださい。

○スタートカリキュラムの作成のための資料として

◆幼・保・小の教職員の合同研修会等において、互いの教育・保育の内容や子どもたちの学び方を理解したり、スター
　トカリキュラムやアプローチカリキュラムの工夫について意見交換・情報交換したりする際の資料として「接続
　期プログラム」を活用してください。
◆幼稚園・保育所、小学校で、子どもたちの生活や学びを確かめるための資料として「接続期プログラム」を活用して
　ください。

○幼・保・小の教職員の連携の資料として

◆平成23年度には、県内小学校698校（713校中）において、近
　隣の幼稚園や保育所等と連携・交流する取組を行っています。

　本県では、平成21年度から実施している「埼玉県教育振興基本計画～生きる力と絆の埼玉教育プラン～」において、平成25年度ま
でに県内すべての公立小学校が近隣の幼稚園や保育所と連携することを目指しています。

◆具体的な教職員間の連携・交流は、就学前連絡協議会の開催が
　691校と最も多い。次いで、幼稚園・保育所の保育者の授業参
　観、小学校教員の保育参観、定期的連絡会・情報交換会となって
　いる。

出典「学校調査」（平成18年度～22年度）
　　「学校の教育活動に関する調査」（平成23年度）

埼玉県教育委員会
埼玉県教育委員会

【対象　さいたま市を除く埼玉県内の公立小学校】
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2 接続期プログラム
　 （幼児期の教育と小学校教育の連続性）
2 接続期プログラム
　 （幼児期の教育と小学校教育の連続性）

（1）生活や学びのつながり

生活や学びのつながり
（一覧）

生
　
　
　
活

他
者
と
の
関
係

興
味
・
関
心

健康で安全な
生活をする

自分のことは
自分でする

物を大切にする

人とかかわる力を
身につける

言葉で伝え合う

きまりや約束を守る

好奇心や探究心を
もっていろいろな
ものにかかわる

文字や数量などの 
感覚を豊かにする

自分の思いを 
表現する

先生や友達と食べることを楽しむ
・食事に関するきまりやマナーを守りながら、楽しく食べる
・食べることの大切さがわかり、食べ物に関心をもつ
・生活の流れや準備・片づけの手順などを意識して、一定の時間内に食べ終えようとする

・給食に携わっている人に関心をもつ
・給食の身支度を整え、友達と協力して配膳や後片付けをする［日常の指導］

・食事の仕方が分かって、楽しく食べる

・友達と競い合った　  り、励まし合ったりしながら仲よく運動する（体育）［日常の指導］

・いろいろな動きを　  経験し、楽しく運動する（体育）［日常の指導］

・信号機、道路標識　  などの意味が分かり、交通ルールを守って通学する（生活）［日常の指導］

・安全を守っている人々に関心をもつ（生活）

・安全な遊び方や場所、人の接し方を身に付ける（生活）［日常の指導］

・衣服の着脱や自分　  の持ち物の始末（机の整頓、机やロッカーの中の整理）をする［日常の指導］　※3つの達成目標
・靴箱の靴のかかと　  をそろえる［日常の指導］　※3つの達成目標

・学校の施設や固定　  遊具などの使い方を知る（生活、体育）
・手洗い、うがい、　  はみがきをする（特別活動）［日常の指導］

・使った物をもとの　  場所に片付ける［日常の指導］

・先生など学校生活　  を支えている人々や友達などに関心をもち、楽しく学校生活を送る（生活）

・友達に親しみをも　  って接する

・名前を呼ばれたら　 「はい」と元気よく返事をする（道徳）［日常の指導］　※3つの達成目標

・「～です（か）」、  「～ます（か）」を言う（国語）［日常の指導］　※3つの達成目標

・「ありがとう（ご　 ざいます）」、「ごめんなさい」を言う（国語）［日常の指導］　※3つの達成目標

・経験したことや気　 付いたことなどを話す（国語）

・先生の話や友達の　 発表を最後まで聞く（国語）［日常の指導］　※3つの達成目標

・きまりや約束を守　 る（道徳、生活）

・登校や始業の時刻　 を守る（特別活動）［日常の指導］　※3つの達成目標

・人の集まる場所で　 は口を結ぶ　［日常の指導］　※3つの達成目標

・学級や小集団で整　 列することができる（体育、集団行動）

・学校の動植物に関心をもってかかわる（生活）

・読み聞かせを楽し　 みながら聞く（国語） ・読み聞かせを想像をふくらませながら聞く（国語）

・場面の様子を想像を広げながら読む（国語）

・学校生活を支えている人に関心をもってかかわる（生活）
・身近な自然や物の性質を利用して、遊びに使う物をつくる（生活）

・鉛筆の持ち方　  を知る ・丁寧に自分の名前や平仮名を書く ・姿勢や用具の持ち方を正しくして、丁寧に書く（国語）　※3つの達成目標
・言葉のまとまりを意識して読む（国語）

・言葉のまとまりを意識して書く（国語）
・言葉のつながりのある文を書く（国語）

・種類　  や条件などで仲間をつくる（算数）
・10までの数について正しく数えたり、数字を読んだりなどする（算数）

・数を具体的におきかえて数えたり、数の大小を比べたりする（算数）
・順番や物の位置を数字を使って表す（算数）

・10までの数の合成や分解をする（算数）

・自分の気持ちや感覚を生かしながら楽しく絵をかいたり、身近な自然物の形や色などをもとにして粘土などでつくったりする（図画工作）

・知っている歌を友達　 と歌う ・友達と声を合わせて歌ったり
　音楽に合わせて体を動かしたりする

・友達の歌声や伴奏を聴いて楽しく歌う（音楽）
・見つけたものや観察したものを絵にしたり、気付いたことを言葉や簡単な文にしたりする（生活）

＊（　　）内は、教科等で指導する　　［日常の指導］は、学校生活において日常でも指導する　　※3つの達成目標とのかかわり　　　　は、指導時期の目安

・友達と分担したり、力を合わせて活動する（特別活動）

・授業の前に、机の上に学習用具をそろえる［日常の指導］　※3つの達成目標
・よいこと悪いことを区別し、よいと思うことを行う（道徳）

・先生や友達と話したり、質問したりする（生活、国語）

・姿勢や口形に気をつけて発音する（国語）

・上級生に親しみや憧れの気持ちをもって接する ・幼児や地域の人などに思いやりや、感謝の気持ちをもって接する（道徳）［日常の指導］

・友達と仲よくし、助け合う（特別活動、道徳）［日常の指導］

・使う物や使う場所を大切に使う（生活、道徳）

・宿題や当番活動など自分がやるべきことを最後まで行う（道徳、特別活動）［日常の指導］

・地震や火災などの際、安全な行動の仕方を知る（特別活動）

・給食の手順や食事に関するきまりを守り、楽しく食べる ・給食をみんなと一緒に食べ終える（特別活動）［日常の指導］

・給食に携わっている人に感謝する（生活）

戸外で体を動かす
・十分に体を動かして遊ぶ

安全に気をつけて行動する
・危険な場所や危険な行動がわかり、安全に気をつける

生活に必要な活動を自分でする
・着替えや持ち物の始末を自分でする
・脱いだ靴をそろえる
・困ったときに自分で考えて解決しようとしたり、先生や友達に相談したりする

自分の物や皆で使う物を大切にする
・遊んだ後の片づけをする
・共同で遊具を使い、協力して片づけをする
・水や紙などを大切に使う

友達と一緒に遊ぶ
・年少児などに思いやりをもってかかわる
・自分の気持ちとは異なる友達の気持ちを理解したり、共感したりする
・自分が嫌なことや困ることは友達にもしない
・友達と共通の目的に向かって取り組み、やり遂げた喜びを味わう

親しみをもって日常のあいさつをする
・元気よく「はい」と返事をする
・先生や友達に「おはよう」「さようなら」「ありがとう」「ごめんなさい」が自然に言える

言葉をとおして先生や友達と心を通わせる
・先生や友達の話を注意して聞き、理解する
・自分の思いや考えを先生や友達に言葉で伝える

友達と共に生活する充実感を味わう
・友達と楽しく生活する中できまりの大切さに気づき、守ろうとする
・集団の生活の流れや時刻を意識し、みんなと一緒に行動しようとする
・よいこと、悪いことがわかり、考えながら行動する
・互いのよさを認め合い、友達と協力して活動する

生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れる
・身近な自然などに触れて遊び、美しさや不思議さなどを感じる
・自然物や自然の事象を遊びや生活に取り入れ、四季を感じる
・動植物と触れ合い、生命の大切さに気づく

興味・関心をもったものに集中して取り組む
・考えたり工夫したりして遊ぶ
・いろいろなものに関心をもち、より深く知ろうとしたり、試したり確かめたりする
・話や短い物語を集中して聞く

生活の中で文字や数量に触れる
・文字で伝えることの楽しさや意味に気づき、生活の中で文字を使う
・生活のいろいろな場面で、物や人の数を数えたり比べたりする
・生活のいろいろな場面で、量を測ったり比べたりする

自分の思いを表現する
・思ったことや感じたことを言葉で表現しようとする
・考えたことや経験したことをいろいろな方法で表現する
・絵本や物語の世界を楽しみ、感動を味わったり、演じて遊んだりする

接　続　期（幼児期の教育５歳児１ 月から小学校教育第１学年５月まで）
1月 2月 3月 4月 5月

幼児期の教育 小学校教育
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（2）カリキュラム作成の配慮と工夫のポイント
・アプローチカリキュラム作成のために（幼児期の教育5歳児） ・スタートカリキュラム作成のために（小学1年生）

配
慮
と
工
夫
の
ポ
イ
ン
ト

配
慮
と
工
夫
の
ポ
イ
ン
ト

ア
プ
ロ
ー
チ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
例

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
例

時間の工夫 保育の工夫 人間関係の配慮

家庭との連携 きまりへの適応と安全への配慮 小学校生活に向けての配慮

修了近い時期には、小学
校での生活に配慮して、
学級全員で活動すること
を意識的に取り入れるよ
うにします。
登降園時の活動や当番活
動、昼食の準備・片づけな
ど一日の生活の流れが分
かって、自分から進んで
行動できるようにします。

基本的な生活習慣を身に付け
自分でできるように、家庭と
連携をとり、子どもの育ちを
確かめます。
保護者会や個人面談などを行い、
保護者に小学校入学までの生
活の見通しを伝えます。保護
者の不安に対しては、小学校
と連絡を取り合って対応でき
るよう園所の体制を整えます。

友達と共に気持ちよく過ごすためにはルー
ルが必要なことがわかり、守ろうとする気持
ちを育みます。
友達と共に生活する中で、自分の気持ちを伝
えたり、時には折り合いを付け自分の気持ち
を調整したりすることを経験できるように
します。
お別れ遠足では、交通ルールを守って行動す
ることや公共の場での行動の仕方などを知
らせます。

小学生と交流することをとおして、あ
こがれの気持ちを抱き、小学校生活に
期待をもてるようにします。
学校見学や学校体験をとおして、小学
校の施設や生活の様子を知り、入学へ
の期待と自覚をもてるようにします。
幼児期における指導の経過を要録に
まとめ、小学校へと引き継ぎます。子
育ての目安「3つのめばえ」を活用し、
子どもの育ちを確かめます。

友達と目的を共有し役割を分担して一緒に遊ぶ中で、
充実感や達成感を味わい、意欲的に生活できるよう
にします。
自然の素材や自然現象などを遊びに取り入れ、自然
の不思議さを十分に体験できるようにします。
友達と一緒に遊ぶ中で、考えたり試したり工夫した
りする経験が十分できるようにします。
友達と互いに表現し合いながら、歌や動き、描画、言
葉など様々な表現のおもしろさを感じることができ
るようにします。

友達と共に生活する中で、互いの
よさを分かり合い、信頼関係を十
分に築くようにします。
小学生とかかわる中で、あこがれ
の気持ちをもてるようにします。
行事などをとおして、年少児や地
域の人々とかかわる機会を設け、
いろいろな人に親しみをもてる
ようにします。

5歳児1月～3月 4月9日（月） 4月10日（火） 4月11日（水） 4月12日（木） 4月13日（金）

幼児の姿

ねらい

ねらい

活動
内容

業前

1

2

3

4

内　容

環境の 
構成・援助

○　友達と一緒に必要なきまりを自分たちで作り、友達同士で教え合うなどしてそのきまりを守って遊ぶようになる。

○　遊びの継続時間が長くなり、じっくりと取り組むようになる。これまで大勢での遊びに加わろうとしなかった幼児も、
　　自分から参加するようになる。

○　修了を意識して生活発表会に意欲的に取り組み、自分の意見を出し合って、自分たちで劇の道具を作ったりセリフを
　　考えるようになる。

○　皆で一緒に活動し、力を合わせてやり遂げる喜びを味わえるような生活の中で、学級の集団としての意識が高まる。

○　大勢の友達と目的を共有し、友達と相談しながら見通しをもって進める。

○　目的や課題に向かい、根気強く取り組んだり、工夫したりしてやり遂げた喜びを味わう。

○　冬の自然現象に興味をもち、見たり試したりする。

○　小学校入学を喜び、自分の成長に自信と自覚をもつとともに、身近な人々への感謝の気持ちをもつ。

○　友達と一緒に同じ目的に向かって活動に取り組み、相談したり工夫したりしてやり遂げる。
○　生活の中で標識や文字の必要性に気付く。
○　音楽に親しみ、イメージを楽器や体の動きなどで表現する。
○　共同で使う道具や用具を大切にする。
○　生活に必要な物を工夫して描いたり作ったりする。
○　感謝の気持ちを身近な人に伝えようとする。

○　一日の生活の流れを意識して活動できるようにする。
○　生活発表会など、友達とイメージを共有し見通しをもって取り組むことを通して、やり遂げた喜びと満足感が味わえ
　　るようにする
○　修了の記念品づくりや修了式までの準備などは、各自が思いを込めて取り組めるように計画し、園生活最後の時期を
　　充実感をもって過ごせるようにする。
○　小学校を見学したり小学校の先生の話を聞いたりして、小学校入学への期待感と自覚を高める。
○　霜柱や氷、雪など冬の自然事象に気付かせ、触れて遊ぶ中で、不思議に思ったり、試したり調べたりする経験ができる
　　ようにする。
○　就学に向けて、一人一人の育ちを確かめ家庭との連携を図る。

○

○ ○ ○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

配
慮
と
工
夫
の
ポ
イ
ン
ト

配
慮
と
工
夫
の
ポ
イ
ン
ト

時間割の工夫 授業の工夫 人間関係の配慮

家庭との連携 きまりへの適応と安全への配慮 幼児期の経験を生かす配慮

生活科を核とした合科的
な指導を取り入れること
で、子どもの思いや願い
の実現に向けた活動をゆ
ったりとした時間の中で
進めます。
モジュール学習を取り入
れ、子どもの実態に応じて、
徐々に45分の授業に慣
れるようにします。

入学式や懇談会の他、連絡
帳や学級だよりなどで家
庭との連携を図ります。小
学校生活に関するアンケ
ートを実施し、子どもたち
の課題や、保護者の不安を
把握し、指導に生かします。

子どもたちが、友達と集団で生活しながら、
体験をとおしてきまりやルールの必要性や
大切さなどを感じて身に付けるようにします。

きまりやルールは、安全面に関するものを優
先的に指導します。特に登下校では、子ども
が自分の眼で危険を予測し、安全に行動する
ことができるように、場面や状況に即した安
全な行動を具体的に教えます。

入学までに子どもたちが経験したことや
身に付けたことを生かすことで、意欲を
もって学習することができます。子ども
たちは、園で決められた約束を守って固
定遊具で遊ぶことや、大勢の友達と遊び
ながら自分たちのルールを作ったり、変
えたりしながら楽しく遊ぶことなどを経
験しています。環境の違いや個人差が大
きいことを踏まえ、一人一人の姿をよく
見つめながら、子どもたちができること
や経験していることを生かした授業を行
います。

体験的な活動や操作などを取り入れることで、これ
までの子どもたちの経験が生かされ、分かりやすい
授業になり、学習意欲が高まります。

子どもたちができることを認めたり、励ましたりし
て満足感・充実感をもって学習できるようにします。

専科、学習補助員などが授業に入ることで、一人一人
の子どもにきめ細やかに対応します。

学年やグループなどの活動を取
り入れることで、親しい友達との
かかわりを軸に子ども同士の人
間関係が広がります。

学校生活の始まりには、子どもた
ちが不安を感じがちです。日々の
健康観察や下校時に一言声を掛
けるなど、子どもとの信頼関係を
築くことを心がけます。

○

○ ○ ○

○

○ ○

○
○

○
○

第１週　テーマ【　がっこうだいすき　たのしい　○○しょうがっこう　】
○学校生活で必要なきまりや約束を少しずつ覚えながら、小学校生活を楽しく過ごす

○○タイム「（例）いきいきタイム」、あいさつ・健康観察 ☆名前を呼ばれたら元気よく「はい」と返事をする。

いきいきタイムがはじまるよ
手遊び、リズム体操（学年合同）

みんなでうたおう（学年合同） 読み聞かせ 6ねんせいといっしょにうたおう 
（学年合同）☆読み聞かせを楽しみながら聞く※音楽専科等

学活 音楽 体育

生活

図工

算数

国語

算数

生活

行事

国語

生活 国語

国語

行事

学級活動

図工

生活

一斉下校

生活

道徳

（1時間）

（0.5時間）（学年合同） （学年合同） （学年合同）

（0.5時間）

（0.5時間）

（0.5時間）

（1時間）

（1時間）

（0.5時間）

（0.5時間） （0.5時間）

（0.5時間）

（0.5時間）

（0.5時間）

（0.5時間）

（1時間）

（1時間）

（0.5時間）

（1時間）（1時間）

（1時間）

○入学式

○「なかまづくり」ゲーム

○がっこうのことがしりたいな

○「みつけたものをはなす」

○すきなものいっぱい

13：30
・ロッカー、靴箱、
　傘立ての位置を知る

・友達と一緒にゲームをする
○みんなでうたおう

○みつけたものをはなす

・友達と一緒に楽しく歌う

・下校途中や登校途中に見つけたもの
　を話す

○いろいろなならびかた
・学級、小集団での並び方を知る

○こんにちは1ねんせい 
　のかい

○がっこうのことが
　しりたいな

○なかまをつくろう

○これからがっこうでやっ
　てみたいことをはなそう

・他学年と交流する

・校長室の場所を知る
・校長先生の話を聞く
・他学年の教室を知る

◆出席番号順の並び方を学ぶ

◆校長室の入り方の約束を
　学ぶ

☆友達の発表を最後まで聞く

☆人の集まる場所では口を結
　ぶ。

○すきなものいっぱい

○なかまをつくろう

○じぶんのなまえをかこう

・好きなもの、描きたいものを
　想像しながら描く

・自分の名前を書く
◆鉛筆の持ち方を学ぶ
☆鉛筆の持ち方を知る

・図工で描いた作品を種類や条件
　などで仲間をつくる

・カードに示された絵を種類
　や条件で仲間をつくる

○なかよくなりたいな
・工程で友達と遊ぶ
・友達と仲よく遊ぶためのきまり
　や約束を知る
◆校庭での遊び方を学ぶ

◆衣服の着脱のしかたを学ぶ
☆衣服の着脱をする

○がっこうにいこう
・登下校時のあいさつや交通ルールを
　学ぶ
○がっこうのことがしりたいな
・保健室、職員室の場所を知る

○たのしい　がっこう
・学校にかかわる人々に関心をもつ
☆きまりや約束を守る

◆学習の準備の仕方を学ぶ

◆安全な登下校について学ぶ　　◆安全を守ってくれる人へのあいさつの仕方を学ぶ
◆出迎えの保護者と連携を図る
☆信号機、道路標識などの意味が分かり、交通ルールを守って通学する

◆廊下歩行や、職員室の入り方の約束
　を学ぶ

☆知っている歌を友達と歌う

・自分の教室を知る
・トイレ、流しの場所を知る

・教室やトイレ、流しで見つけたもの
　について話す

・好きなもの、描きたいものを想像し
　ながら描く

○がっこうのことがしりたいな
◆帰りの支度の仕方を学ぶ

◆安全な登下校の仕方を学ぶ

◆クレヨンなどの使い方を学ぶ

◆発表の仕方、返事の仕方、話の聞き
　方を学ぶ

☆友達に親しみをもって接する

◆個人で管理する場所や、学級で使う
　ものの使い方、トイレの使い方を学ぶ

・担任の名前を知る
・返事の仕方を知る
・友達を知る
◆返事の仕方や下校の
　準備の仕方を学ぶ
◆家庭との連携を図る

学年下校

○…題材・教材名　　・…学習内容、活動内容　　◆…指導の重点　　☆…生活や学びの一覧との関連
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3 生活や学びの具体的な姿
　 （幼児期の教育と小学校教育のつながりをイメージするために）
3 生活や学びの具体的な姿
　 （幼児期の教育と小学校教育のつながりをイメージするために）

幼児期（5歳児）の姿 小学生（1年生の姿）
1　時　期　3年保育5歳児　平成○○年1月24日
2　ねらい　○　友達と数え合ったり、競い合ったりする中で、いろいろな友達のよさに気付く。
3　内　容　○　自分たちでルールや場をつくり、遊びを進める。

1　教科名・単元名　体育　「多様な動きをつくる運動遊び（体つくり運動）」
2　本時の目標　　   ○　ルールを守り、仲よく運動しようとしている。【関心・意欲・態度】
　　　　　　　　　  ○　仲間と楽しみながら、多様な動きをつくる運動遊びをすることができる。【思考・判断】
3　主な学習活動ドッジボールをする場面から

Ｋ児「ＲちゃんはＯちゃん、ＪちゃんはＩちゃんを守ってくれない？ＡちゃんはＮちゃんを守ってあげて。」
　強いと思う幼児に友達を守ってあげるよう提案して1対1の組を作る。メンバーは、Ｋ児から指名される
のを待って、じっと聞いている。
Ｍ児「ボールはこうやって持つ。」
　Ｍ児は、メンバーにボールを落とさないように持つようやって見せる。メンバーはそれを見てうなずく。
Ｆ児「うしろ向かない方がいいね。」
Ｂ児「ボールが来たら、すぐこっちを向く。」
Ｄ児「ボールは、強く投げる。」
Ｇ児「（人が）多い方に投げた方がいいでしょ。」
Ｄ児「うん。多いところに投げる。」
  　 「男の子は強く投げるから、こっちも本気で早く投げて逃げる。足下にきたのはジャンプして逃げる。」
　メンバーはじっと話を聞きながら、互いに顔を見合わせたりうなずいたりしている。

Ｄ児「ドッジやろうか、昨日の続きでしょ。」
Ｃ児とＤ児が話しながら、紅白帽子を持って、園庭のコートに向かう。
Ｃ児「赤？白？」
Ｄ児が帽子を赤にしてかぶるのを見て、
Ｃ児「じゃ、赤」
Ｄ児「2人で赤？」
Ａ児Ｂ児がすでにコートに入っている。
Ｃ児「ぼく、赤になりたい。」
Ａ児「だめだよ、Ｃちゃんは白。」
「白、白、赤。」と、自分や友達を指さしながら言う。
Ｃ児「白じゃダメ？」と、Ｄ児に聞く。

　ドッジボールは、11月から継続して遊んでいる。はじめのうちはボールを受け止めることや投
げることが難しく、一度ボールを投げるとしばらく中断してしまうこともあったが、3学期には、
ある程度狙ってボールを投げたり、内野と外野でボールのやりとりをしたりする姿が見られるよ
うになった。ドッジボールのおもしろさを味わえるようになった背景には、幼児の運動能力の育
ちがある。

［体を動かして遊ぶ］

　初めのうちは人数が違っても気にしていなかったが、ゲームの楽しさが分かり競い合う意識が
出てくると、ゲームを始める前にはチームの人数を数え、人数を揃えようとするようになった。
　チームの分け方は、その時々やメンバーによって様々である。リーダーシップをとる幼児が割
り振って決めたり、人数が合わないとジャンケンで決めたりすることもあった。人数を揃えよう
として、「あと一人、入る人はいませんか。」と探したり、「2人なら入れてあげる。」と途中
から加わる幼児に条件をつけたりすることもあった。

［人数を数えてチームに分れる］

　日頃ドッジボールに積極的に参加している幼児が中心になって、自分が体得したことを友達に
知らせようと発言し、「作戦タイム」が成立していた。「ゲームに勝つために」という目的を共
有することで、それぞれの考えを出し合い、友達の意見も聞いて、話し合いが進んでいた。

［友達と競い合ったり教え合ったりする］

（1）体を移動する運動遊び

1　教科名・単元名　国語　「わけをはなそう」
2　本時の目標　　   ○　気持ちとわけについて、進んで話そうとしている。【関心・意欲・態度】
　　　　　　　　　  ○　気持ちを先に話し、その後にわけを話している。【話すこと・聞くこと】
3　主な学習活動
（1）女の子の表情から気持ちを想像する。

1　教科名・単元名　算数　「いくつといくつ」
2　本時の目標　　   ○　5について、他の数を用いていろいろな組み合わせを考えて表そうとしている。【関心・意欲・態度】
　　　　　　　　　  ○　5について、具体物を用いて数を合成したり、分解したりできる。【技能】
3　主な学習活動
（1）自力解決をする。 （2）各自の結果を発表する

（2）女の子の気持ちを先に話、その後にわけを話す。

（2）力試しの運動遊び
ぴょんぴょんランド（移動） スキップランド（移動） すもうランド（力試し）

今度は
負けないぞ！

ほめられた
ときです。

私もおうちの
人にほめられ
た時、うれし
かった。

　女の子は、うれしかったと 
思います。
　どうしてかというと、朝顔 
の絵をほめられたからです。

赤が1個で、黄色が4個です。

赤が4個で、黄色が1個です。

赤が2個で、黄色が3個です。

赤が3個で、黄色が2個です。

　動きのレパートリーを増や
すため、どのような動きがよ
いかを子どもにも分かるよう、
実際に動きを示す。

　子どもが想像をふくらませることが
できるよう、質問を投げかけたり、一
緒に考えたりする。

　他の数を用いていろいろな組み合わ
せを考える意欲が高まるよう、操作的
な活動を入れる。

　取り出したおはじきを順に並べ、数
を数えることで、量としてとらえられ
るようにする。

　並び替えてみると、結果を表しやす
くなったり、友達と結果が比べやすく
なったりすることを経験させる。

　想像した女の子の気持ちと、そのわ
けを整理して話す経験をさせる。

　運動遊びの楽しさを味わい、
子どもたちの歓声があがる活
動の場を工夫する。

　ルールが守れなかったり、
勝敗のトラブルも起きやすく
なったりするので、相手に対
するマナーを指導する。

　女の子の3つの表情（笑顔、泣き顔、怒
り顔）を示し、それぞれの表情から気持
ちを想像する。
（笑顔の絵を示しながら…）
T　「この顔の女の子は、どんな気持ち
　だと思いますか？
C　「うれしい気持ちだと思います。」
T　「うれしいと感じるときは、どんな
　時ですか？

　箱の中におはじきを入れます。ここからおはじきを5個取り出します。
赤が何個で黄色が何個か、数えて、その数をプリントに書きましょう。
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幼
稚
園

幼
稚
園

幼
稚
園

幼
稚
園

・
小
学
校
校
庭
散
策
 
 
 
【
４
月
１
８
日
】

「
小
学
校
の
庭
を
歩
い
て
み
よ
う
」
�

・
小
学
校
校
庭
散
策
 
 
 
【
４
月
中
旬
】
�

「
小
学
校
の
大
け
や
き
を
見
に
行
こ
う
」
�

・
小
学
校
周
辺
散
策
 
 
 
【
５
月
１
０
日
】

「
小
学
校
の
周
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
」

・
小
学
校
１
年
生
授
業
参
加
【
６
月
２
１
日
】 �

「
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
見
に
行
こ
う
」
�

・
小
学
校
２
年
生
授
業
参
加
【
６
月
２
２
日
】�

「
２
年
生
の
プ
ー
ル
を
見
て
み
よ
う
」
�

・
小
学
校
２
年
生
授
業
参
加
【
７
月
 
７
日
】�

「
２
年
生
の
お
話
を
聞
き
に
行
こ
う
」
�

小
学
校

・
１
年
生
幼
稚
園
訪
問
 
 
【
７
月
 
１
日
】�

ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
・
リ
ズ
ム
体
操
�

「
幼
稚
園
の
友
達
と
一
緒
に
大
き
く
な
っ
た

こ
と
を
感
じ
よ
う
」
�

・
２
年
生
幼
稚
園
招
待
 

 

【
７
月
 
７
日
】�

国
語
 
『
お
話
会
』

�

「
幼
児
を
招
待
し
て
お
話
会
を
し
よ
う
」

�

・
小
学
校
運
動
会
練
習
参
加

「
�・
２
年
生
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
走
ろ

う
」

�
・
１・
�
年
生
の
体
育
見
学
 

【
９
月
１
５
日
】

「
リ
ズ
ム
表
現
 
じ
ょ
う
ず
だ
ね
」
�

・
小
学
校
運
動
会
参
加
 

「
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
運
動
会
」
�

・
小
学
校
就
学
時
健
康
診
断
　
　
 【
１
０
月
６
日
】

「
も
う
す
こ
し
で
 
１
年
生
だ
ね
」
�

・
小
学
校
１
年
生
授
業
参
加

【
１
０
月
１
４
日
】

「
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
！
」

小
学
校

・
１
年
生
か
ら
幼
児
へ
 
 
�

「
運
動
会
に
き
て
く
だ
さ
い
」
�

「
ゴ
ー
ル
ま
で
が
ん
ば
っ
て
ね
」
�

・
幼
保
合
同
運
動
会
参
加
 

【
１
０
月
１
日
】

・
小
学
校
就
学
時
健
康
診
断
　
　
 【
１
０
月
６
日
】

５
・
６
年
生
誘
導
「
小
学
校
へ
よ
う
こ
そ
」

・
小
学
校
収
穫
祭
参
加
 
 
【
１
１
月
９
日
】 �

「
お
い
も
ホ
ク
ホ
ク
 
お
い
し
く
な
～
れ
」
�

・
小
学
校
へ
職
場
訪
問
 
【
１
１
月
１
７
日
】�

「
感
謝
の
気
持
ち
を
あ
り
が
と
う
」
�

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
 
【
１
２
月
８
日
】�

「
２
年
生
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
遊
ぼ
う
」
�

・
１
年
生
幼
稚
園
訪
問
 
 
【
１
２
月
９
日
】�

「
発
表
会
さ
い
ご
ま
で
が
ん
ば
り
ま
す
」
�

小
学
校

・
２
年
生
幼
稚
園
招
待
 
【
１
２
月
８
日
】�

生
活
科
『
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
遊
ぼ
う
』
�

１
年�

「
幼
児
と
一
緒
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
遊
ぼ
う
」
 

２
年�

「
幼
児
が
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う
に
案
内
し
よ
う
」

�

・
２
年
生
幼
稚
園
訪
問
 
【
１
２
月
１
３
日
】�

「
み
ん
な
 
た
の
し
か
っ
た
ね
」

�

・
小
学
校
１
年
生
授
業
参
加
【
１
月
１
８
日
】

 
「
静
か
に
見
学
 
勉
強
中
」
�

 
「
お
お
き
な
机
だ
ね
」

�
・
小
学
校
３
年
生
授
業
参
加
【
２
月
７
日
】
�

「
ミ
ニ
龍
勢
祭
り
に
参
加
し
よ
う
」
�

・
小
学
校
一
日
入
学
 
 
 
【
２
月
８
日
】
�

 
「
小
学
生
に
な
る
体
験
を
し
よ
う
」
�

小
学
校

・
１
年
生
の
授
業
に
幼
児
招
待【
１
月
１
８
日
】

 
「
鉛
筆
を
使
っ
て
線
描
き
を
し
よ
う
」
�

 
「
一
緒
に
か
こ
う
ね
」
�

・
３
年
生
幼
稚
園
招
待
 
 
【
２
月
７
日
】
�

総
合
『
ミ
ニ
龍
勢
祭
り
』
�

「
龍
勢
祭
り
に
き
て
ね
！
」
�

 （
一
日
の
生
活
の
流
れ
を
意
識
す
る
）

（
活
動
す
る
時
間
を
意
識
す
る
）

（
見
通
し
を
も
っ
て
活
動
を
進
め
る
）

（
生
活
リ
ズ
ム
を
確
立
す
る
） �

（
き
ま
り
や
マ
ナ
ー
を
守
り
楽
し
く
食
べ
る
４
０
分
）

（
牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
）

（
当
番
活
動
を
自
信
を
も
っ
て
行
う
）

（
決
め
ら
れ
た
時
間
内
で
食
べ
る
３
０
分
） �

（
一
人
で
ト
イ
レ
へ
行
け
る
）

（
決
ま
っ
た
時
間
内
に
ト
イ
レ
に
行
け
る
）

（
ト
イ
レ
の
履
き
物
を
揃
え
る
）

（
ト
イ
レ
の
後
始
末
を
確
立
す
る
） �

（
衣
服
の
着
脱
を
す
る
）

（
衣
服
を
畳
た
た
み
決
め
ら
れ
た
場
所
に
し
ま
う
）

（
自
分
の
物
を
整
理
整
頓
す
る
）

（
ク
ラ
ス
の
友
達
と
協
力
し
て
整
理
整
頓
す
る
）

�（
元
気
よ
く
自
然
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
）

（
誰
に
も
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
）

（
人
と
の
交
流
の
場
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
）

（
場
面
に
合
わ
せ
て
あ
い
さ
つ
を
す
る
） �

（
思
い
や
感
じ
た
こ
と
を
表
現
す
る
）
 

（
教
師
や
友
達
と
会
話
を
楽
し
む
）
 

（
異
年
齢
児
や
地
域
の
人
と
触
れ
あ
う
）
 

（
行
事
や
集
ま
り
で
司
会
を
担
当
す
る
）

（
大
勢
の
人
の
前
で
話
を
す
る
経
験
を
す
る
）

�

（
教
師
や
友
達
の
話
を
聞
く
）

（
集
団
で
話
を
聞
い
た
り
、
移
動
す
る
経
験
を
す
る
）

 
（
絵
本
や
紙
芝
居
を
静
か
に
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
）

（
物
語
や
話
の
内
容
を
理
解
し
て
表
現
す
る
）

（
話
を
静
か
に
聞
け
る
） �

（
異
年
齢
児
に
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
も
つ
）
 
 

（
友
達
と
な
か
よ
く
活
動
を
進
め
る
）

 
（
自
分
の
気
持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
）

（
友
達
と
目
的
を
も
っ
て
活
動
を
す
る
）

（
年
長
児
と
し
て
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
）�

（
幼
児
の
よ
さ
を
十
分
に
認
め
る
）

（
幼
児
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
）

（
学
級
・
学
年
集
団
の
関
わ
り
の
中
で
行
動
す
る
）

（
卒
園
に
向
け
て
作
品
や
文
集
作
り
を
す
る
）

（
卒
園
の
喜
び
を
共
に
味
わ
う
）�

（
季
節
を
感
じ
る
体
験
を
す
る
）

（
園
外
保
育
・
遠
足
参
加
）

（
夏
野
菜
収
穫
体
験
）

（
自
然
物
に
触
れ
て
遊
ぶ
）

（
地
域
の
職
場
訪
問
を
す
る
）

（
地
域
の
行
事
や
収
穫
祭
に
参
加
す
る
） �

（
出
席
ノ
ー
ト
に
シ
ー
ル
を
貼
る
）
 

（
日
付
・
天
気
を
掲
示
物
か
ら
意
識
す
る
）

（
時
計
を
見
て
次
の
活
動
を
意
識
す
る
）

（
文
字
や
数
字
に
興
味
を
も
つ
）

（
遊
び
の
中
で
形
・
数
・
文
字
を
使
う
） �

（
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
を
使
う
）
 

（
経
験
し
た
こ
と
を
絵
に
表
現
す
る
）
 

（
色
々
な
素
材
に
触
れ
。
課
題
に
沿
っ
て
思
い
を
表
現
す
る
）
 

（
遊
び
に
必
要
な
物
を
自
分
な
り
に
表
現
す
る
）

（
友
達
と
協
力
し
て
作
品
を
作
る
） �

（
園
庭
を
元
気
に
走
る
）

（
固
定
遊
具
で
遊
ぶ
）
 

（
友
達
と
集
団
遊
び
を
す
る
）
 

（
ル
ー
ル
を
守
り
競
い
合
う
経
験
を
す
る
）

 
（
伝
承
遊
び
を
す
る
）

（
新
し
い
こ
と
や
苦
手
な
こ
と
に
も
挑
戦
す
る
）�

（
校
庭
見
学
）

（
学
校
内
見
学
）

（
授
業
参
観
・
授
業
参
加
）

（
児
童
と
の
か
か
わ
り
）

（
全
児
童
と
の
触
れ
合
い
）

（
小
学
校
入
学
を
意
識
す
る
）

�
�

興
味
・
関
心
を
も
つ
段
階
 

慣
れ
親
し
み
を
も
つ
段
階
 

期
待
感
を
高
め
る
段
階
 

生 　 　 活子 育 て の 目 安『 　 ３ つ の め ば え 　 』 他 者 と の 関 係 興 味 ・ 関 心 保 護 者

よ く あ そ ぶ こ じ ぶ ん の こ と は 、 じ ぶ ん で す る こ だ れ と で も な か よ く つ く っ た と も だ ち た い せ つ に こ れ か ら 　 み ん な は １ 年 生

１
１
期
（
４
，
５
月
）

１
２
期
（
６
，
７
，
８
月
）

１
３
期
（
９
，
１
０
月
）

１
４
期
（
１
１
，
１
２
月
）

１
５
期
（
１
，
２
，
３
月
）

生
　
活

給
　
食

排
　
泄

片
付
け

挨
　
拶

話
　
す

聞
　
く

友
　
達

担
　
任

自
　
然

学
　
び

創
　
作

運
　
動

学
　
校

理
　
解

啓
　
発

S
ta
g
e 
1

S
ta
g
e 
2

S
ta
g
e 
3

・
幼
稚
園
児
運
動
会
招
待
 

【
９
月
１
７
日
】

【
９
月
�６
日
】

【
９
月
�６
日
】

【
９
月
１
７
日
】

幼 小 交 流 接 続

（
登
降
園
時
に
荷
物
の
整
理
を
行
う
）

○
　
園
便
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
学
年
便
り
　
　
　
　
　
○
　
小
学
校
招
待
行
事

○
　
幼
稚
園
保
育
所
合
同
運
動
会
　
○
　
小
学
校
運
動
会
参
加
　
○
　
保
育
参
観
懇
談
会

○
　
希
望
個
人
面
談
　
　
　
　
　
　
○
　
就
学
時
健
康
診
断
　
　
○
　
小
学
校
一
日
入
学

《
 幼
稚
園
・
保
育
所
・
小
学
校
と
の
教
育
活
動
の
連
続
、
交
流
活
動
の
充
実
 》

《
 幼
稚
園
・
保
育
所
・
小
学
校
の
教
育
目
標
、
活
動
内
容
の
共
通
理
解
 》
�

○
　
保
育
参
観
　
○
　
学
級
懇
談
会
　
○
　
全
体
総
会

○
　
園
便
り
　
　
○
　
学
年
便
り
　
　
○
　
個
人
面
談

○
　
幼
小
交
流
会
の
様
子
を
掲
示
（
写
真
・
幼
稚
園
Ｈ
Ｐ
）

 ○た ○た ○き ○せ

○き ○き ○き

○た ○き ○た ○た

○た ○き ○き

○た ○せ ○き

○き ○き ○た ○た ○せ

○た ○き ○き ○き ○せ

○せ ○た ○き

○た ○た ○せ ○き ○き

○た ○せ ○き ○き

○き ○せ ○た ○た ○せ ○き ○た ○き

○き ○た ○せ ○た ○き ○き ○き

○せ ○た ○せ ○た ○き ○せ ○き

○た ○せ ○せ ○き ○き ○た

○た ○た ○せ ○き ○き ○き

・
始
業
式
４
/１
１
・
入
園
、
入
所
式
１
２
日
  

・
給
食
、
預
か
り
保
育
開
始
４
/１
３
 

・
身
体
測
定
・
保
育
参
観
・
バ
ス
避
難
訓
練

・
親
子
交
通
安
全
教
室
・
夏
野
菜
苗
植
え

・
4歳
児
と
遠
足
(ク
ラ
ス
別
)

・
内
科
、
歯
科
検
診
・
英
語
で
遊
ぼ
う
 

・
防
犯
避
難
訓
練
　
・
園
外
保
育

・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
・
地
震
避
難
訓
練

・
サ
ツ
マ
の
苗
さ
し
・
英
語
で
遊
ぼ
う

・
プ
ー
ル
掃
除
・
プ
ー
ル
開
き
６
/１
４

・
バ
ス
避
難
訓
練
 ・
終
業
式
７
/１
９

・
夏
季
休
業
７
/２
０
～
 ・
個
人
面
談

・
第
２
学
期
始
業
式
９
/１

・
地
震
避
難
訓
練
　
・
英
語
で
遊
ぼ
う

・
身
体
測
定
　
・
幼
保
祖
父
母
参
観

・
幼
年
消
防
大
会
10
/1
3

・
幼
保
運
動
会
　
・
親
子
バ
ス
遠
足

・
幼
保
火
災
避
難
訓
練

・
園
開
放
11
/１
、
２
（
芋
掘
り
な
ど
）

・
英
語
で
遊
ぼ
う
・
観
劇
会

・
職
場
訪
問
１
１
/１
６
，
１
７

・
修
了
記
念
撮
影
１
２
/１

・
保
育
参
観
 ・
た
の
し
み
会

・
個
人
面
談
 ・
終
業
式
１
２
/２
２
 

・
第
3学
期
始
業
式
１
/１
０

・
英
語
で
遊
ぼ
う
 ・
バ
ス
避
難
訓
練

・
豆
ま
き
遊
び
 ・
火
災
避
難
訓
練

・
白
砂
公
園
園
外
保
育

・
お
別
れ
遠
足
 ・
お
別
れ
会

・
修
了
証
書
授
与
式
３
/１
６
 

・
小
学
校
校
庭
散
策
（
幼
児
）

・
小
学
校
周
辺
散
歩
（
幼
児
）

・
小
学
校
授
業
参
加
 （
１
年
生
）

・
小
学
校
授
業
参
加
 （
２
年
生
）

・
児
童
幼
稚
園
訪
問
 （
１
年
生
）
  

・
小
学
校
運
動
会
練
習
参
加

・
小
学
校
運
動
会
参
加（
保
護
者
同
伴
）

・
小
学
校
訪
問
　
　
（
職
場
訪
問
）

・
小
学
校
授
業
参
観
　（
全
学
年
） 
 

・
小
学
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加

・
小
学
校
収
穫
祭
参
加

・
小
学
校
就
学
時
健
康
診
断

・
児
童
幼
稚
園
訪
問
 （
１
年
生
）
 

・
小
学
校
授
業
参
観
 （
１
年
生
）

・
小
学
校
授
業
参
観
 （
２
年
生
）

・
小
学
校
授
業
参
観
 （
３
年
生
）

・
小
学
校
一
日
入
学
  

５
歳
児
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
こ
と
を
喜
び
、小
さ

い
子
の
め
ん
ど
う
を
み
た
り
、当
番
活
動
を
し

た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

前
年
度
の
友
達
関
係
に
頼
り
、遊
び
方
も
そ
の

延
長
的
な
傾
向
が
あ
る
が
、徐
々
に
ク
ラ
ス
の

仲
間
を
意
識
し
始
め
る
。

友
達
と
様
々
な
こ
と
を
試
し
た
り
し
な
が
ら

喜
ん
で
遊
び
を
進
め
る
。

集
団
の
生
活
の
流
れ
や
時
刻
を
意
識
し
、み
ん

な
と
一
緒
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
。 
 

新
し
い
経
験
や
活
動
に
、意
欲
的
に
取
り

組
み
、い
ろ
い
ろ
試
し
な
が
ら
遊
び
を
続

け
る
よ
う
に
な
る
。

遊
び
に
必
要
な
も
の
を
自
分
で
用
意
し
た

り
、自
分
な
り
に
考
え
て
、作
っ
て
い
こ
う

と
し
た
り
し
て
い
る
。

気
の
合
っ
た
友
達
の
中
で
、自
分
の
思
い

を
伝
え
、遊
び
を
発
展
さ
せ
て
い
く
幼
児

も
み
ら
れ
る
。

運
動
会
へ
の
取
り
組
み
が
意
欲
的
で
、

チ
ー
ム
の
対
抗
に
も
競
争
心
が
強
く
、

勝
敗
に
一
喜
一
憂
す
る
。

草
花
や
昆
虫
へ
の
興
味
が
高
ま
り
、友

達
と
一
緒
に
捕
ま
え
た
り
、図
鑑
を
見

た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

仲
間
意
識
が
強
く
な
る
。

互
い
の
よ
さ
を
認
め
合
い
、友
達
と
協

力
し
て
活
動
す
る
。 

特
定
の
仲
の
よ
い
友
達
と
遊
ぶ
だ
け
で

な
く
、楽
し
そ
う
な
遊
び
を
し
て
い
る

仲
間
に
入
っ
て
、交
友
関
係
に
広
が
り

が
見
ら
れ
る
。

縄
跳
び
の
跳
ん
だ
回
数
等
を
比
較
し
て

「
○
○
ち
ゃ
ん
は
☆
回
と
ん
だ
ん
だ

よ
。」
と
認
め
合
う
様
子
も
見
ら
れ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
関
心
を
も
ち
、よ

り
深
く
知
ろ
う
と
し
た
り
、試
し
た
り

確
か
め
た
り
す
る
。 

ク
ラ
ス
全
員
が
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
自

分
た
ち
で
ル
ー
ル
を
作
っ
た
り
、変
え
た

り
し
な
が
ら
、 よ
り
楽
し
く
遊
ぼ
う
と
い

う
気
持
ち
に
な
る
。

就
学
に
対
す
る
期
待
や
喜
び
が
あ
る

反
面
、不
安
に
感
じ
て
い
る
幼
児
も
い
る
。 

文
字
で
伝
え
る
事
の
楽
し
さ
や
意
味
に

気
づ
き
、生
活
の
中
で
文
字
を
使
う
。 

５
歳
児
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
こ
と
を
喜
び
、様
々

な
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
。

自
分
の
や
り
た
い
活
動
や
、仲
良
し
の
友
達
と

の
か
か
わ
り
を
楽
し
む
。

異
年
齢
児
と
か
か
わ
り
な
が
ら
、や
さ
し
く
接

し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
持
つ
。

元
気
よ
く「
は
い
」「
あ
り
が
と
う
」「
ご
め
ん
な

さ
い
」が
自
然
に
言
え
る
よ
う
に
す
る
。

生
活
の
流
れ
や
時
刻
を
意
識
し
、み
ん
な
と
一

緒
に
行
動
す
る
。 

様
々
な
事
柄
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
な
が

ら
、仲
間
と
の
か
か
わ
り
を
広
げ
て
い
く
。

自
分
な
り
の
め
あ
て
を
も
っ
て
試
し
た
り
、

工
夫
し
な
が
ら
遊
ぶ
楽
し
さ
を
味
わ
う
。 

自
然
環
境
の
中
で
、感
じ
た
り
、考
え
た
り

し
た
こ
と
を
素
直
に
表
現
す
る
。 

小
学
校
の
児
童
や
先
生
、校
庭
、教
育
活
動

に
興
味
・
関
心
を
も
つ
。

係
の
仕
事
や
役
割
を
意
識
し
て
、み
ん
な
と

一
緒
に
生
活
す
る
。

同
じ
目
的
を
も
っ
て
、活
動
や
仕
事
を

主
体
的
に
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
。

体
を
十
分
に
動
か
す
楽
し
さ
を
味
わ

い
な
が
ら
、友
達
と
の
活
動
に
意
欲
的

に
取
り
組
む
。

自
然
の
中
で
季
節
の
移
り
か
わ
り
を

感
じ
る
。 

活
動
に
主
体
的
に
か
か
わ
り
な
が
ら
、

充
実
感
を
味
わ
う
。

お
互
い
に
役
割
を
意
識
し
、見
通
し
を

も
っ
て
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
を
進
め
て

い
く
。

問
題
が
生
じ
た
と
き
は
、自
分
た
ち
で

解
決
し
よ
う
と
す
る
。

自
然
物
を
遊
び
に
取
り
入
れ
て
楽
し

む
。
小
学
校
入
学
に
関
心
を
持
ち
、親
し
み

を
も
ち
活
動
に
参
加
す
る
。 

仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
自

分
た
ち
で
や
り
遂
げ
た
達
成
の
喜
び
を

味
わ
う
。

生
活
に
見
通
し
を
も
ち
、自
信
を
も
っ
て

自
分
た
ち
で
や
り
遂
げ
る
。

考
え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
い
ろ
い

ろ
な
方
法
で
表
現
す
る
。

小
学
校
入
学
へ
の
期
待
を
も
ち
な
が
ら
、

園
生
活
最
後
の
時
期
を
充
実
し
て
過

ご
す
。 

自
分
の
や
り
た
い
遊
び
を
す
る
。

園
生
活
に
か
か
わ
る
仕
事（
当
番
活
動
な
ど
）

を
頑
張
っ
て
や
ろ
う
と
す
る
。

異
年
齢
児
に
思
い
や
り
を
も
っ
て
か
か
わ
る
。

同
じ
目
的
を
も
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
、遊
び
や
活

動
に
取
り
組
む
。

新
し
い
環
境
に
自
分
か
ら
か
か
わ
り
、生
活
の

場
を
広
げ
る
。

春
の
自
然
に
ふ
れ
た
り
、身
近
な
動
植
物
に
親

し
み
を
も
っ
て
か
か
わ
り
、美
し
さ
や
不
思
議

さ
を
感
じ
る
。

友
達
と
進
ん
で
戸
外
に
出
て
、体
を
動
か
し
て

遊
ぶ
。

絵
本
や
紙
芝
居
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
聞
く
。 

い
ろ
い
ろ
な
教
材
や
遊
び
に
積
極
的
に
か

か
わ
り
試
し
た
り
、工
夫
し
な
が
ら
、遊
び

を
展
開
し
て
い
く
。

友
達
と
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
、思
い
を
伝
え

な
が
ら
遊
び
を
楽
し
む
。

自
分
た
ち
の
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
を
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
の
方
法
を
考
え
る
。

ご
っ
こ
遊
び
や
ル
ー
ル
の
あ
る
遊
び
を
楽

し
む
。

日
常
生
活
の
中
で
、数
量
に
関
心
を
も
ち
、

数
え
た
り
、比
べ
た
り
す
る
。

友
達
と
一
緒
に
、積
極
的
に
動
植
物
の
世
話
を

し
た
り
、夏
野
菜
の
収
穫
を
し
た
り
し
て
喜
ぶ
。

小
学
校
の
校
内
見
学
や
授
業
を
見
学
し

「
人
・
物
・
事
」に
興
味
・
関
心
を
も
つ
。

全
身
を
思
い
き
り
動
か
し
て
遊
ぶ
。

自
分
の
目
的
に
挑
戦
し
、「
で
き
た
」と

い
う
喜
び
を
感
じ
る
。

当
番
活
動
等
で
役
割
を
受
け
持
ち
、お

互
い
に
意
見
を
言
っ
た
り
、手
伝
っ
た

り
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
る
。

友
達
と
共
通
の
目
的
に
向
か
っ
て
話
し

合
っ
た
り
し
な
が
ら
遊
び
を
進
め
て
い

く
。
遊
び
の
中
で
前
後
・
左
右
等
に
興
味
関

心
を
も
つ
。

友
達
と
一
緒
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
動
き
を

楽
し
む
。

秋
の
自
然
に
か
か
わ
り
、自
然
物
を
遊

び
に
取
り
入
れ
る
。 

グ
ル
ー
プ
・
ク
ラ
ス
・
学
年
の
課
題
を
共

通
の
目
的
と
し
て
受
け
止
め
、大
勢
で

遊
ぶ
こ
と
を
喜
ぶ
。

健
康
生
活
に
必
要
な
活
動
を
理
解
し
、

進
ん
で
行
う
。

季
節
の
移
り
変
わ
り
に
気
づ
き
、自
分

た
ち
の
生
活
に
も
変
化
が
あ
る
こ
と
を

知
る
。

童
話
や
絵
本
等
に
親
し
み
、興
味
を

も
っ
て
聞
き
、想
像
す
る
楽
し
さ
を
味

わ
う
。

自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
体
や
言
葉
で
表
現

し
、劇
遊
び
を
楽
し
む
。

園
生
活
の
中
で
起
こ
る
問
題
を
自
分
た

ち
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
、解
決
し

よ
う
と
す
る
。 

親
し
ん
で
き
た
遊
び
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、友
達
と
楽
し
む
。

グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ス
の
仕
事
に
見
通
し

を
も
っ
て
取
り
組
み
、最
後
ま
で
や
り
遂

げ
よ
う
と
す
る
。

自
分
た
ち
の
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

自
ら
の
成
長
を
知
り
、必
要
な
仕
事
を
年

中
児
に
引
き
継
ぐ
。

冬
の
自
然
や
自
然
現
象
に
興
味
を
も
ち
、

冬
な
ら
で
は
の
遊
び
を
楽
し
む
。

生
活
の
中
で
、保
育
者
や
友
達
と
文
字
で

伝
え
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

１
年
生
に
な
る
こ
と
へ
の
期
待
と
喜
び

を
も
ち
、意
欲
的
に
遊
び
や
生
活
を
す
る
。 

期 幼 小 交 流

接 　 　 続主 な 行 事

学 年 の 重 点 遊 び の 幅 を 広 げ な が ら 、 友 達 の 良 さ に 気 付 き 、 生 活 に 必 要 な 習 慣 や 態 度 を 身 に 付 け る

あ か る く    な か よ く   た く ま し い こ教 育 目 標

発 達 の 過 程 ね ら い 内 　 　 　 容

１
１
期
（
４
，
５
月
）

１
２
期
（
６
，
７
，
８
月
）

１
３
期
（
９
，
１
０
月
）

１
４
期
（
１
１
，
１
２
月
）
１
５
期
（
１
，
２
，
３
月
）

4 研究指定校の取組から4 研究指定校の取組から

（1）アプローチカリキュラム・スタートカリキュラム作成例（1）アプローチカリキュラム・スタートカリキュラム作成例

秩父市の取組秩父市の取組 秩父市立吉田小学校
平
成
23
年
度
　
保
幼
小
接
続
　
ア
プ
ロ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
3年
保
育
（
５
歳
児
）

平
成
23
年
度
　
教
育
課
程
　
3年
保
育
（
５
歳
児
）

秩
父
市
立
吉
田
幼
稚
園
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スタートカリキュラム　【第１週 平成24年４月10日（火）～４月13日（金）】スタートカリキュラム　【第１週 平成24年４月10日（火）～４月13日（金）】 スタートカリキュラム　【第２週 平成24年４月16日（月）～４月20日（金）】スタートカリキュラム　【第２週 平成24年４月16日（月）～４月20日（金）】

【第１週のねらい】１年生になったことを喜び、話を聞くことを少しずつ覚えながら、小学校
１年生の生活について不安がなくなり楽しく過ごすようになる。

【第２週のねらい】学校で友達と過ごすことやみんなで過ごすことに関心をもち、楽しく遊
んだり、学習に取り組んだりするようになる。

９日（月）

朝

１

２

３

４

５

下校

１０日（火） １１日（水） １２日（木） １３日（金）
健康観察 
（挨拶・返事）

〈はじめの音楽〉 
手遊びをしよう
うたでなかよしにな
ろう

〈はじめの国語〉
なかよし
教科書の使い方
学習用具の出し入れ

〈はじめの生活〉
がっこうにいこう 
安全な登下校帰りの
準備・整列 
安全な歩き方

〈　学　行　〉
入　学　式

元気に挨拶や返事を
しよう

〈はじめの生活〉 
がっこうのことがし
りたいな 
くつばこ、ロッカー、
水道、トイレの使い方

〈はじめの道徳〉
たのしいがっこう 
楽しい学校生活
安全な学校生活

〈はじめの学活〉
担任の自己紹介 
持ち物の確認

記念写真撮影

【○環境の構成　※支援　・準備資料等】
○　教室、廊下などに花飾り、輪飾り、かわいい絵などを掲示しておく。
○　教室の机やロッカーに名前を記入したシール等を貼っておく。
○　登下校の班のグループを作成しておく。
○　下校班の集合場所を裏庭のフェンスに表示しておく。
※　一人一人を温かく受容する。
※　他園、他所から入学してきた児童の人間関係作りに配慮する。
・　保護者への連絡事項を整理（学習面、健康面等）
・　学年便りの準備
・　教科書、学年便り、教科書等、配布物の確認
・　紙芝居や絵本の準備
・　幼稚園や保育所で歌った手遊びや歌の掲示
・　給食の配膳について給食配膳員と打ち合わせ
・　食物アレルギーについて学校栄養士と打ち合わせ

１１：４５ １１：４５ １１：４５

〈はじめの図工〉 
すきなものいっぱい 
クレパスの扱い方

〈はじめの生活〉 
がっこうのひととな
かよくなろう
保健室の先生となかよ
しになろう

はじめの生活
みんなでがっこうを
あるこう
（１階）
整列の仕方
廊下の歩き方

はじめの国語
みんなとたのしく
校長室へ入るときの
マナーを話し合う
見つけたことを話す

読み聞かせ
健康観察
（挨拶・返事）

読み聞かせ
健康観察
（挨拶・返事）

１６日（月）

朝

１

２

３

４

５

下校

１７日（火） １８日（水） １９日（木） ２０日（金）

6年生による紙芝居
健康観察 
（挨拶・返事）

朝会
健康観察 
（挨拶・返事）

〈はじめの国語〉 
しりたいなみんなの
なまえ
名刺作り

〈　学　行　〉
身体測定

〈はじめの国語〉 
鉛筆の持ち方
正しい姿勢
運筆練習

〈はじめの生活〉
みんなでがっこうを
あるこう
多目的ホール
図書室

〈はじめの生活〉
みんなでがっこうを
あるこう（２階）
整列の仕方
廊下の歩き方

〈　学　行　〉
身体測定

〈はじめの国語〉 
おはなしききたいな、
よみたいな
おはなしたくさんきき
たいな

〈はじめの図工〉
がっこうでみつけた
ことをえにかこう

〈はじめの体育〉
固定遊具の遊び方を
知ろう
いろいろな並び方
かけっこ

〈はじめの音楽〉 
手遊びをしよう
うたでなかよしにな
ろう

〈はじめの学活〉
身体測定をうけよう
体操服に着替える
服のたたみ方

【○環境の構成　※支援　・準備資料等】
○　時間割については柔軟な対応を行っていく。
○　掃除については６年生に手伝いに入ってもらう。（５月上旬まで）
○　名刺は絵や名前が書きやすいように、Ｂ５程度の大きめの紙を用意する。
※　他園､他所から入学してきた児童の人間関係作りに配慮する。
※　子どもたちがしたことやできたことをしっかりと認めていく。
・　掃除の手伝い、読み聞かせについて６年担任と打ち合わせ
・　紙芝居や絵本の準備

１：２０１：２０１：２０ １：２０ １：２０

〈はじめの図工〉 
すきなものいっぱい 
名刺にすきな絵をかく

〈はじめの道徳〉 
あかるいあいさつ
・目を見て
・元気よく
・こちらから先に

〈はじめの算数〉
なかまづくりとかず
１から１０までの数

〈はじめの国語〉
鉛筆の持ち方
正しい姿勢
運筆
自分の名前を書く

〈はじめの学活〉
みんなで給食
給食の準備
後かたづけ
楽しく食事

〈はじめの国語〉 
あいうえお 
ひらがな練習
「く」

〈はじめの国語〉 
あいうえお
ひらがな練習
「し」

〈はじめの体育〉
体育館の使い方を知
ろう
いろいろな並び方
かけっこ

〈はじめの算数〉
なかまづくりとかず
１から１０までの数

室内ゲーム
健康観察
（挨拶・返事）

読み聞かせ
健康観察
（挨拶・返事）

室内ゲーム
健康観察
（挨拶・返事）
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スタートカリキュラム　【第３週 平成24年４月23日（火）～４月27日（金）】スタートカリキュラム　【第３週 平成24年４月23日（火）～４月27日（金）】 スタートカリキュラム　【第４週 平成24年４月30日（月）～５月４日（金）】スタートカリキュラム　【第４週 平成24年４月30日（月）～５月４日（金）】

【第３週のねらい】学校での学習やみんなと一緒に活動することに関心をもって意欲的に取
り組むようになる。

【第４週のねらい】学校での生活に慣れ、学校探検やいろいろな学習を楽しみにして取り組む
ようになる。また、祝日などがあっても落ち着いて過ごせるようになる。

２３日（月）

朝

１

２

３

４

５

下校

２４日（火） ２５日（水） ２６日（木） ２７日（金）

6年生による紙芝居
健康観察 
（挨拶・返事）

音楽朝会
健康観察 
（挨拶・返事）

〈はじめの国語〉 
いろいろなほんよみ
たいな
ひらがな練習 
「て」「へ」

〈はじめの算数〉 
なかまづくりとかず
１から１０までの数

〈はじめの算数〉 
なかまづくりとかず
１から１０までの数

〈はじめの国語〉
いろいろなほんよみ
たいな
ひらがな練習 
「い」「り」

〈はじめの生活〉
がっこうのひととな
かよくなろう
校長先生となかよしに
なろう

〈はじめの生活〉 
みんなでがっこうを
あるこう(３階)
整列の仕方 
廊下の歩き方

〈はじめの国語〉
しらせたいなわたし
のなまえ
校長先生と名刺交換

〈はじめの音楽〉 
うたでなかよしにな
ろう
・歌
・幼稚園の歌

はじめの生活
こうていもたんけ
んしよう
体育着を着て校庭へ
いこう

はじめの体育
固定遊具遊び
いろいろな並び方
かけっこ

〈はじめの生活〉
なかよくなりたいな
友だちと名刺交換

【○環境の構成　※支援　・準備資料等】
○　毎日学習したことがわかるように、既習のひらがなや数字などを壁面に掲示していく。
※　健診が増えてくるので、その意味について話をしたり、実演をしたりして、子どもたちが安心して受けられるように
　　する。
・　学校探検について、学校全体の先生方と打ち合わせ
・　歯科、内科健診について養護教諭と打ち合わせ

２：５０２：５０２：５０ ２：５０ ２：５０

〈はじめの図工〉 
がっこうでみつけた
ことをえにかこう

〈はじめの道徳〉 
みんなのこうえん
学校生活の約束
廊下の歩き方

〈はじめの算数〉
なかまづくりとかず
１から１０までの数

〈はじめの国語〉
いろいろなほんよみ
たいな
ひらがな練習
「つ」

〈はじめの学活〉
がっこうのことがし
りたいな
チャイムでの生活
そうじのしかた

〈はじめの体育〉 
固定遊具遊び
いろいろな並び方
かけっこ

〈はじめの国語〉 
みんなとたのしく　
学校の中を歩くときの
ルールやマナー

〈はじめの学活〉
授業参観
お誕生日列車をつく
ろう

〈はじめの図工〉
みてみていっぱいつ
くったよ
粘土遊び

〈はじめの図工〉
みてみていっぱいつ
くったよ
粘土遊び

〈はじめの国語〉 
いろいろなほんよみ
たいな
図書室へいこう
図書室の利用の仕方

〈はじめの音楽〉 
うたでなかよしにな
ろう

〈はじめの体育〉
固定遊具遊び
いろいろな並び方
かけっこ

〈はじめの算数〉
なかまづくりとかず
１から１０までの数

室内ゲーム
健康観察
（挨拶・返事）

読み聞かせ
健康観察
（挨拶・返事）

室内ゲーム
健康観察
（挨拶・返事）

３０日（月）

朝

１

２

３

４

５

下校

１日（火） ２日（水） ３日（木） ４日（金）

6年生による紙芝居
健康観察 
（挨拶・返事）

振替休日 憲法記念日 みどりの日

〈はじめの国語〉 
しりとり
ひらがなの練習
「う」「と」

〈はじめの生活〉
こうていもたんけん
しよう
校庭の春の草花
飼育動物

〈はじめの算数〉 
なかまづくりとかず
１から１０までの数

〈はじめの生活〉
がっこうをたんけん
しよう
２年生と一緒にグルー
プごとに探検

〈はじめの図工〉
しぜんとなかよし

〈はじめの国語〉
がっこうでみつけた
ことをはなそう

【○環境の構成　※支援　・準備資料等】
○　探検して見てきたことやわかったことを表した絵をみんなが見られるように掲示する。
※　みんなが楽しんで遊べるようなルールのある遊びを取り入れる。
・　図書貸し出しカードの準備
・　学校探検について２年生担任と打ち合わせ

２：５０２：５０

〈はじめの算数〉
なかまづくりとかず
１から１０までの数

〈はじめの体育〉
固定遊具遊び
かけっこ
鬼遊び

〈はじめの国語〉
いろいろなほんよみ
たいな
図書室の本をかりよう
本の借り方

〈はじめの書写〉
はじめのがくしゅう
鉛筆の持ち方
正しい姿勢
ひらがな

読み聞かせ
健康観察
（挨拶・返事）
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加須市の取組加須市の取組 加須市立志多見小学校

接続期におけるアプローチカリキュラム（３学期：５才児）接続期におけるアプローチカリキュラム（３学期：５才児） 接続期におけるスタートカリキュラム（１学期：１年生）接続期におけるスタートカリキュラム（１学期：１年生）

学びの
概　要

１月
自分の力を発揮する。 不思議に思ったことを

　　　　調べたり試したりする
友達と協力しながら遊びや生活を
　　　　　進めて充実感を味わう。

互いの成長を喜び、
　　　　就学に期待をもつ。

《 接　続　前　期 》 ３月

幼
稚
園
で
の
保
育
活
動

幼
　
　
　
　
　
稚
　
　
　
　
　
園

接
続
期
を
意
識
し
た
環
境
・
支
援
・
援
助

幼
・
保
・
小
　
交
流
計
画

５
才
児
の
学
び
の
姿《
３
つ
の
自
立
・
３
つ
の
め
ば
え
》

☆
入
学
す
る
こ
と
に
期
待
を
も
ち
、自
信
を
も
っ
て
行
動
す
る
。

《
精
神
》 《
生
活
イ
》

☆
様
々
な
人
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。

《
生
活
》 《
興
味
ウ
》

☆
成
長
を
喜
ん
だ
り
年
少
児
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
り
す
る
。

《
精
神
》 《
他
者
ア
》

☆
時
計
に
関
心
を
も
ち
、見
通
し
を
も
っ
て
生
活
を
す
る
。

《
生
活
》 《
生
活
ア
他
者
ウ
》

☆
や
り
遂
げ
た
満
足
感
を
友
達
と
一
緒
に
味
わ
う
。《

精
神
》 《
他
者
ア
》

☆
感
じ
た
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を
様
々
な
方
法
で
表
現
す
る
。

　（
音
楽
・
絵
画
・
身
体
・
言
語
）

《
学
び
》 《
興
味
ウ
》

☆
お
互
い
を
認
め
合
っ
た
り
譲
っ
た
り
す
る
気
持
ち
を
も
つ
。

《
精
神
》 《
他
者
ウ
》

☆
自
分
の
思
い
や
考
え
を
相
手
に
話
し
、人
の
話
も
聞
こ
う
と
す
る
。

《
生
活
》 《
他
者
イ
興
味
ウ
》

☆
共
通
の
目
的
を
も
っ
て
遊
び
を
進
め
る
。

《
学
び
》 《
他
者
ア
》

☆
良
い
こ
と
悪
い
こ
と
を
判
断
し
、行
動
し
よ
う
と
す
る
。

《
生
活
》 《
他
者
ウ
》

☆
ル
ー
ル
を
守
っ
て
遊
び
を
楽
し
む
。

《
生
活
》 《
他
者
ウ
》

☆
自
然
の
不
思
議
さ
に
気
づ
き
、調
べ
た
り
試
し
た
り
す
る
。

《
学
び
》 《
興
味
ア
》

３つのめばえ
＜生活＞
ア.健康で安全な生活

イ.自分のことは自分で

ウ.物を大切に

＜他者との関係＞
ア.人とかかわる力

イ.言葉で伝え合う

ウ.きまりや約束を守る

＜興味・関心＞
ア.好奇心・探究心をもってか

かわる

イ.文字や数量の感覚を豊かに

ウ.自分の思いを表現

３つの自立
・健康で安全な生活

・自分のことは自分で

・物を大切に

避難訓練 学校ごっこ劇遊び
ごっこ

小学校
体験入学

お楽しみ
給食

お別れ
遠足

生活発表会
リハーサル

（行事）
小学校

（表現・言葉）
５年生

（言葉・表現・人間関係）
１年生

（健康・人間関係）
保育所・学校 市内幼稚園小学校 １年生

・かるたやトランプ、
すごろく遊びをし
ながら文字や数図
形等に関心がもて
るようにする。

正月遊びをする。【言葉】　【健康】
・かるた　　・すごろく
・羽根つき
・こま回し　など

生活発表会をする。
【表現】　【言葉】
・劇遊びごっこ
・リズム表現遊び
・合奏や歌　など

・小学校１日体験入学や、
お楽しみ給食に参加する。
【環境】　【人間関係】

・修了式に参加する。
 【言葉】　【人間関係】

・幼稚園生活を振り返る。
・当番活動の引き継ぎを
する。
  【言葉】【表現】【人間関係】
・学校ごっこ　など

冬の自然の現象
に関心をもち、
冬の生活の仕方
を知る。
【環境】　【健康】
・つらら、霜、氷
・暖房　など

運動遊びをする。
【健康】
【人間関係】
・サッカー
・ドッジボール
・なわとび
・固定遊具　など

・図鑑や絵本等を幼
児がいつでも調べ
られるよう準備し
ておく。

・進んで戸外に出て体
を動かし、目的をもっ
て取り組めるよう
にする。

・ルールを守って集団
で遊ぶ楽しさが味
わえるようにする。

・入学後にやってみた
いことを幼児と話
し合う。

・一人一人の幼児の
成長を認め喜び合
うことで、自信をもっ
て卒園・入学できる
ようにする。

・友達と共通の目的
に向かって話し合っ
たり考えを出し合っ
たりしながら、遊び
を進める。

・生活発表会を通して
達成感や充実感を
もたせる。

・小学校１日体験入
学では、児童・幼児
の気持ちが高まる
ような内容になる
よう教師同士で話
し合いを深める。

・小学１年生と一緒
に楽しんで参加で
きるように、言葉か
けをする。

・友達と共通の目的をもって遊びや生活をする。
・自分の力を十分に発揮し、友達のよい所を認め合う。 ・入学へ期待をもって、残りの生活を十分楽しむ。

学びの
概　要

４月 ５月上旬
集団の中での新しい
　　　　出会いを楽しむ。

自分の思いや感じたことを表現したり、
　　　　　　　友達の話に耳を傾けたりする。

担任・クラスの友達から、他学年、地域の方へと
　　  かかわり合いを広げていく。

《 接 続 中 期 》 《 接 続 後 期 》 ３月

小
学
校
で
の
学
習
活
動

小
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
校

接
続
期
を
意
識
し
た
環
境
・
支
援
・
援
助

幼
・
保
・
小
　
交
流
計
画

一
年
生
の
学
び
の
姿《
３
つ
の
自
立
》

☆
場
面
を
思
い
う
か
べ
な
が
ら
音
読
し
た
り
、歌
に
合
せ
て
友
達
と
協
力

　
し
な
が
ら
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
し
た
り
し
て
楽
し
む
。

《
学
び
》

☆
自
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
新
た
な
発
見
を
友

　
達
に
知
ら
せ
た
り
話
し
た
り
す
る
。

《
学
び
》

☆
水
遊
び
を
す
る
中
で
友
達
の
頑
張
り
に
気
付
き
、自
分
な
り
に
試
し
た

　
り
挑
戦
し
た
り
す
る
面
白
さ
を
感
じ
る
。

《
精
神
》

☆
友
達
を
一
緒
に
く
り
返
す
楽
し
さ
や
発
見
し
て
い
く
面
白
さ
を
知
る
。

《
学
び
》

☆
筆
の
動
き
と
絵
の
具
を
塗
る
こ
と
を
園
児
と
一
緒
に
楽
し
む
。《

学
び
》

☆
友
達
の
遊
び
に
注
目
し
、気
付
い
た
り
真
似
し
た
り
し
な
が
ら
、自
分

　
な
り
の
や
り
方
で
試
そ
う
と
す
る
。

《
学
び
》

☆
二
年
生
の
言
動
を
お
手
本
に
し
な
が
ら
、園
児
に
優
し
く
接
す
る
。

《
精
神
》

☆
遊
び
の
面
白
さ
や
、自
然
の
不
思
議
さ
に
気
づ
き
、み
ん
な
で
遊
び
を

　
楽
し
む
。

《
生
活
》

☆
幼
稚
園
や
保
育
所
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、あ
さ
が
お
を
育
て
る
。経

　
験
の
少
な
い
子
は
二
年
生
に
教
え
て
も
ら
う
。

《
学
び
》

☆
学
校
の
施
設
や
、学
校
生
活
を
支
え
て
い
る
人
々
や
自
分
た
ち
の
安
全

　
を
守
っ
て
い
る
人
々
の
こ
と
が
分
か
る
。

《
学
び
》

☆
今
ま
で
の
友
達
か
ら
さ
ら
に
友
達
が
広
が
っ
て
い
く
嬉
さ
を
感
じ
る
。

《
精
神
》

☆
先
生
や
友
達
と
か
か
わ
り
、親
し
み
を
感
じ
る
。

《
生
活
》

☆
一
年
生
を
迎
え
る
会
で
、上
級
生
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
す
る
。

《
生
活
》

☆
一
年
生
に
な
っ
た
喜
び
を
感
じ
進
ん
で
行
動
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が

　
増
え
る
。

《
精
神
》

学校たんけん なかよく
なりたいな 校外学習

（生活）
幼稚園・２年生

（生活）
幼稚園・２年生

（生活）
幼稚園・２年生

リトミック

（生活）
幼稚園

夏だいっしょ
にあそぼうよ

（生活）
幼稚園・２年生

夏まつり

（生活）
幼稚園・保育所

・多くの交流の場の設定
・楽しく明るい環境構成
・幼稚園や保育所の教師（前担任）の意図的支援
・２年生との意図的交流
・弾力的な学習時間（合科的・モジュール化）
・学習展開の工夫

①みんなとたのしく・がっこうにいこう
②なかよくなりたいな
　・自己紹介をしよう
　・名刺をつくって交換しよう
③うたでなかよしになろう・友だちとなかよく歌おう
④すきなものいっぱい
　・自分の顔をかこう
　・すきなものをかいて紹介しよう
⑤たのしいがっこう
　・みんなで仲よくしよう
⑥みんなでがっこうを歩こう
⑦がっこうをたんけんしよう
　・２年生と歩こう
⑧がっこうのひととなかよくなろう
　・友だちや先生にサインしてもらおう
⑨校庭もたんけんしよう
　・あそび方をしろう　・草花や虫をさがそう
　・ならび方をれんしゅうしよう
⑩みてみていっぱいつくったよ
　・すきなものをいっぱいつくろう
⑪みんなでがっこうをあそぼう
　・２年生とあそぼう
⑫１年生を迎える会
　・上級生となかよくなろう

（国１生１音１）
（生１）

（音１）
（図１）

（道１）

（生１）
（生１）

（生１）
（生１）

（生１特１）

（図１）

（生１）

行事１）

どきどきわくわく１年生 【はじめの一歩】

おおきなかぶ
（国語　音楽）

浮く・もぐる
運動遊び（体育）

しぜんとなか
よし（図工）

クルクルぐるーり（図工）がっこうたんけん（生活）

・志多見幼稚園の子と、むさしの村をたんけんしよう。
・ニコニコなかよし公園に行こう。

・がっこうたんけんをしよう。
・見つけたことをはなそう。
・つうがくろをあるこう。

きれいにさいてね、
たくさんさいてね（生活）
・花を育てた経験を思い出そう。
・２年生にあさがおのたねのま
きかたを教えてもらおう。

なつだ、いっしょにあそぼうよ（生活）

幼
稚
園
や
家
で
の
経
験

園
児
と
二
年
生
と
の
ふ
れ
あ
い

活
動
の
楽
し
さ
の
体
験

六
年
生
と
の
ふ
れ
あ
い

安
全
へ
の
配
慮

自
由
な
表
現（
音
読
・
歌
・
動
作
）

友
達
と
力
を
合
わ
せ
て
の
劇
化

友
達
と
一
緒
に
遊
ぶ
楽
し
さ

自
由
に
伸
び
伸
び
と
表
現

で
き
る
場
の
工
夫

伝
え
合
う
場

友
達
と
の
協
力



20 21

川口市の取組川口市の取組 川口市立並木小学校 鳩山町の取組鳩山町の取組 鳩山町立鳩山小学校

（2）幼・保・小連携・交流の取組例

１年生が小学校生活に慣れるために異学年交流を行った。

小学校の教職員と幼稚園・保育所が積極的に交流を行い、連携に向けて共通理解を図った。

全学年が幼稚園・保育所との交流を行った。

交流活動　 の流れ（例）

計画 作成

連携に　 関する
年間計　 画を作 
成する。

交流活動 の事前準備

幼稚園　 保育所
と小学　 校の教
職員が　 交流活
動につ　 いて打
合せを　 行う。

交流活動 の実施

幼児と　 児童双
方にと　 って意
義のあ　 る交流
活動に　 する。

交流活動 の振り返り

十分に　 意見や
情報の　 交換を
行い、 　 反省を
次年度　 の計画
に反映　 させる。

２年生の幼稚園・保育所交流活動（5～10月）
～ みんなあつまれやっほいほい～

①保育所見学

②幼児との交流　なみきっ子わくわくまつり

６年生による読み聞かせ

１ 交流活動に向けた事前準備

２ 交流活動の実施

３ 事後の取組

４ その他校内における交流活動

１ 連携に向けた小学校・幼稚園・保育所の教職員の交流

２ 幼稚園・保育所との交流

５ 成果と課題

①幼稚園や保育所と連絡を取り、地域交流に関する取組を
年間計画に位置づける。（4月）

②地域についての関心を高めるとともに、地域のことを知
るため、子どもが様々な場所へ出かけ、地域の方にインタ
ビュー等を行う。（5月）

③交流会の計画、招待状の作成等、地域の方々を迎える準備
をする。（9月～10月）

④幼稚園・保育所と交流活動について調整を図る。（10月）

１年生の幼稚園・保育所交流活動（２～３月）
～ もうすぐみんな２年生～

１ 交流活動に向けた事前準備
①幼稚園・保育所と打合せを行い、行事の計画を立てる。
②教師は、幼稚園・保育所の５歳児を招待して、学校の楽し
さを知らせようとする児童の気持ちを高める。
③児童は、入学してからの１年間で、できるようになったこ
とを考えるとともに、幼稚園・保育所の５歳児に楽しんで
もらうための交流計画を立てる。

・友達と協力できたことや、幼児とかかわることのよさや
楽しさについて絵や作文等に表す。
・友達と協力できたことを発表する。

・交流活動から児童の１年の成長を見取り、次年度「ここまで育てていく」という視点に立って、継続した指導へとつなげること
ができた。
・協力園との交流活動を行い、年長児が遊びながら人とかかわる様子を見ることで、どのように伝えれば幼児が理解できるの
か、どのようなことが自分でできるのかなど発見が多く、幼児理解につながった。
・今後、年間を通して幼・保・小が情報交換する機会を増やしていく必要がある。

４ 交流活動の成果と課題

・幼稚園・保育所と小学校の教職員の交流や合同研修を通して、両者が連携の重要性を認識できた。
・幼児と児童との交流を通して、幼児が小学校を身近に感じることができた。児童も幼児に優しく、親切に接する体験ができた。
・小学校と幼稚園・保育所との所在地が離れているため、今後どのような交流がもてるか、さらに検討していく必要がある。

　生活科を軸とした交流学習
の一つとして、児童が保育所を
訪れ、先生にインタビューをす
る。

　２年生が１年生を招いて手
作り遊びの会を行っている。１
年生に楽しんでもらえる遊び
やルールを自分たちで考え、こ
の日に向けて準備をする。

　１年生との異学年交流によ
る経験が、保育所の幼児に対し
て、より分かりやすく、優しく
接したいという気持ちにつな
がった。

　６年生の朝の登校時の活動の
サポートや、絵本の読み聞かせ
により、１年生は、落ち着いた雰
囲気で気持ちよく１日がスター
トできる。

なかよしランチ
　豊かな心を育て温かい人間関
係を醸成するために、多彩な会
食の活動を実施している。
異学年交流となる「なかよしラ
ンチ」や「誕生給食」では、学級、
学年をこえた仲間と一緒に給食
を食べている。

①幼児を迎える

②交流活動の実施

③幼児を見送る

２ 交流活動の実施

３ 事後の取組
・交流活動でがんばったことを発表する。
・入学当初の自分と現在の自分を比較し、成長したことに
ついて発表する。
・新１年生を迎える準備をする。

３ 事後の取組
幼・保・小連携推進委員会において、今年度の連携・交流を振り返り、次年度に向けて成果と課題を話し合った。

・ひばり保育園訪問
・石坂幼稚園と交流給食
・秋のおもちゃまつり(生活科)に幼稚園
と保育所の年長児を招待

　幼稚園、保育所から年長児
を招き、お互いに挨拶し、１年
生が学校紹介をする。

　縄跳び、こま、カルタで遊
ぶ。カルタは、１年生が作成し
たものも使う。

教職員合同研修会

幼稚園・保育所の職員による小学校授業参観

１年生

・石坂幼稚園訪問
・運動会の商品袋の色ぬり（新入児徒競走
の景品）
・鳩山幼稚園と交流給食

２年生

・石坂幼稚園訪問
・運動会の招待状作り
・鳩山幼稚園と交流給食

３年生

・運動会「よーい、ドン！（新入児徒競走）」
手をつないで誘導
・ひばり保育園と交流給食

４年生

・就学時健康診断の手伝い
・わくわく集会への招待状作り
・ひばり保育園と交流給食

５年生

・学校案内のパンフレット作成展示
・わくわく集会での交流

６年生

　小学校、幼稚園、保育所の教職
員が相互理解を深めるとともに、
幼・保・小連携の意義や実際の取
組等について共通理解を図るた
め、合同研修会を行った。

　小学校の教育内容や指導方法
などの理解を深めると共に、子ど
もについて情報交換をするため、
前年度担任した幼稚園・保育所の
教職員が、授業参観を行った。

連絡会議

幼・保・小連携推進委員会

　小学校と幼稚園・保育所の間で
情報交換を中心とする連絡会議
を開催し、連携に関する計画を立
案したり、幼児と児童の交流の打
合せ等を行ったりした。

　町内の小学校と幼稚園・保育所
の代表教職員が集まり、接続期の
カリキュラムについて話し合い
や、幼・保・小の連携に対する意見
交換、子どもに関する情報交換な
どを行った。

　年長児は、交流活動を通し
て、１年生への憧れへの気持
ちと、小学校入学への期待を
もつ。
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５ 参考資料５ 参考資料

家庭で身につけてほしいこと家庭で身につけてほしいこと 子育ての目安「３つのめばえ」子育ての目安「３つのめばえ」 幼稚園・保育所・　　認定こども園で身につけてほしいこと幼稚園・保育所・　　認定こども園で身につけてほしいこと
子育ての目安「３つのめばえ」は、小学校入学までに子どもたちに身

につけてほしいことを幼児期の特性である「生活」「他者との関係」

「興味・関心」の視点から取りまとめたものです。

幼
児
期
の
教
育
「
遊
び
」を
と
お
し
て
行
う
総
合
的
な
指
導
か
ら

小
学
校
教
育

教
科
等
の
学
習
を
中
心
と
し
た
指
導
へ

規則正しい生活リズムを身につけましょう
・「早寝、早起き、朝ごはん」の習慣を身につける
・登園などの時刻を意識し、行動する

戸外で遊びましょう
・進んで戸外に出て遊ぶ
・安全に気をつけて行動する
・交通ルールを知り、守る

自分のことは自分でしましょう
・着替えや衣服の始末をする
・かばんや帽子などを決まった場所にしまう
・脱いだ靴をそろえる

物を大切にしましょう
・遊んだ後の片づけをする
・食べ物や紙などを大切にする

生
　
　
活

他
者
と
の
関
係

興
味
・
関
心

健康で安全な 
生活をする

先生や友達と食べることを楽しむ
・食事に関するきまりやマナーを守りなが　　ら、楽しく食べる
・食べることの大切さがわかり、食べ物に　　関心をもつ
・生活の流れや準備・片づけの手順などを　　意識して、一定の時間内に食べ終えようとする

戸外で体を動かす
・十分に体を動かして遊ぶ

安全に気をつけて行動する
・危険な場所や危険な行動がわかり､安全　　  に気をつける

自分のことは
自分でする

生活に必要な活動を自分でする
・着替えや持ち物の始末を自分でする
・脱いだ靴をそろえる
・困ったときに自分で考えて解決しようと　　 したり、先生や友達に相談したりする

物を大切にする
自分の物や皆で使う物を大切にする
・遊んだ後の片づけをする
・共同で遊具を使い、協力して片づけをす　　 る
・水や紙などを大切に使う

家族とのあたたかいつながりをつくりましょう
・園での出来事や思ったこと、考えたことを家族
　に話す
・家の手伝いをする
・兄弟姉妹や友達と遊具などの貸し借りをして
　一緒に遊ぶ
・小さい子どもやお年寄りに思いやりをもって
　接する

返事やあいさつをしましょう
・元気よく「はい」と返事をする
・「おはよう」「いただきます」「ごちそうさま」
　「ありがとう」「ごめんなさい」が自然に言える

きまりや約束を守りましょう
・よいこと、悪いことがわかり、考えながら行動
　する

人とかかわる力を
身につける

友達と一緒に遊ぶ
・年少児などに思いやりをもってかかわる
・自分の気持ちとは異なる友達の気持ちを　　 理解したり、共感したりする
・自分が嫌なことや困ることは友達にもし　　 ない
・友達と共通の目的に向かって取り組み、　　 やり遂げた喜びを味わう

言葉で伝え合う

親しみをもって日常のあいさつを　　 する
・元気よく「はい」と返事をする
・先生や友達に｢おはよう｣｢さようなら｣　　　 ｢ありがとう｣｢ごめんなさい｣が自然に言える

・先生や友達の話を注意して聞き、理解　　　 する
・自分の思いや考えを先生や友達に言葉　　　 で伝える

きまりや約束を守る

友達と共に生活する充実感を味わ　　 う
・友達と楽しく生活する中できまりの大　　　 切さに気づき、守ろうとする
・集団の生活の流れや時刻を意識し、み　　　 んなと一緒に行動しようとする
・よいこと、悪いことがわかり、考えな　　　 がら行動する
・互いのよさを認め合い、友達と協力し　　　 て活動する

いろいろなものへの興味・関心を高めましょう
・身近な自然などに触れ、美しさや不思議さな
　どを感じる
・興味・関心をもったものにじっくりと取り組
　む
・いろいろなものに疑問をもち、尋ねる

生活の中で、文字や数などに触れましょう
・家の人に絵本や物語を読んでもらう
・数を数えたり、集めたり、分けたりする
・園の名前や自分の年齢などが言える

夢をもちましょう
・やってみたいことやなりたい人などのあこが
　れをもつ

好奇心や探究心を 
もっていろいろな
ものにかかわる

文字や数量などの
感覚を豊かにする

自分の思いを表現する

生活の中で美しいものや心を動か　　 す出来事に触れる
・身近な自然などに触れて遊び、美しさ　　　 や不思議さなどを感じる
・自然物や自然の事象を遊びや生活に取　　　 り入れ、四季を感じる
・動植物と触れ合い、生命の大切さに気　　　 づく

興味・関心をもったものに集中し　　 て取り組む
・考えたり工夫したりして遊ぶ
・いろいろなものに関心をもち、より深　　　 く知ろうとしたり、試したり確かめたりする
・話や短い物語を集中して聞く

生活の中で文字や数量に触れる
・文字で伝えることの楽しさや意味に気　　　 づき、生活の中で文字を使う
・生活のいろいろな場面で、物や人の数　　　 を数えたり比べたりする
・生活のいろいろな場面で、量を測った　　　 り比べたりする

自分の思いを表現する
・思ったことや感じたことを言葉で表現　　　 しようとする
・考えたことや経験したことをいろいろ　　　 な方法で表現する
・絵本や物語の世界を楽しみ、感動を味　　　 わったり、演じて遊んだりする

生　活

健康で安全な生活をし、元気に遊ぶ
ことをとおして、自分から積極的に
物事にかかわる姿勢が身につきます。
自分のことを自分で行い、進んで行
動できることは、小学校生活におけ
る意欲につながり、ひいては、社会
に出てからも自ら考え、進んで物事
を解決しようとする力になります。

他者との関係

幼児期においては、家族とのあたた
かいつながりを基盤として、人を信
頼する気持ち、他者への思いやり、
社会のきまりを守ろうとする気持
ちをはぐくんでいます。
また、友達と共通の目的をもって取
り組む活動（協同的な学び）を重視
することが、小学校教育へとつなが
っていきます。

興味・関心

「ふしぎだな」「おもしろいな」と興味・
関心をもち、気づいたり、考えたり、
試したりする中で、「できた」「わか
った」という体験を重ね、学ぶこと
の楽しさを知ります。
幼児期に豊かな体験を重ねること
により、小学校での学習の内容を実
感をもって理解することができる
ようになります。

言葉をとおして先生や友達と心を　　 通わせる
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